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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『ねー。とれぼー』

　農作業の最中に、相棒のやつが話しかけてきた。

『なんだ？』

　俺は素す早ばやく返事した。

　また手を戻もどして、かちこち。かちこち。

　マウスをくりっく。くりっく。くりっくったら、くりっく。

　植物系のモンスターがリポップして生えてくる瞬しゆん間かんを狙ねらって、一方的に攻こう撃げきして倒たおすことを、このゲームでは「農作業」と呼んでいた。

　生え終わってしまうと攻撃してくるので、かなりの危険はあるのだが、慣れてしまえば、収しゆう穫かくに等しい単純作業だ。

　この狩かり場は有名な場所で、昔は広々とした広場に大量のプレイヤーが押しかけて、地面が見えないぐらいの人口密度だったが──。

　最盛期から何年も過ぎて、すっかり過か疎そ化しきった現在では、俺とあいつの二人だけ。

　今日は、俺たちの弱小ギルド──《静せい謐ひつの風かざ羽ば根ね》の、全構成員で、この狩り場に来ていた。つまりは二人だけ。

　昔は弱小とはいえ、数人くらいはいたのだが……。最近はすっかり他ほかのやつらは見なくなった。毎日ログインしては、かちこちかちこち、単純作業に勤いそしんでいるのは俺とあいつの二人だけとなっていた。

　まあ。過疎るのも仕方がない。

　このゲーム。驚おどろくなかれ。なんと月額課金。

　月額一九八〇円税込みぽっきりで遊び放題。ガチャもなければ、有料チートの施し設せつ利用も、有料消費アイテムもない始末。最後のアップデートは、あれは何年前のことだったか……。いまだにサービスが続いていることが不思議なくらいのゲームであった。

　ちなみに「トレボー」というのが、俺のキャラの名前。

　そして、あいつの名前は──。

『ねー。とれぼー』

『なんだ？　ろと』

　アイツの名前は、ロトという。皆みなからは勇者ロトと揶や揄ゆされている。だが本人はすっかりその気になってしまって、全身、青い鎧よろいで固めていたりして、痛々しい。

『ぼくねー。四億円当たっちゃったー。どうしたらいいー？』

『ほー。そうか。四億イェンかー。よかったなー』

　ＲＴＭ全盛時代に出回ったマネーを運営が回収しないものだから、このゲームの経済は、ものすごいインフレを起こしている。四億イェンでなにが買えるのかといえば、パンが一個というのが、せいぜいの相場だ。

『なに買えばいいかなー』

『なんでも買えばいいんじゃないかー』

　たかたかたか、とキーボードを打って、またマウスをかちこち。

『ねー。島買ったほうがいいかなー？』

　ろとのやつは言う。

『は？　島。いやそれは普ふ通つうに無理だろ』

『じゃあ。車とか？　でもぼく車のらないよ？』

　なんだ。おっさんのくせに免めん許きよも持ってないのか。

　ちなみに、ろとはおっさんだ。ひげ面づらで中年系。渋しぶいわけでもハンサムでもなくて、本当に残念な中年系。なんでわざわざキャラメイクでそんなの選ぶというようなパーツで構成されている。
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　しかもこんなまっ昼間っから、うらぶれたネトゲで、かちこちマウスのボタンをすり減らしているくらいだから、定職についているか怪あやしいものだ。

　昔は、ニートというものは、せいぜい二十代までの話だったはずだが。最近は高こう齢れい化かが進んで中年ニートとか珍めずらしくない。

『てゆうか。なんで車を買う話になってるんだ？　四億イェンだろ。バザーでサンドイッチでも買ってろ』

『ちがうよー』

　ろとはモーション付きで返事してきた。おっさんキャラがイヤイヤをするのは、何年見ていても、違い和わ感かんがある。俺のキャラみたいに、ぴちぴちハーフエルフの美少女だったら、そんな仕草だって可愛かわいいのだが。

『なにが違ちがうんだよ？』

『だーかーらー。四億イェンじゃなくて、四億円だよー。ゲームのなかの話じゃなくってー。現実のほうの話ー』

『あぁ？』

　ろとがなにを言っているのか、しばらくわからなかった。

　ろとは俺にかまわず。

『ロトくじってあるじゃない？　番号あわせて買うやつー。ぼくあれが大好きでー。名前にもしてるんだけどー。ずっと買ってたんだけどー。これまで一度も当たらなかったんだけどー。当たったのー』

『あー。おまえの名前。そっちだったのか』

　俺は、やつの名前の「ろと」の由来を、いま知った。

『ええと。つまり。おまえはロトくじに当たったと』

『うん。なんか。きゃりーおーばー？　とかいうの？　それで四億円当たっちゃったー』

『そしていまおまえはゲーム通貨の四億イェンではなく、現実の日本円として四億円を所持していると』

『うん。そうだよー』

『はやくそう言え』

『ずっとそう言ってたよー』

　さっきからずっとキーボードを叩たたきっぱなしだった。リポップした植物系モンスターに囲まれて、ＨＰがガンガン減っていたが、まったく放置だ。

　耳鳴りがひどい。

　どくん、どくんと、自分の心臓の鼓こ動どうが耳の中に大きく響ひびく。

『誰だれかに相談したか？』

『ぼく友達。とれぼーしかいないよ？　相談できるの、とれぼーだけだよ？』

　ああ。こんなにも頼たよりにしてくれているのか。

　まあ。おそらく三十代の中年おっさんに頼られても嬉うれしかないのだが。

『ろと。おまえ。家どこ？』

『鉱山区の──』

『その家じゃねえよ。家。どこ？』

　ルール違反ではあるが、リアル住所を聞いてみた。

『あ。え。かながわの……』

　意外と近い。

　電車でどう乗り換かえて行けばいいのかまで、だいたいわかってしまうほどだ。

『そっち行くから。待ってろ』

『え？　え？　え？』

　二人のキャラは、ホームポイントに裸はだかで戻っていたが──。

　そんなのにかまわず、ログアウトもしないでパソコンごと強制終しゆう了りようさせて、俺は家を飛び出した。
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　来た。見た。会った。

　そして。びっくらこいた。

「え？　え？　え？」

　俺は目の前に立つ人物に、目を白黒させていた。

〝どてら〟を着たやつが立っていた。

　十年物ぐらいのビンテージのジャージ（ダメージド）を穿はいていた。膝ひざ小こ僧ぞうに大穴の空いたやつだ。

　髪かみはちょっとぺたっとしていて、たぶん数日は風ふ呂ろに入っていないと思われる。

　……と。ここまでは、予想の範はん疇ちゆうだった。

　だが俺の「三十代の中年オッサン。引きニート小太り」という予想には、いくつも間違いが存在した。

　間違いの、まず一つ目。

　そいつは「女」だった。

　間違いの、二つ目。

　若い。

　身長だけなら立派な幼女級。

　……が、これまでの付き合いの長さからいって、成年しているのは確実なところだろう。

　でもたぶん俺よりは年下。

　そして一番の間違いは……。

　そいつは、素材だけでいうなら──。

　けっこうな「美少女」だったということだ。

「うう……、こんなに、すぐ、くるんだもん。お掃そう除じも終わってないしお風呂だって入ってないし」

　素材だけ美少女。そのほかあれこれ一いつ切さい合切「残念」の──残念美少女は、もじもじとやった。ゲームの中で「ろと」がよくやっていたボディランゲージ。ひげ面のおっさんキャラがやっていると、キモいだけだが。美少女がやると、反則級にかわいい。

「ろと。……だよな？」

「そだよ。ろとだよ。とれぼー……、だよね？」

「そうだけど。おま……。女だったの？」

「そだよ。なんだと思ってたの？」

「いや。見た目通り。ひげ面のオッサンかと」

「とれぼーのほうこそ、女の子じゃなかったー。ずるーい」

「は？　なんで俺が女なんだよ？」

「だってハーフエルフ一五歳」

「あれはキャラだろ。むさい男をみてるより、美少女みてたほうが楽しいだろ」

「ぼくだって。あれキャラだもん」

　唇くちびるを尖とがらせて、ろとは言う。その仕草が……、かわいい。見た目だけ美少女なだけはある。

「あー。待て。待て」

　俺はこめかみを押さえた。考える。

　いったいなんのために言い合っているのか？

　そうだ。金だ。ロトくじ当たったこいつが──俺の何年来の友達が、ばかな金の使いかたをしそうなので、それを止めに来たんだった。

「まず聞くが。四億円当たったという話は本当なのか？」

「うん。ほんとだよ。はいこれ」

　通帳が差し出されてくる。

　その通帳には、手を伸のばさず、中身も見ず──まず、俺は言った。

「おまえ。そんなにあっさり見せんなよ」

「なんで？」

「俺がもし悪いやつで、おまえの金を取ろうとしているやつだったら、どうする？」

「ぼく。とれぼーにだったら、騙だまされてもいいよ」

「はあぁぁぁぁ……」

　俺は深く深く、ため息をついた。

　やっぱ。こいつ。だめだ。

「ん？　ん？　んー？」

　どてらの袖そでをぱたぱたとやって、ろとは、なにか楽しそうな顔をしている。

　俺の嘆なげきは、まったく伝わっていなかった。

　六畳じよう一間の部屋には、コタツがあった。その上にノートパソコンが広げられていた。

「あっ。そーだ。これ見てー。ねー。さっき探していたんだけど。どの無人島が──」

「買わない」

　俺はノートパソコンを、ぱたりと閉じた。

「じゃあ、ヨッ──」

「ヨットも買わない」

「ジェ──」

「──ジェット機は四億円ぽっちじゃ買えない」

　こうしてボケつっこみをやっていると、なんだか、ろとと話しているような気がする。

　何年も培つちかってきたやりとりだ。

　ああ。やっぱこいつは、ろとなんだ。

　外見が美少女で、まったく調子が狂くるいはするが……。

　俺は頭をぼりぼりとかいた。

　このままだと、ろとは、四億円をあっというまに溶とかしてしまいそうだ。

「いいか？　ろと。よくきいてくれ。宝くじに当たって、身を持ち崩くずした人間の話なんて、ごまんとあるんだ。俺は友達としておまえが心配だ」

「心配してくれるの？　うれしい」

「尻しつ尾ぽ振ふらなくていいから。いいから。よく考えてくれ。四億円あれば、仮に毎年ごとに五〇〇万ずつ使ったとする。それでも八〇年はもつ計算なんだ。ブラック企き業ぎようでへとへとになるまで働かされたって、年収は二〇〇万ってとこだろ」

「ぼく。働いたことないから。わかんないよー」

　この腐くされニートめが。

「年五〇〇万もあったら、余よ裕ゆうで引きこもり生活ができるな。それが八〇年だぞ」

「八〇年っ！」

「だが。島なんて買ったら、一発でなくなる」

「島だめ？」

「だめ」

「ヨッ──」

「ヨットもだめ」

「じゃ、じゃあ……、なになら買っていいの？」

「なにも買わない」

「えええええーっ……」

　ろとは、みてわかるほどに、しょぼくれた。

　コタツに、もそもそと潜もぐっていった。

　俺も、ふうとため息をついて、コタツに入った。

　考えてみれば、ろとの金だった。俺があれこれ言う筋合いはないはずだ。

　うつむいて、しょぼーんとしている美少女の横顔を見る。

　向こうもなにか考えているようす。

　俺もよく考えてみた。

　考えて、考えて、考えたら──解決策は、一つしかないように思えた。

　顔をあげて──言う。

「あの──」「あのさ」

　二人でハモってしまった。

　二人で笑って、譲ゆずりあった。

「じゃ、じゃあ──一いつ緒しよに言おう？　言うね？　いち、にの、さんで」

「いち」

「にの」

「さん」

「俺が、ろとの管理役で就職すればいいんじゃないか」

「とれぼーに、たのむの、そうすればうまくいくよ」

　やっぱりだ。二人で同じことを考えていた。

　ほうらみろ。

　何年間も、ギルドで顔を付きあわせてきたのだ。

　考えていることぐらい。わかるのだ。

　そのとき──、ぐ～きゅるきゅると、誰だれかのお腹なかが鳴り響ひびいた。

「おなか……、すいたね」

　ろとは、うつむいて顔を赤くしながら、そう言った。

　残念美少女でも、赤くなるのだ。

「あのさ？　あのね？　あの……ね？　ピ、ピザ……、ピザ！　とってもいい？」

　ろとは何度も言葉を詰つまりながら、そう言った。

　俺は笑って言った。

「まあ……。今日だけな」




　　　　◇




　本日の出費。

　ピザ。二三二〇円。

　俺たちの、財産残り──。

　三億九九九九万七六八〇円。
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　かちこち。かちこち。いつものように、マウスの音が聞こえる。

「ねー。とれぼー。ひとりじゃ、これ、きついんだけどー」

「いま忙いそがしいから。あとでな」

「あとって、いつー？」

「じゃあ、剣けんじゃなくてハンマー使え。特効三倍だ」

「あー。すごいすごーい」

　かちこち。かちこち。

「ねー。とれぼー。山ウシの肉。買い取り枠わくがぜんぜん空いてないんだけどー」

「ああ。どうせカケルのやつが、まーた市場破は壊かいしてんだろ。魔ま法ほう都市のほう行ってみな」

「うん。そうするー」

　かちこち。かちこち。

「売れたよー」

「いちいち報告せんでいい」

　かちこち。かちこち。

「ねー。とれぼー」

「なんだよ？」

　俺は邪じや険けんな声をだした。一人でネトゲぐらいできんのか。ニュービーじゃあるまいし、何年やってんだよおまえ、そのゲーム？

「とれぼー。いつもありがとうねー」

　俺は汚よごれている自分を反省した。

　かちこち。かちこち。

「くじ引き券も、いっぱい、もらったよー」

「そうか。よかったな」

「くじ引きー。ひくよー」

「ひけよ」

　俺はいつものように、つっけんどんに返した。

　さっきの反省を踏ふまえて、つっけんどんではあるが、邪険にはしない。

「とれぼーは、なにやってるのー？」

「金策」

「おかねなら、いっぱいあるよー。四億円だよー」

「ちがうな。もう三億九九九九万七六八〇円だな。このあいだのピザの出前で、二三二〇円使ったからな」

「とれぼー。こまかーい」

　おまえが大おお雑ざつ把ぱすぎるんだろ。

　こいつに全権渡わたしたら、夕方までにＳＮＳゲーのガチャで、とろかしてしまいかねない。

　いや。〝しまいかねない〟ではない。それは確定された未来だ。とろかす。絶対にやる。

　ガチャで全額とろかすくらいなら、まだしも──。無人島でも買ったほうがマシなくらいだ。すくなくとも使い道のない無人島だけは残る。

　俺がやっているのは、正確に言えば、金策ではなく、資産運用の資産と計算だ。

　べつに四億円を元手に増やそうとかいう話ではない。

　株でもＦＸでも不動産でも、どんな投資であろうとも、素人しろうとが手を出して勝てるはずがない。そこを錯さつ覚かくするから、大損こくやつらが後をたたないのだ。たしかに玄人くろうとは利益をあげているのだろう。だがそれらの「儲もうけ」は、すべて、勘かん違ちがいした素人が生いけ贄にえとなって貢みついだ「損失」だ。市場全体でプラマイすれば、ぴたりと帳ちよう尻じりは合うわけだ。

　俺は自分が投資に手を出して、勝てる側に回れると思いこむほど馬ば鹿かではないつもりだ。

　だいたい、これは、ろとの金だ。無む駄だにしていい道理はない。

　俺が探しているのは、たとえば、元本保証型の金きん融ゆう商品などだ。たとえば、定期預金に突つっこんでおいて、五年ないしは一〇年の短期で、利息を頂く。その利息分だけで生活できるのであれば、四億円は、そのまま手つかずで残るわけだ。

　なんか、そういう道はねえもんかなー、と探しているのだった。

　国こく債さい？　うーん。いまいちなんだよなー。償しよう却きやくまでが長すぎんのと、あと、手て堅がたいとか思われているようなんだけど、国がデフォルトしやがったらどうすんだ？

　まあ、デフォルトなんか起きたら、日本円自体が紙切れと化してしまうから、考えてもしょうがないんだけど。

　やっぱ、定期預金系かー。

「うーん……。まともな銀行系だと、金利〇・三パーセントあたりまでかー。四億預けても、毎年一二〇万円かー」

「なんの話ー？」

「おい。ろと。おまえ。一二〇万円で暮らしていけるか？」

「毎日、ごちそう食べれるねー」

「ばか。月一二〇万じゃねえよ。年一二〇万だよ」

「ぼく。食べなくていいから。とれぼー、食べてー」

「だよなー」

　餓が死しする。余よ裕ゆうで死ねる。ちょいと無理。

　誰だよ？　月六万、年七二万の、国民年金なんぞで、生活できるとか、ほざいていたやつは。政治家か。

「やっぱ、すこしずつは、切り崩くずしてゆくしかないかー」

　俺はノートパソコンの中の、OpenOfficeの画面を見ながら、むずかしい顔になっていた。

「ねー。とれぼー。……ぼく、買いたいものあるんだけど。……いい？」

「………」

　俺が無言でいると、ろとは、遠えん慮りよしがちな声で──言ってきた。

「……あのね。これね。必要なものだと……、思うんだ」

「島とか。買わねえぞ？」

「島じゃないよー」

「ヨットも飛行機もなしだ」

「ちがうよー」

「ガチャも回すなよ」

「スマホ、もってないよー」

「じゃあ……、なんだよ？」

「おこらない？」

「おこらないから、言えよ？」

「ほんとにほんとにおこらない？」

「言わねーと、おこる」

「うう……。とれぼーが、おこってるー」

　ろとが、ヘコんでしまった。そんな怒おこったような顔をしていたか？　俺は？

「あー。わかったわかった」

　俺は、ぱたりとノートパソコンを閉じた。金策のことは、またこんどにすることにする。

「なんだ？　買いたいものって？」

「うーんとね……、うーんとね……」

　ろとのやつは、もじもじとやっている。

「なんだ？」

「えっと……、えっと……、あのね？」

　ろとのやつは、なかなか話さない。

　うざい。

　──とは、思わなかった。

　ひげ面づらのおっさんの「もじもじ」にも、何年ものあいだ、耐たえ抜ぬいた俺である。

　外見（だけは）美少女であるなら、なおさら問題はない。

「あのね……、えっとね……、服、……とかっ」

「服？」

「ゲームのなかのじゃないよ？　服なんて役にたたないよ。外見変わるだけだから、無駄づかいしないよ」

「現実の服だって、外見変わるだけだろが」

「うん……そだね」

　ああ。またやってしまった。

「いやいやいや。ああ。服な。まあ。服だな。それはまあ、たしかに、必要なものかもしれないな」

　コタツにすっぽりとはまっている、ろとの、頭から体から女の子座りして、ぴょこんと外に出ている足先までを見る。

　花はな柄がらのどてら。一〇年物のビンテージ・ジャージ（ダメージド）。穴があいて指先の出ている靴くつ下した。

　ちょぉぉ～っと、残念すぎる格好だ。

　服ぐらい、買ってもいいだろう。

「ほんと？　そう思う」

「ああ」

「ほんとにほんとに、そう思う」

「ああ」

　功夫くんふーを積んだ俺であるから、「うっぜえ」などとは思わない。

　思ったりしない。しないったら。しない。

「ほんとにほんとにほんとにほんとっ？」

　うぜえ。

　ああ。だめもう限界。つぎもういっぺんやったら、俺、ちゃぶ台ひっくり返しちゃう。

「とれぼーが、必要な出費だけにしろって言うから。ぼく。考えたんだよ」

　あー、よかったー。

「よしよし」

　俺は手を伸のばすと、ろとの頭を撫なでてやった。

　こいつなりに、ちゃんと考えてくれていたわけだ。

　信じていたぞー。よしよし。

　俺がここに来てから、こいつは、毎日風ふ呂ろに入っている。

　そのおかげで残念度が３ポイントくらい減った。

　髪かみの毛は最初みたいにぺったりとしていなくて、洗い立てのさらさらだ。もふもふだ。

　そのおかげで美少女度は、３ポイントぐらい上がった。

「あれ？　でも女の服って、いくらぐらいするんだ？」

「ぼくが知ってるわけ、ないよー」

　ないのか。

　何万かかる？　五万？　一〇万？　ま、まあ……、必要な出費かな？

「じゃあ、買いに行くか」

「え？」

　俺がそう言うと、ろとは固まった。

「いや。服。買うんだろ？　じゃあ買いにいかなきゃ」

「あ。う。うん。……そうなんだけど」

　もうやるなよ？　やるなよ？　もうやるなよ？

　功夫くんふーを積んだ俺でも、今日はもう一いつ杯ぱいだぞ？

「……服、買いにいくときの服って、どこに売ってるのー？」

　ろとは、そう言った。

　どてらにジャージ、穴の空いた靴下、という、ろとの格好を、上から下まで見て──。

　あー……。そだね。




　　　　◇




　後日。

　近所のしまむらに、ろとと服を買いにいった。

　あれもこれもなにもかも買った。上から下からぱんつから靴下まで、すげえ買った。

　合計。五万三七二一円。

　現在の俺たちの、財産残り──。

　三億九九九四万三九五九円。

　仮に一年の生活費が四〇〇万であると仮定した場合──。

　俺たちが餓死するまで、あと、九九・九八年！
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　ろとと暮らしはじめて、しばらく経たったその日──。

　俺たち二人は、ショッピングモールにやってきていた。

　このあいだ服を買ったから、ろとの格好は、いちおうちゃんとしたもの。

　しかし。こいつ。やっぱ外面がわだけは美少女だよなー。ミニスカートなんてはくと、まじ、映はえるなー。

「う、うう……。人がいっぱいいるよう……」

　喉のどの奥で鳴くような声をもらして、ろとは、俺の脇わきに隠かくれにきた。

　まだほんの入り口のところ。ドアをくぐったばかり。そんなところで立ち尽つくしているものだから、他ほかの方々にとって、けっこう迷めい惑わくになっている。

「ねえ……。やっぱり、ここ、こないと、……だめ？」

　でも、ろとのやつが、なんでか、怖こわがってしまっているので、これはしかたがない。

「えーと。おまえ……、外に出るのとか、だめなひと？」

　俺はそう聞いた。

　家を出るまえは、おでかけだー、とか、喜んでいたので、すっかり気にしていなかった。

　しかし、よく考えてみれば、こいつは引きニートだったのだ。ひょっとして、外出るのコワイやつを、無理やり引きずり出してしまったことになるのだろーか？

「ううん……、そうじゃないけど……、でも人がたくさんなのは……、ちょっと慣れてなくて。ほら。ぼく。商業区とか苦手でしょ？」

　それはゲームのほうの話。それは知っている。

　でも、てっきりマシンスペックが理由なのだと思っていた。ＰＣが多いと処理落ちするとか、そういう話だったと……。

　てゆうか。そこまでか？　そこまでなのか？　ゲームの中でさえアウトなほどか。

　しらんかった。そして。すまんかった。

「帰ろう」

「あー、待って待って、待って……。苦手だけど平気だよ？」

「いいや無理するな。引きニートを引っぱり出した俺が悪かった。すまんかった」

　俺は反省していた。こいつのことを、なんでも知っているつもりになっていた。何年も付きあっている友人でも、知らないことが多い。むしろ知らないことのほうが多い。

「でも。ほらっ。今日はなにか、買うものがあるんだよね？」

「ああ。まあな……。まずお前の服だろ」

「服？　このあいだ買ったよ？」

　ろとのやつは、きょとんとしている。

　ああ、たしかに買った。合計五万三七二一円ほども買いこんだ。「服を買いに行くための服」は、買うことができた。

　しかし、いわゆる世間一いつ般ぱんの女子が着るような服は、こういうところに来なければ買えない。大型ショッピングモールには、山ほど服の専門店がテナントで入っている。

「あと、俺の物も買わないとな」

「とれぼーのもの？」

「ああ。歯ブラシ。マグカップ。着き換がえあたりだな。あとタオルなんかも、おまえ、俺と共用じゃいやだろ？」

「ぼくべつに気にしないよ？」

　俺が気にする。女の子のにおいのついたタオルを使うと、俺がへんな気持ちになる。

　いっぺん部屋に帰って、一セット、持ってくればいいのだが……。

　どーも、こいつから一いつ瞬しゆんでも目を離はなすと、なにか大変なことが起きてしまうような気がする。

　だから一いつ緒しよに買い物に出たわけだが……。

「あれ？　でもとれぼー、ずっといるの？」

「え？　あれ？　だめだったか？」

　俺はちょっと慌あわてた。

　え？　そういう話になってなかった？

　え？　俺ひょっとして邪じや魔まだった？

　え？　いつ帰るのかなー、とか、ろと、そう思ってた？

「……いや。俺はおまえの監かん督とく役としてだな。それが一番だろうし。その必要はあると思うし」

「あ。ううん。ちがうの。やじゃないの。……うれしいよ？　ぼくが言ったのは、ずっといてくれるの？　──ってほうで」

「あ。ああ。だいじょうぶ。だいじょうぶ。そのつもり」

「よかったー」

　ろとのやつは、にぱっと笑った。

　その笑え顔がおに見入る余よ裕ゆうもなく、俺は、ほうっと息を吐はき出していた。

　あーよかった。そっちじゃなくて。大おお恥はじさらすところだった。

「まあ。買い物は、こんどにしよう。俺のものは、Amazonか楽天ででも、ポチればいいさ」

　気を取り直して、俺はそう言った。

　ろとを部屋に置きに帰って、一人で戻もどって買い物をするという選せん択たく肢しは──前述の理由によって却きやつ下かであった。

「あのね。ぼくね。やじゃないの」

「ん？」

「とれぼーと、お買い物は、うれしいんだ。……でも、ちょっと人が多くて。びっくりしちゃっただけで……」

　そういえば、今日は日曜だ。週の中で最大に賑にぎわっている日だ。

「ああ。じゃあ。今日はやめて、平日にまた来るか」

「えと。そうでもなくて……」

　ろとは、もじもじとやっている。

　功夫くんふーを積んだ俺には──。ろとが自分から口を開くのを待つことに、なんの困難もなかった。

「あのね。あのね。……手。つないでくれていたらね。……へーきだと思うんだ」

「あ、ああ」

　俺は、その日、ろととずっと手を繫つないでお買い物をした。

　なにこれ、こっぱずかしー！……とか、最初は思っていたのだが。人生最大の試練だと思ったのだが。

　休日のショッピングモールでは、けっこう手繫ぎ率は高くて──べつにそんな目立ちもしなかった。

　誰だれも俺たちのことなんか見てもいない。

　そのことに、なんだかほっとしていた。




　　　　◇




　本日の出費。

　俺の日用品。ろとの服（かわいい）。

　昼食。映画。その他。一いつ切さい合切。合算して。しめて三万七二八一円也──。

　現在の俺たちの、財産残り──。

　三億九九九〇万六六七八円。
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　電話が鳴った。

　相手の名前をみて、俺は、ああそっか、と思い出しつつ、電話に出た。

「あー。俺です。あー。はい。すいません。でも俺辞やめますんで。え？　いやマジです。本当です。冗じよう談だんでもないです。え？　いやそんな謝らなくていいです。いえそんな昔のこととか、ほんと、いまもうどうでもいいです。だいたい今回無断欠勤したのはこっちですし。謝るべきなのはこっちですし。そちらに謝る理由はないんじゃないんですかね。仕事の労働条件や、店長の日ひ頃ごろからの態度その他には、まあ、いろいろ言いたいことはありましたけど。でももうべつにもうどうだっていいです。辞めるので関係ありません。え？　今月の給料をはらわねーぞ？　はあどうぞおかまいなく。労働基準法的には、俺にはもらう権利があるんですけど。べつに払はらわなくたっていいですから。じゃあそういうことで。もうかけてこないでくださいよ」

　俺は電話を切った。

　これが固定電話の受話器なら、ガチャンとやっていたところだが──。

　赤ボタンをタッチして、ぷつんと切った。

　何事もなかったかのように、ノートパソコンに向かう。

　ろとのノートパソコン一つきりしかなかったので、俺用に一台を買った。自費で。

　もちろん、四億円あるからといって、新品の高級品などを買ったりはしない。

　ヤフオク！で型落ちの中古を安さを基準にして選んだ。これがなんと即そつ決けつ一万四八〇〇円。最近、なんか安くね？

　それでもWindows 10は入ってるし、俺たちのネトゲだって満足に動く。

　俺がOpenOfficeの画面に戻って、まったく平静に、まったく普ふ通つうに過ごしていると……。

「とれぼー、すごいよねー」

　ろとのやつが、そう言ってきた。

　ふっ……。まあ。そうだろうな。

　ろとにも、さすがに、あれが仕事を辞めた電話だということはわかったはず。

　仕事を辞めてきたときの、俺のクールさをみろ。クレバーさをみろ。

　いってやった、いってやった、いってやったー。いぇい♪

　あー。すっきりしたー。やっぱ〝余裕〟があるっていいわー。

　まあいま四億円──正確には、三億九九九〇万六六七八円の〝余裕〟があるだけであって、そんなもん本ほん腰ごしを入れて浪ろう費ひをはじめたら、溶とかすのは一瞬だ。

　浪費を防ぐために、俺はこいつのとこに永久就職したわけで……。俺がしっかり、サイフの紐ひもを引き締しめていなければ……。

　だから、ろと。俺のことを、そんな目で見てたって、なんにも出ないぜ？

　無人島もヨットもヒコーキも、なしだ。

「すごいねー。とれぼー。ほかの人と、あんなにたくさん話せてー」

　うおい。そこかい。

　こいつの底辺さに、目まいを覚えた。

　俺のこと、きらきらした目で見てくるから、てっきり俺のタフでクールなネゴシエート技術にまいっちゃって、やばい俺に惚ほれちゃった？──とか思っていたが。

　感心していたのは、単に電話で長いこと他人と話していたってところかよ。

　おまえどんだけ低いところにいるわけ？

　やっぱこいつは、俺が守ってやらなきゃなー、と思った。

　思いだせば、はじめてゲームの中でこいつと出会ったときにも、うろちょろしていて危なっかしいと思った。最も人通りの多い中央広場で、ひげ面づらのオッサンが、右も左もわからなくて、ぷるぷるしていた。

　あの頃ころは俺たちのゲームも、すごい人がいた。処理落ちさせないためにパソコンを買い換かえなければならないほどだ。

　まあ、いまじゃ、型落ちのノートパソコンでも超ちよう余よ裕ゆうだけどな。人もいないし。

　ハーフエルフ一五歳の美少女の俺は、そんなオッサンに一から教えてやったわけだ。マニュアルを読めばわかることから、まとめWikiを調べりゃわかるようなことも、どこの攻こう略りやくサイトにものっていない裏情報まで、ぜんぶ教えてやった。

　なんでそんなに面めん倒どうを見ていたのか？

　なんか、女みたいに、なよなよとしゃべるオッサン（おそらく三十代引きニート）が、妙みように味のあるキャラで、気に入ってしまったというのが、その理由だったのだが……。

　しかし、中身が美少女（残念）とわかっていたら、同じように接していられただろうか？　どうだろう？　たぶん変わらなかったと思うのだが……。

　自信は、そんなにない。

「とれぼーは、いま、なにやってるのー？」

「んー。計算」

　正確にいうと、俺の給きゆう与よ計算だった。ろとの財産管理を〝生業なりわい〟にするとして、それは月給に換かん算さんして、いかほどが適正か？　それは俺がバイトしなくて済むような額か？

　明細からひとつひとつ積み上げていかねばならない。ネットで調べていろいろと参考にした。税理士あたりの仕事がいちばん近い業種だ。

　不正とか、馴なれ合いとかはしたくなかった。ろとを騙だますのは、赤子の手をひねるよりも簡単なことだ。今後、広こう辞じ苑えんには、「赤子の手をねじる」のかわりに「ろとの手をねじる」と記述するべきだ。

　簡単すぎるから──やらない。つまんない。きちんとやる。正確にやる。

　もし算出した俺の月給の額が、金額的に足りないようであれば、ろとはともかく、俺のほうはバイトを探さなければならないかも……？

「とれぼーは、なんの計算をしてるのー？」

「難しいやつ」

　ろとの手には余るな。これは。こいつに俺の給与を決めさせたら、「じゃあ、半分こ！」とかいって、世界の半分を差し出してくるに決まってる。

「そっかー。計算かー。たいへんだねー。むずかしいねー。がんばってねー」

　ろとはしばらく静かになった。……が、沈ちん黙もくは三十秒も続かない。

「ねー。ぼくはねー。ぼくはねー。なにやってると思うー？……ね？　知りたい？　知りたいー？」

　なにしろ俺は功夫くんふーを積んでいるので、この程度のことで、イラついたりはしない。

　ろとは、こーゆー生き物なのだと、もう何年にもわたり学習を積み重ねている。

「とれぼーがねー、しりたいって、いったらー、教えてあげるー」

「知りたかねーよ」

　俺は冷たくそう言った。

　長年の功夫くんふーを積んだ俺だからこそ、ここまで寛かん容ように耐たえられたのだ。

　人類の中でも俺くらいなものだ。

「とれぼー、ひどーい」

　ひどくない。これでも人類で一番だ。

　まあ……。

　じつは……。

　マウスクリックの、かちこち音のリズムで、あいつが、なにをやっているのかは、とっくにわかっていた。

　羊だな。

　毛を刈かっているわけだな。

「糸なら、商業区で売れ。服まで仕立てるなら、漁業区のほうが空すいてるぞ」

「あっ。そうなんだー」

　ろとは言った。

　かちこち音が変わった。

　売りに行っているのだとわかる。

「ねー。とれぼー」

「なんだよ？」

　俺はまた邪じや険けんな声をだした。

　こんどはなんだ？

　ったくもー。しょうがないなー。

　こいつはー。

　まったくー。もー。

「とれぼーって、すごいねー」

　うん？……ああ。……まあな。

　俺ぐらい、おまえのことを理解しているやつは、いないと思うぜ？

　人類じゃ一番だ。
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　いつもの大六畳じよう間。いつもの昼すぎ。

「おい。ろと。俺の給料がいくらになるのか。それが出たぞ」

「うん。そうなのー」

　ろとのやつは、コタツの向かいで、ノートパソコンを見ながら生返事を返してきた。

　わかってんのか？

　ろとはなにかの作業に集中している。

　羊の毛を刈っているのか、小麦収しゆう穫かくしてんのか、木こりか、鉱石掘ほりか、それは、わからんけど。クリック音をしばらく聞いていれば判別つくけど。

「きけよ」

「きいてるよー」

「じゃあ。もういい」

　俺は言った。

「はい。なぁにー？」

　ろとのやつは、マウスを手放した。ヘッドフォンも置く。なんかもの凄すごい戦せん闘とう音が、ヘッドフォンから聞こえてきているのだが……。

「おい……。おまえ。それ死んでないか？」

「もう死んじゃったからいいよー」

　そうかー。もう死んだかー。

　いやー？　しかしー？　いいのかー？

「とれぼーのお話のほうが、だいじだよー。……だいじなお話なんでしょ？」

「ああ。まあそうだけど……」

　まあ。大事な話だ。俺と、ろととの、関係の話だった。

「じゃあ──。お話。しよ」

　ろとは、コタツの向こうで正座になった。

　エサをもらうワンコのような目をして、俺を見つめてくる。

「ええと……、俺なりに計算してみたんだが。俺の給料をいくらにするのかという話だが」

「お給料？　とれぼー、働くのー？」

「いや働かねーよ。いや。ある意味働くわけか。労働に見合う報ほう酬しゆうを得ようって話だしな」

「働いたら負けだよー」

「なんだそりゃ」

「働きたくないでござるー、がいいよー」

「だから、なんなんだそりゃ」

「一いつ緒しよにいようよー」

「一緒にいるって」

「じゃあ……、働くの、やめる？　一緒にいる？」

「……ん？」

　なんか、話が通じてねえぞ？

　どこからだ？　こいつは、どこからわかっていないんだ？

「俺がおまえのとこにきた理由。……憶おぼえてるか？」

「とれぼー。すきだよー」

「おい。あのな」

「しゅきしゅきー」

「ちがうだろ」

「え……？　とれぼー。ぼくのこと、きらい？」

　うるうるとした瞳ひとみで見つめられる。

「いや。だから。そうじゃなくて……だな。俺がきた理由」

「とれぼーも、ぼくのことが、すきだから？」

「ちがう」

「ちが……うの？」

　うるうるがＭＡＸとなる。

「ああいや。ちがくない。いやちがくないわけでもなくて。そんなにちがくないというか。……まあ。友達として心配したのは確かで。うん。そう。友達としてだな」

「よかったー」

　ろとのやつは、にぱっと、笑った。

　俺は平静にもどるのにだいぶ苦労した。コーヒーを淹いれてくる。ブラックで濃こいやつ。ろとのためには、牛乳で半分に割って、砂糖もたっぷり入れる。

「そういえば……。とれぼー。なんできたんだっけ？　なんか言ってたよね。最初に」

　うちの残念姫ひめは、すっかりお忘れでいらっしゃるようであった。

「俺は、おまえが、アフォな浪ろう費ひをしないために、来たんだよ」

「島？」

「そう。島だ。どの無人島がいいかなんて、おまえ言ってたから──」

「もう島なんて探してないよー」

「ヨットもヒコーキもだめだぞ」

「ブーブは？」

「俺もおまえも運転できねえし」

「ぼく免めん許きよあるけど？」

「ええーっ！」

　うそカッコいい！　ろとのくせに！　勇者のくせに！

「いやまあ……。車は必要ないだろ。使うにしても、レンタカーとか、カーシェアリングで充じゆう分ぶんだろ」

「かー？　ちぇあ？」

「いい。知らんでいい。……とにかく、俺がきたのは、おまえの浪費を止めるためだ。そして色々管理するためだ」

「ありがとー」

「ありがとー、じゃない。もちろん無む償しようではやらない。しかるべき給料を貰もらう」

「月給。ヒャクマンエンでいーい？」

　俺は、ろとの頭に、ちょっぷを入れた。

　ろとのやつは、わけがわからず、「なんで？　なんで？」という顔をしている。

　だから俺がいてやらないとだめなのだ。

「……んで、俺の業務を計算してみた結果。だいたい。月給一二万円あたりが妥だ当とうなんじゃないかという結論になったが。どうだ？」

　意外と、少なくなった。

　がめつく上乗せしていかないで、誠実に計算したら、そんなもんになった。

「えと？　それって、ヒャクマンエンより、多いの？　少ないの？」

　俺が腕うでを振ふりあげると──。

「冗じよう談だんだよー。さすがにぼくでもわかるよー。とれぼーが、ぶつよー」

　おまえの冗談は、本気なのかどうなのか、わかんねーんだよ。

「じゃあ。いいよー。月給。一二万円でー」

「ただ。住み着くとなると、家賃、ガス電気水道、光熱費の折半をするべきだし。食費に関しても半分か、三分の二くらいは俺が入れるべきだし」

　一緒に暮らしてみてわかったが、ろとはかなり小食だ。燃費がいいともいう。

「そのへん、ちまちま計算するのもなんなので、ざっくりと、差し引いて──六万。住みこみと管理で、俺の手取りは六万円だ」

「うーんと……。それって、とれぼーのお小こ遣づかいが、六万円ってこと？」

「まあ。だいたい。そういう意味だな」

　おお。ろとのやつ。意外とわかってた。

　すくなくとも、そこらのゴールデンレトリバーより頭がいいぞ。

「うーん？」

　俺は腕組みをして考えた。

　普ふ通つう、こうした生活設計をするにあたり、いちばん大事なのは、どうやって「貯ちよ蓄ちく分」を捻ねん出しゆつするかだ。非常時のために「使わずに貯ためておくお金」を用意する。それが肝かん心じんだ。いつもカツカツでやっていると、病院にかかることさえできなくなってしまう。

　だが、うちの場合には、それは考えなくていい。

　なお国保と年金は織り込み済みだ。国保は最低額となるし、年金は、この年収なら免めん除じよ申しん請せいが通る。年金は免めん除じよしてもらうと、将来もらえる額が減ってしまうわけだが……。俺たちの場合、年金に頼たよるつもりは、毛頭ない。

　純じゆん粋すいに、「お小遣いぶん」として……六万円。

　まあ、そんな無む駄だ遣いしなければ、いけるな。

「ああ。大だい丈じよう夫ぶだー」

「すごいねー。とれぼー。六万円で足りるんだー。ぼくぜんぜんだめー」

　ろとのやつは、無む邪じや気きにころころと笑っている。

　こいつのお小遣いも管理する必要があるだろうか……？

　そして俺は──。

　ろとのところに、永久就職した。




　　　　◇




　本日の出費。

　とれぼーの給料。一二万円也なり──。

　現在の俺たちの、財産残り──。

　三億九九七八万六六七八円。

　ああ。そろそろ買い出しに行かないとなー。食料がねえ。
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　台所に立つ俺の手元を、ろとのやつが、じーっと、見ている。

「座ってろ」

　俺は言った。

　注視されていると、なんか、やりにくいったら、ありゃしない。

「うー……、見てちゃ、だめ？」

「まあ……、べつに、いいけど」

　俺は料理をつづけた。

　キャベツを切る。ざくざくと切る。

「すごいねー、すごいねー、すごいねー」

　ろとは言う。だが主語を言え。

　なにがすごいのか。ぜんぜんわかんねえんだよ。

「すごい、すごいすごーい、……はわわー」

　あーもー、くすぐったいったら、ありゃしねえ！

「なにが凄すごいっていうんだよ。こんなん……、べつに普通だろ」

　ああ。言ってしまった。

　リアクションしたら負けだと思ってた。だから無視していたわけだが、そろそろ限界だ。

「キャベツの千切りって……、キャベツからできてるんだねー」

　そこかよ！

　俺はがくりとなった。

「キャベツの千切りがキャベツを切ってできるのでなければ、いったいどうやって作ると思ってたんだ」

「なんか。工場で。……作る？」

　ろとは言う。

　こいつの食生活を考えてみれば、そんな変な答えが返ってくるのも、なんとなくわかる気もする。こいつの体の八〇パーセントはカップ麵めんで出来ている。残り二〇パーセントはコンビニ弁当だ。

　だからすこしでもまともなものを食わせてやろうと思って、俺が料理しているわけだ。

　俺も自じ炊すいなんてあまりやるほうではないが、ろとのために、頑がん張ばっている。

　ろとのため──とはいうが、これは俺たちのためでもある。

　自炊して、バランスの良い食事をすれば、健康になる。健康になれば、医者にかかる必要もなくなる。医者にかかる必要がなくなれば、金がかからない。金がかからなければ、出費が抑おさえられて、貯金が尽つきるまでの期間が、より長くなる。

「だけどおまえ。よくキャベツの千切りとか知ってたなー。えらいなー」

　ろとの事情を慮おもんぱかって、俺は褒ほめた。

「うん！　オリジンのお弁当に、ちょびっと、入ってるもん！」

　ろとはえっへんと、胸を張った。ドヤ顔になった。

　ものすご～く、低いレベルにいる俺たちであったが、それはそれで、ものすご～く低いレベルの幸せというものがある。

「あとね！　あとね！　あとそれもすごいの！」

「どれ？」

　俺はキッチンを見み渡わたした。今日の昼メニューには、そんなに手間をかけてない。

　千キャベツ。シャケの切り身。味み噌そ汁しる。──そんだけ。

　悪いな。自炊初心者に、あんま、過か剰じような期待をしないでくれ。

「それ！　それ！」

　焼き網あみでこんがり焼かれている最中の「シャケの切り身」を指差して、ろとは言う。

　なにがどうすごいのか。ろとでない一いつ般ぱん人の俺には、わかるはずもない。

　もうしばらく、だまって聞いておくことにする。

「それ！　それ！　ぼくこのあいだ、はじめて知ったのー！　シャケの切り身って、もとはおっきなサカナだったんだねー！」

　ああ。この時期だと──。「新あら巻まき鮭ざけ」というものが、そろそろ出回っている。

　このあいだ、ろとと一いつ緒しよに食料品の買い出しに行ったとき、しばらくその前で、俺は悩なやんでいたっけ。

　新巻鮭を一本買うのと、切り身で買うのと、どっちがトータルではお得になるのやら。目視における概がい算さんでは、一本丸ごと買ったほうが安いと出たのだが……。冷蔵庫の容量もあるので、その日は、諦あきらめて帰ってきた。

　ろとはろとで、なんか、目を丸くして、びっくりした顔で新巻鮭を見つめていたのだが……。

　こいつは、そんなことで驚おどろいていたわけか。

　ん？……まてよ？

「じゃあおまえは、シャケの切り身が、おっきな魚でなかったら、なんだと思っていたんだ？……工場で作られるとか？」

「ちがうよー。海を泳いでいると思ったよー」

「そうだよなー」

　俺はうなずいた。

　いかに、ろとといっても、そこまで常識知らずなはずが──。

「切り身のままで、海のなかを泳いでいると思ってたんだー。ぼくー」

「……シュールだな」

　俺はそう返すのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　そうこうしているうちに、シャケが焼けた。

　俺たちは、ゆったりとした昼食を取った。

　飯をくったら、なにをしよう？

　まあ、とくにするべきこともないし……。ぐったりと、だらけるか。

　コタツとミカンと、ろとがいる。

　ノートパソコンも二台あって、ネトゲにも入れる。

　これ以上、なにを望むべきか。




　　　　◇




　先日の出費。

　食料買い込み。七三五九円也──。

　現在の俺たちの、財産残り──。

　三億九九七七万九三一九円。
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「じゃあ。言うぞ？」

　俺はろとに言う。

　ろとのやつは、手をぎゅっと握にぎりしめて、真ま面じ目めな顔。

「今日はまずいつものショッピングモールに行くだろ。一階でただコーヒーを満まん喫きつしたあとは、てんやのにおいをかぎながらタイヤキ眺ながめつつ、ミスドもスルーして、最初に買うのが俺のまくらだ。そしたら手芸屋覗のぞいて針と糸と布のはぎれと、手芸の本を買う。これはおまえのジャージの穴を直すため。──ここまではいいな？」

「え？　えうっ？　えっと──、えっと……、コーヒー、てんや、タイヤキ、スルー、とれぼーのまくら。針、糸……、う、うん、いいよっ」

　ろとのやつは、一いつ生しよう懸けん命めい、指を折って数えて憶おぼえようとしている。

「そしたら三階の本屋に行って各自、自由行動。お小こ遣づかいは各自二〇〇〇円ずつ。好きな本を買ってもいいし、買わないで貯ためておいたっていい。そしたら次のときには、二〇〇〇円プラス貯めておいたぶんになるからな。そのあとフードコートで飯を食う。飯を食ったら二階に戻もどる。おまえの足が寒そうだからニーソでも探そう。誓ちかっていうが俺の趣しゆ味みとかじゃないからな。俺は絶対領域なんて本当にどうでもいいんだ。そのあとは、こんどは空中歩道渡わたって家電屋に行く。トイレの電球買わないと切れたままだし。どうせならＬＥＤ電球がいいな。イニシャルコストは高くなるが、ＬＥＤだと切れたりしなくて長持ちするらしい。ひょっとしたら今後一生買い換かえなくて済むかもしれないぞ。すごいぞ。あっちの西館にはアウトドアの店もあるからな。ダウンジャケットのいいのがあるか見てこよう。最近寒くなってきたしな。俺もなにか一枚ほしくてな。だが今日は買わん。値段と質のチェックだけだ。あくまで物を見て検討するためだからな」

　ろとのやつは、目を見開いて、口を半開き、舌もだらりと出ていて、すっかりパニックになっている。

　俺はまだまだモリモリとプランを口にしてゆく。

「アウトドアの店出たら、おまえの好きなワンコのところによろう。だが当然見るだけだ。買わんぞ。飼えんし。そのあとは、そうだな。おまえのもんで必要なのは手て袋ぶくろとかだな。百円ショップで毛糸の手袋でも探そう。おまえのちっちゃいお手々に合うような、ぐーって伸のびるようなやつ。百円ショップであと買うのは、台所のスポンジ、ステンレスたわし、洗せん剤ざいとか。レンジフードのフィルターカバーも買っとかないとな。最近自炊するようになったしな。あと包丁が切れねーから、なんか研とぐやつ。これも百円ショップで売ってるだろ」

　ろとのやつの両手の指は、すっかり開ききって──もうとっくにパニックの真っ最中。

　俺は、にこにこしながら、ろとに聞いた。

「──はい。じゃあ最初から、言ってみてくれ」

「え、えっと──、ええっと──、とれぼーの……。まくら」

　一生懸命に思いだして、ろとは言う。

　おいおい。

　なんかずいぶん揮発してるぞ。

　コーヒーとてんやとタイヤキとドーナツはどうしたんだ？

　俺は、にこにこしながら、ろとに言う。

「それから？」

「えっと……、えっと……。ぱーかー？」

「パーカーは、買わんぞ」

「えっとね。パーカーみたいなやつ。たうん……、なんとかの、じゃけっと？」

「パーカーとダウンジャケットは違ちがうものだが。──まあ。上着繫つながりではあるな。わりと正解だな」

「そっかぁ」

　俺が褒めると、ろとのやつは、にぱっと笑った。

「あとは？」

　俺がにこにこと笑え顔がおで聞くと、「え？」……と、固まった。

「なんだ憶えていないのか。じゃあもういちどはじめから言うぞ？　こんどはちゃんと聞いてろよ」

「う、うんっ！　ぼくがんばる！」

　両手をぎゅっと握りしめて、ろとのやつは、真しん剣けんな顔。

　俺はまた最初から繰くり返した。同じ内容を言うが、こんどはさっきとちがって途と中ちゆうで止めずにノンストップ。難易度を一段階引き上げる。

　すべて言い終えてから、俺は──。

「……はい。じゃあ、最初に買うのは、なんだったっけ？」

「え……、っと。えっとえっと。……とれぼーの。まくら」

　またそこか。無料コーヒーと、てんやとタイヤキとドーナツはどうした。

　タイヤキとドーナツのところでは、毎回、ごくりと唾つばを飲みこんでいたくせに、もう忘れてしまったのか。

「つぎは？」

「……えーっと。……えーっと。とれぼーの……、じゃけっと？」

「それは？　買うのか？」

「えっと……。かうの」

「ぶぶー。はずれー。買わないで見るだけ。そのうち買うかもしれないが、それは今日じゃない。いっぺん帰って、何日か考えて頭を冷まして、それでも買おうと思ったものが、必要な物だって、おしえたろ？」

「でもとれぼー。じゃけっと。あったほうがいいよ。さむいよ？」

「うーん……。まあ。それはそうなんだが」

　俺は腕うで組ぐみをして、考えた。最近、すっかり冷えこんできた。

　けど高いんだよなー。ほとんど家から出ないし。ろとと二人の引きこもり生活だし。外に出るっていったって、最低限の物資の買い出しぐらいだし。近所のコンビニまでか、バス停で待つ間と、バス停で降りてから玄げん関かんまでのあいだだけだし。

「ああ。いやまあ。それはいいんだ」

　俺は言った。

「問題は、おまえがぜんぜん憶えていないということだな。先生はー、かなしいぞー。先生がこんなに親身になって、おまえのために買い物プランを立てているのだが。おまえはぜんぜん憶えてないんだー」

　本日の俺たちのじゃれあいは、オーバーフローごっこだった。

　ろとにいっぱい言うと、言った端はしからこぼれていってしまうのだ。

　だいたい三つをこえると、最初の一個が揮発してしまう。

　憶えきれないならメモを取る──という文明的手法を、ろとがいつ自力で編み出すのか。俺は試ためしているのだった。

　うん。そう。試している。遊んでいない。

　ろと、かわいいなぁ、ろと。──とか、愛めでてもいない。

「せんせー。かなしいぞー」

「でもね。でもね。ぼくね。だいじなことは、ぜんぶ憶えているよー」

　ろとは言う。

「だいじなことって、なんだ」

「えとね。とれぼーのまくらでしょ。とれぼーの、じゃけっと？　とかいうのでしょ」

「それは買うのか？　見るだけか？」

「買ってあげたいよー」

「ほら。またちがう。ぜんぜん憶えてないし。買うんじゃなくて見るだけって、たったいま言ったろ。あと、それぜんぶ俺のじゃん。他ほかの買い物とか、おまえのこととか、ぜんぶ忘れてるじゃん」

「だから、だいじなことだよー」

「あ……？」

　俺は、気がついてしまった。

　ろとの言う「だいじなこと」とは、ぜんぶ、俺の買い物で……。

　憶えきれなくても、がんばって憶えていたのは、すべて、俺の買い物で……。

　あー……。

　いやー……。

　そのー……。つまりー……。

　あそんで、ごめんな？

　おーばーふろーゴッコで、ごめんな。

　俺はろとの頭を、なでなでとやった。

　ろとは、「？？？」と、わけがわからない、という顔をしていたが──。頭を撫なでられて、とりあえず、しっぽを振ふっていた。

　いや。しっぽはないけど。




　　　　◇




　本日の出費。

　トレボーのまくら。四九八〇円。

　手芸用品。二二八〇円。

　本代。四〇〇〇円。

　ニーソ。三足。一〇〇〇円。

　ＬＥＤ電球。一二八〇円。

　ろとの手袋。一〇八円。

　台所用品。四三二円。

　とれぼーのジャケット。一万二八〇〇円。（結局買った）

　タイヤキ。ドーナツ。一二八〇円。（おねだりされた）

　合計。二万八一六〇円。

　現在の俺たちの、財産残り──。

　三億九九七五万一一五九円。
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「ねー。とれぼー」

「ああ。買わんよ」

　ろとが話しかけてきた。金きん融ゆう商品を調べていた俺は、顔も上げずに、まずそう言った。

「ひどーい。まだなにも言ってないよー。ぼくー」

「島はなしだ」

「島じゃないよー」

「ヒコーキもなしだ」

「ちがうもん」

「じゃあなんだよ？　昼飯の話か？」

「ねー。おかねって、いっぱいあったほうがいいんだよねー？」

　なぜそんなあたりまえのことを聞く？

　友人をはじめてから、もう何年も経たつわけだが、こいつの頭の作りは、いまだにわからない。妙みように鋭するどかったり賢かしこかったりすることもあって、なんか変な繫がりかたをしているのだけは、たしかなのだが……。

「まあ、一いつ般ぱん的にいえば、そうだな。……けどまあ。使い切れないだけあれば、あとはもうあまり関係ないんじゃないか？」

　俺のやっているのは、そのための計算だ。

　俺たちの残り余命を、七〇～八〇年であると仮定して、四億円を均等に割ると、年間五〇〇万ほどになる。

　ここに資産運用を加える。

　そうすることで、資産が減少してゆくカーブを、なるべく緩ゆるやかにしようとしているわけだ。

　資産運用といっても、株とかには手を出さない。儲もうけるための投資じゃないから、あくまで、元本の完全保証がＭＵＳＴ条件だ。

　俺が、ろとのためにやるべきなのは、資産が減るリスクを減少させることだ。

　もっともローリスクかつ堅けん実じつなのは、定期預金ってことになるわけだが……。他になにか見落としはないかと探していたわけだ。

「ねえねえ。とれぼーって、一〇億円あったら……、うれしーい？」

「一〇億円？」

　まあそれだけあったら、あまり細かな計算をしなくて済むようになるが……。

　でも四億円でも、大おお雑ざつ把ぱな計算で、年間五〇〇万になるわけで、それは月額に換かん算さんすれば、四一万六〇〇〇円となって、二人で暮らすには充じゆう分ぶんなはずだけど。

　俺がしっかりと手た綱づなを引き締しめて、ろとに倹けん約やくさせれば──の話であるが。

　ろとに使い放題にさせたら、一〇〇〇万くらい簡単に溶とかすにきまってる。年一〇〇〇万じゃないぞ？　月に一〇〇〇万だぞ？

「一〇億円って、なんの話だよ？」

「あのねー。ぼくねー。みたのー。年末ジャンボ──」

「ばーか。宝くじなんか、当たるわけねーだろ！」

　最後まで聞かず、俺は言った。

　年末ジャンボ宝くじだと？　たしかにそんな時期だがな。

　しかし、それは──。

　ないわー。

「……あたったよ？」

　あー。

　そうか。

　そうだった。

　こいつは、Ｌｏｔｏくじで四億円当てて、勇者になったやつだった……。

　現実に、当てているんだった。

　しかし、普ふ通つう、宝くじなんていうものは──。決して当たらないものだと、相場が決まっている。

「あのね。あのね。四億円ぜんぶで、年末ジャンボ買ったら、どうかなー？」

「え？」

「そうしたら、当たるんじゃないかなー？　きっと当たるよ。ぜったい当たるよー」

「え？　え？　え？」

　俺はこんらんした。

　え？　四億円ぜんぶで買う？

「いや……。もう四億円はないから……。いま残り、三億九九七五万一一五九円だけど」

「じゃあ、その三億円でぇ──」

「いや。三億じゃなくて、三億九九七五万円だけど。一千万円の桁けた、省略しないでくれるか。そこ大事なとこだから。せめて省略するのは千円の桁までにしてくれないか」

「とれぼー。こまかいよ」

　そうなのか？　俺が細かすぎるのか？

　千円の桁だって、省略するのは、気が引けるのだが……？

　だって千円札一枚だぞ？　二人で腹はら一いつ杯ぱいになれるぞ？

　俺は、こんらんしていた。

「えっと……、えーっと……、えーっと……。ちょっとマテ。俺に考えさせろ」

「うん。ぼく。待つよ」

　俺はよく考えてみた。

　ほぼほぼ四億円が、いま手て許もとにあるとする。

　それ全部で、宝くじを買う。

　たしかに、ちまちま買っていたのでは、絶対に当たるはずがない。

　いや絶対にない、は、ない。

　ろとのやつは、ちまちま買っていて、四億円を当てやがった。

〝幸運〟とか〝持ってる〟だとかいうのは、俺は信じない。

　Ｌｏｔｏくじを買うやつがたくさんいれば、そんなやつも一定割合で出てくるだろう。

　ただ、それだけの話だ。それが確率というものだ。

　それがたまたま、ろとのやつだったというだけだ。そこに理由などない。ラッキーだの幸運だの、オカルトの入りこむ余地はない。

　ちまちま買っていたのでは、当たらない。──これはほぼ〝事実〟といってよい。

　だが、購こう入にゆう額を極きよく端たんに増やしたなら、どうなるのだろう？

　たとえば具体的にいえば──四億円ぶんだとか。

「どーおー？　とれぼー。かんがえたー？　ぼく。もうちょっと、待つー？」

「ええと……」

　俺は、つい、「買ってみようか？」とか言いかけたが──。

　──あわてて口を押さえた。

　待て待て待て待て。冷静になれ正気になれ。

　俺が正気でいなくて、いったい、誰だれが、ろとを守れる？

　こんな三秒も目を離はなしていられない、あぶなっかしい生き物を？

　俺は必死になって考えた。




　　　　◇




　後日──。

　考えて考えて、よく調べたりもして、その結果が出た。

　宝くじというのは配当金が決まっている。公表もされている。

　その配当率はおよそ四六パーセント。

　全体の販はん売ばい金額に対して、当選金額の合計が、四六パーセントだという意味だ。

　つまり、四億円すべてを投げうって年末ジャンボを買ったとすると、平均して、およそ一億八四〇〇万円の当選金が手に入ることになる。

　つまり、元の四億円からすれば、確実に減ってしまうわけだ。

　ちなみに一等の当選金は前後賞あわせて一〇億円。上記の計算は、六〇億円も出資して、一組まるごと買い締めた場合に成り立つ計算だ。

　たったの四億円ぽっちでは、一等が当たる確率はものすごく低くなる。よって実際の当選金は、もっと目減りしてしまう。

　つまり、結論をいうなら──。

　ないわー。
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「ねー。やっぱり。色が足りないよねー」

「は？　色？」

　二人で狩かりをしている最中、ろとが変なことを言いだした。

　まあこいつがへんなことを言うのは、いつものことだが。

　かちこち。かちこち。

　しばらくマウスの音だけが響ひびく。

　ろとのやつは、物理全振ふりのガチ仕様。

　ああ。ゲームの話な。

　対して、俺のハーフエルフ一五歳美少女キャラは、大自然の加護を受けたドルイド系。森の乙女おとめ。金きん髪ぱつに緑の衣装のよく似合う、見み栄ばえの素す晴ばらしいピチピチ美少女で──。って、美少女はどうでもいいんだが。

　ようするに、治ち療りよう魔ま法ほうも攻こう撃げき魔法も、援えん護ご魔法も、そこそここなせる、便利屋というわけだ。ガチ物理のヒゲ面づら中年と、二人パーティを組むなら、これ以上は考えられないほどの組み合わせだ。いや。ヒゲ面も関係ないが。

「ほらー。ぼく。青でしょー」

　ろとが言う。

　だから戦せん闘とう中にくるくる回るな。エモーションするな。

　敵を殴なぐれ。

「とれぼーは、緑でしょー」

　ろとがまた言う。

　だから人を指差すな。エモーションで指差しちゃいけませんって、おとうさんかおかあさんに、習わなかったか？

「ん？　ああ……そういう意味か」

「あと、赤と黄色がいるといいよねー」

「ん……。ああ……。まあ。そうだな」

　ろとがなにを言っているのかわかっていた。

　色のことを言っているが、色のことを言っているわけではない。

　弱小ギルド《静せい謐ひつの風かざ羽ば根ね》ではあるが、昔は、そこそこメンバーのいたこともある。

　高レベルユーザーも、幾いく名かは在ざい籍せきしていた。

　最近はすっかりログインしてこないが……。

　すくなくとも、この半年ぐらい、俺とろとの二人以外の名前を見た憶おぼえはない。

「わーどなー、どうしてるかなー」

「そうだなー」

　ワードナー、というのは、うちの女魔法使いだ。

　爆ばく炎えんの魔女の異名を取る──ギルドのエロ要員だ。キャラの服装もエロ。中の人の性格もエロ。平然とエロいことを口にするオープンエロ。まあどうせ中身は三十代のオッサンなのだろうが。

　色は赤。服装も魔法も戦闘も、すべて赤。

　ある日、俺が道を歩いていたとき、「あはははは！　いた！　トレボーいた！」とか、けたたましく笑って話しかけてきたのが、この女──じゃなくて、中身三十代のオッサンかもしれないやつだった。

　やつは、「も。ワードナーとトレボーがいたら、組まなきゃならないっしょー！」とか、わけのわからないことを言って、肩かたを組んできて（エモーションで）、そのままギルドに居着いてしまった。

「ぞーまも、どうしてるかなー」

　ろとが言う。

　ゾーマというのは、治ち療りよう魔法の達人だ。

　ちょっとそれ、どうやったら転職条件揃そろうの？──と、そこらの廃はい人じんでも泣きが入るような、神官職の幻まぼろしの究極ジョブ「聖者」に就ついている、廃レベルの聖職者だ。

　彼は黄色担当。治療と光系統の魔法は、黄色い暖かい輝かがやきとなる。

　ああ──。紳しん士しでナイスミドルなところから「彼」と呼んだが、中の人が本当にキャラ通りかなんて、わかったものではない。

　こちらも、ろとと俺が二人で歩いていたところ、「こんなところでお会いするとは奇き遇ぐうですね」と話しかけられたものだった。

　ちなみに、ワードナーのやつも、ゾーマのやつも、向こうは気安い感じで話しかけてきたのだが、知り合いだったとか、そういうわけでは……まったくない。

　ぜんぜんしらんやつだった。

　なんで、トレボーとワードナーが対ついになって、ろととゾーマが対になるのか、ぜんぜん、わからん。なんか年上の連中にとっては「あたりまえ」であるらしいのだが……？

　いっぺん聞いてみたけど「うふふふふ。じゃあお姉様♡って呼んだら教えてあげてもいいわよ？」と言われて、丁てい重ちようにお断りした。

　ゾーマのほうも、ろとが聞いたら、「その質問にお答えするには〝せかいのはんぶん〟を頂きませんと」とか、わけのわからないことを言って、のらりくらり。

　なんなんだか。

　まあ、はじめは「ほぼほぼ他人」から始まった俺たちだが、弱小ギルドで色々な思い出を積み重ね、すっかり〝友人〟と呼べる間あいだ柄がらになっていった。

　え？　親友じゃないかって？　えーと……、えーと……、えーと……。

　そういうのは、ちょっと、はずいから。じゃあ、せめて──〝戦友〟あたりでっ。

　──色の話に戻もどろう。

　ろとは、なんでか、青い鎧よろいしか着ないので、青担当だな。

　そして俺。ハーフエルフ一五歳美少女。トレボーは、緑色担当というわけだ。

　だから四人合わせると、Windowsの旗の色が、四色、すべて揃う感じだ。

　なんかWindows８だの10だのになってから、青白のツートンカラーになってしまったけど。

「どうしてるかなー。ぞーま」

「ああ。どうしてんのかな。ワードナー」

　俺たちは、マウスをかちこちクリックしながら、そんなことを言っていた。
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　その日、俺は、ろとと二人で街中を歩いていた。

「おでかけ♪　おでかけっ♪　おでかけっ♪　ダー♪」

　ろとの歌う、これは──。

　作詞・作曲・ろと、の、「おでかけの歌」。繫つないだ手をぶんぶんと振られる。

　ろとはご機き嫌げんである。

　人ひと混ごみが苦手──というか、ぶっちゃけ、怖こわがるほど、のろとであった。しかしこうして手を繫いでいる限りは、ご機嫌で作詞作曲しちゃうほど。

　いま歩いているのは地元駅前商店街。化け粧しよう品売り場があったりするぐらいの、ちょっと大きめのスーパー……ていうか？　デパート？　百貨店？　まあ、そんなような場所に、色々と、買い物に行こうとしているところだった。

　ちなみに、ろとの人見知り度は、そんなに高くない。このくらいの通行量であれば、それほど怖いわけではないらしい。

　よって俺は、べつにろとと手を繫いでいてやる必要はないわけであるが……。

　なんか、「お出かけは手繫ぎ」と、いつのまにやらルールが決まってしまったっぽい。

　ぶっちゃけ、ちょっと恥はずかしい。人目が気になる。

　だがまあ……。ぱっと見は合法ロリな、ろとのことだ。お兄ちゃんと仲のいい妹、ぐらいに世間様は見てくれるのではなかろうか。そういうふうに思いこむことにしている。

「おでかけっ♪　ダーッ♪」

　その「ダーッ」のところが、サビであるらしい。特に力をいれて、「ダーッ」とやっている。

「とれぼーも、歌おうよー？」

「まっぴらごめんだな」

「ほらーっ。ダーッ♪」

　きいてねえし。うたってるし。

「ろーと、とー、とれぼー、はー、なかよし、こよしー」

　なんか歌っちゃってるし。また違ちがう歌になってるし。

「ダーッ♪」

　あー。はいはい。腕うでをぶんぶん振り回して陽気に歌う、ろとに、引っぱられるみたいに、俺は商店街を歩いた。




　　　　◇




　──んんっ？　ロト？　トレボー？

　聞き覚えのある二つの名前に、道を歩いていた美人が振り返る。

　彼女はヒールの足を止めて、そんな名前を口にしていた、二人の男女を見た。

　真っ昼間から手なんて繫いで歩いてる。リア充じゆう確定の二人を見送る。

　まさかね？──と思い、歩きはじめる。

　いや。だけども──。

　やはり確かめておかないと。

　思い直すと、彼女は、赤いヒールの踵かかとを返した。




　　　　◇




「あの。失礼いたしますが」

　突とつ然ぜん、美人さんに話しかけられた。すごい美人だ。

　赤いスーツを着て、赤い髪かみがよく似合う、ゴージャスな美人だった。

「え？　あの……僕たちに、なにか用ですか？」

　うわああ。俺。〝僕〟とか言ってるしー。

　何年ぶりだ？　十何年ぶりだ？　〝僕〟なんて口にしたのは──。

　明らかに年上の美人から話しかけられて、俺は、相当、慌あわてていた。

　いったい何の用だろう？

　彼女は話しかけてきたあと、俺たち二人を値ね踏ぶみするように見ている。

　こんな美人が俺に声を掛かけてきた理由は……。まあ、いくつかは考えられる。





１．道を聞こうとしている。

２．逆ナン。

３．キャッチセールス。






　まず、２はない。ろとと一いつ緒しよのところに声を掛けられたから、〝逆ナン〟とかでは、ありえない。キャッチセールスの線は、すこしはあるかもしれない。

　しかしまあ、１あたりが妥だ当とうなところか。

　俺たちはまるで気合いの入らない普ふ段だん着ぎで、いかにも「地元民」という感じだし。

　彼女の着ているのは、近所に出かけるのとは違うパリッとしたもので──。

　本当に、なんでこんな美人が、俺に話しかけてくんの？

「あの。もし勘かん違ちがいだったら、ごめんなさいね？　貴方あなたたち。さっき、〝ロト〟と、〝トレボー〟って──言ってらした？」

　俺とろとは、顔を見合わせてから──お姉さんに、うなずいて返した。

　言っていたというか。ろとのやつが、歌っていたというか。

「じゃ、じゃあ──二人とも、ネットワークのゲームとか、やったりするのかしら？　たとえば──」

　彼女は、覚えのあるゲーム名を口にした。俺たち二人には、よく覚えのある名前だった。毎日二人でやっている。二人だけでやっている。

　なんだろ？　この人？　俺たちが怪け訝げんそうな顔を返すと──。

「じゃ──、じゃあ、じゃあ──《静せい謐ひつの風かざ羽ば根ね》というギルド名に、心当たりは？」

「それ、うちのギルド名ですけど」

「……トレボー？」

　彼女は俺のことを指差して、そう言ってきた。

　俺はしぶしぶうなずいた。こんな街中でいきなり身バレとか、なんか変な気分だし──警けい戒かいの一つもしようというものだが……。

「こっちは──〝ろと〟です。貴方は、あのゲームをやっていた人なんで──」

　俺はそう確かく認にんしてみようとした。ゲームの中で、知っていた人ではないかと──。

　美女は、わっし──と！　俺たち二人を同時に抱だきしめてきた。

「あはははは！　いた！　トレボーいたーっ！」

　お姉さんは、さっきまで漂ただよわせていた上品な雰ふん囲い気きからうってかわって、豪ごう快かいに笑いたてた。

　あれ？　なんかこれ。デジャヴュ？

　そこそこ人通りのある往来で、赤毛かつ全身赤ずくめのゴージャスな美女に抱きすくめられて、豪快に笑われて、きょとーんとしていた覚えが。

　そのときにも、たしか、「トレボーいたーっ！」とか、わけのわからん雄お叫たけびをあげられて……。

「もしかして……。あんた……。〝ワードナー〟……、か？」

「あら？　もう〝僕〟って、言わないの？　ボクぅ？」

「やっぱおまえ！　ワードナーだ！」

「そうよ。爆ばく炎えんの魔ま道どう士し。またの名を赤い悪魔。ワードナーＦ99とは、あたしのことよ！」

　長い髪を払はらって、美女はモデル立ち。

　往来のど真ん中でポーズを決める。

「なに？　Ｆ99って？」

「ああそれ。バストサイズ」

「でっか！」

「おっきいねー」

　ろとが感心している。

　とことこと近づいてって、オーバーハングして切り立つほどの胸むな元もとを、下から何度もタッチしている。

「やめい」

　ろとのやつを引っぱりもどした。

「あーいいのよ気にしないで」

　ワードナーは電話を取り出しながら言う。どこかに電話をかけはじめる。公衆の面前でも、まったく気にしていない。

　そういえばワードナーは、オープンエロの人だった。平気で猥わい談だんぶちかますやつだった。

　中身は三十代のオッサンだとばかり思っていたのだが……。まさか。こんな美女だったとは──。

　彼女の年ねん齢れいは、まあちょっと俺より上くらいで──。たぶん三十代なのは間違いない感じだが……。

「どこ電話してんだよ？」

「ゾーマんとこ」

「知りあいかっ！」

「こんな面おも白しろい話！　あいつも呼ばなきゃ損でしょーっ！　ああゾーマ？　いま仕事中？　バカ言ってんじゃないわよ。ロトよ。トレボーよ。いまリアルであってんの。あんたもすぐに来なさい。三秒で。就業時間中？　役員なんだから時間なんてどうだって都合つくでしょうが！」

　あいかわらずの猪ちよ突とつ猛もう進しんっぷり。話の聞かなさっぷり。

「じゃ。俺たち。買い物あるから──」

　俺たちはそそくさと退散した。

「ああちょっとＩＤくらい交こう換かんしていきなさいよ！　ねえちょっと！」

　俺たちは真っ赤な美女、ワードナーに手を振ふって、その場から退散した。

　どうせゲームに入ってくれば会える。俺たちはいつでもそこにいる。

[image: ]







[image: ゾーマ]




「いやー。やっぱ人生、このときのためにあるって感じよねーっ!!」

　んごきゅ。んごきゅ。んごきゅ。ぷっはー!!

　美女が喉のどを動かして、ヱビス金缶かんを飲み干す。五〇〇ミリリットルのロング缶は、いまの一いち撃げきで、半分以上、消えたに違いない。

　彼女は缶ビールを一ダースも持ってきていた。酒盛りでもやるつもりか？──と思っていた。酒なんて、俺も、ろとも、ゾーマもやらないのに。

　その謎なぞが解明された。ひとりで全部飲むつもりなのだ。

「ささ。ロト殿どの。トレボー殿。このあたりがいい煮にえ加か減げんとなっておりますぞ」

　そう言ってくるのは「ゾーマ」──。笑う怪かい物ぶつ。神聖王。聖者の仮面を被かぶった邪じや神しん。──などなど。様々な〝二つ名〟を意のままにした、超ちよう高レベルプレイヤーである。だが正体は、俺や、ろとの二回り上くらいの年齢の、単なる気のいいオッサンで……。

　いま彼は、コタツの上の鍋なべを完全に掌しよう握あくしているところだった。

　いわゆる〝鍋奉ぶ行ぎよう〟というやつだ。エプロン姿がひどく似合っている。

　彼、ゾーマは、ビール漬づけになっている美女──ワードナーが携けい帯たい電でん話わごしの召しよう喚かん呪じゆ文もんで呼び出された。

　ワードナーと出会ったのは、今日の昼間だった。

　彼女のほうも出勤途と中ちゆうだったらしく、うちにやってきたのは、夜になってからだった。

　ゾーマは「三秒で召喚する！」とか言っていたが、それはさすがに無理で、夕方になってからの来訪となった。

　背広とネクタイ姿の、四十がらみの穏おだやかな笑え顔がおの男性の訪問を受けたときには、ちょっとビビったものだったが……。

　だが話せば、それは長年、弱小ギルドで苦楽をともにした友人同士──。昔のように打ち解けるまで、それほどの時間は必要ではなさそうだ。

「ささ。ロト殿。トレボー殿。いい感じに煮えておりますぞ」

　ゾーマは、ニコニコと、仏の笑顔をうかべて、器うつわを要求。

「ああ。いえ。だいじょうぶですから。そこまでしてくれなくても……」

　相手は、父親──とまではいかないものの、だいぶ年長の人。

　しかも今夜の夕飯は、鍋持参、食材持参、カセットコンロまで持参ときている。

「ぎゃはははは。なに敬語つかってんのよー。おっかしー」

　酔よっ払ぱらいがビール片手に、ゾーマにしなだれかかって、ぺちぺち、と、頭を叩たたいている。ワードナーから見ても、一回りは年上のはずだが。頭をぺちぺちと遠えん慮りよなしに叩いている。

　そんなことをされても、ゾーマの仏の笑顔は変わらない。

　二人は、ずいぶん前から知りあいのようだったが……。どのくらいの仲なのか、まだよくわからない。

「そうですよ。トレボー殿は我らがギルドのリーダーではないですか。遠慮することはありません。これまで通りに話してくださって構わないのですよ」

「いやー……、そう言われてもー」

　たしかにゲームのなかでは、呼び捨てかつ、タメ語で、やっていた。「おいゾーマ。まーた新人いじめてんじゃねえぞ。ビビって帰っちまったろー」「いえおかしいですね。私わたくしはなにも威おどした覚えなんてないのですが」とか、やりあっていた。

　自分とおんなじぐらいの年齢だと思ったさー。喋しやべりかたが、ちょっと独特なだけの……。

　リアルで出会ったゾーマは、リアルの人ひと柄がらも、ゲームの中とまったく同じだった。

　聖者の笑顔と、丁てい寧ねいすぎるほどの口調。

　まあ、それをいえば、ワードナーのほうもゲームの中と、まったく同じなわけだが……。

　美び貌ぼうとエロ服装の趣しゆ味みと、あちこちオープンそうな性格と。

　ほんと。ワードナーとゾーマって、どんな関係なんだろ？

　まさかそういう関係じゃないだろうな？

「ささ。いい煮え加減ですぞ」

　ゾーマは言う。

「いやいや。いいって。いいって。自分でやるって」

　俺はなんとか口調だけは元に戻もどした。だがなにからなにまで、甘えるわけにもいかない。

「トレボー殿。……私はこの世で我が慢まんのならないものが二つあります」

　ゾーマの雰ふん囲い気きが、ふっと変化した。

「そ……、その二つ……、とは？」

　俺はごくりと固かた唾ずを吞のんで、そう聞いた。

「煮えすぎてしまった鍋と、他人が仕切る鍋──この二つです」

「ああ！　いただきます！　はい！　よそってください！　ほら──ろと！　おまえもゾーマによそってもらえー。鍋おいしいぞー。鍋」

「この肉。いい肉よねー。うまいわねー。ゾーマ。でかしたっ」

「お褒ほめに与あずかり光栄です」

「ゾーマ。おかわり！──あー。ろとちゃん。冷蔵庫からビール取ってきてー」

「おまえはすこしは自分で動け。あと、ろとを使うな」

「なに、ろとは俺のもんだから勝手に使うなってェー？──えっひゃっひゃ！」

「ちがうわ」

「ぼく、できるよー。はい、びーる。……あけていい？」

「やめろ！」

「開けて開けて開けちゃってー！」

「はーい」

　ぷしゅうううう！　と噴ふき出した。泡あわが泡が泡が！

　美女が泡まみれ。胸元にたっぷりかかって、赤い髪かみにまでかかっている。

「あははははは！　やっべー！　ぶっかけられちゃったわー！　白いの！」

　美女はケタケタと笑っている。こいつはオープンエロな人。

　この手のことをいつも口走っていたから、中身は、絶対、オッサンなのだと思ってた。

「あれー？」

　ろとは、ビール缶を手に、ぽかーんとした顔。

「おまえ振ふってきたろ!?　ビールぜったい振ってきたろ!?　いいからはやくフキン持ってこい！　ふきん！」

「ああ。いいからいいから気にしないでー」

　とか言って、ワードナーのやつは、ビールまみれになってしまった服を──。

　くるんと頭から脱ぬぎ去った。

「うわ！　なにやってんの！　なに脱いでんのおまえ！」

　真っ赤なブラが目に焼き付く。Ｆ99は伊達だてではなかった。

「えー？　べつにゾーマしかいないでしょー」

「俺がいる！」

「あー。そっかー」

　ワードナーは、面めん倒どうくさそうに、ぽりぽりと頭をかいた。

「……勃たっちゃう？」

「勃つかーっ!!」

　俺は叫さけんだ。

　こんなふうなノリを、ギルドにいたときにも、よくやっていたような気がする。

「ねー。とれぼー。へんだよー？　なに、おこってるのー？　たつって、なにがー？　ぼくビールやっちゃったの、おこってる？」

「怒おこってない怒ってない。わからないならわからなくていい。あとなんか服。このオープン痴ち女じよになんか服、持ってきてやれ。スウェットあったろ。あと洗せん濯たく機きすぐに回してやれ」

「うん。わかったー」

　ろとは、とてとてとてと、歩いていった。

「ねえ。──ロトちゃんに、洗濯機、回させていいの？」

「そうだったー！」

　ワードナーに言われて、俺は立ち上がった。

　ろとは洗濯機をうまく使えないのだ。台所洗せん剤ざいをぶち込もうとする。すると泡だらけになってしまう。ほんとにこいつ。これまでどうやって生きてきたのやら。

　そして俺が、もうひとつ心配だったのは──。鍋奉行。邪神官ゾーマだった。

　鍋にビールが入っていた。それ以来、ずっと無言だ。

　せっかくの鍋を台無しにされて、穏やかな仏の笑顔のその下に、いったいどんな邪神の顔が現れているのやら──。

「おお。すき焼きにビールですか。通ですね。それは〝次じ元げん風すき焼き〟といいましてね。その筋の者には、大変、有名な──」

　鍋邪神は怒っていないようだった。

　六畳じよう一間の夜は、にぎやかに更ふけていった。
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「や、やるぞ……」

　包丁を構えて──俺は、言う。

「う、うんっ！　いいよっ！」

　俺のうしろから、しっかりしがみついてきて──ろとは言う。

「よ、よしっ……」

　俺は包丁を、〝そいつ〟に向けた。〝そいつ〟の喉のど元もとに、包丁を……。

「う、うわー！　だめだーっ！」

　俺は叫んだ。心が折れた。

「とれぼー。がんばって。とれぼー！　ぼく応おう援えんしてるよー！」

　ろとは応援している。応援だけをしている。

　俺は包丁を向けた。〝そいつ〟に向けて、包丁を構える。

「だめだー！　死んだ魚のような目を！　俺に向けるなー！」

　まな板のうえに横たわった〝そいつ〟は、死してなお、俺を威い嚇かくしていた。

「とれぼー！　がんばってとれぼー！　がんばってお昼ごはんに、おサカナたべよー！」

「う、うむっ……」

　俺はまな板の上のサカナに向かいあった。

　この目が……。目がこわい……。

　死んだ魚のような目が、ぎろりと俺のことをにらんできているようで……。

　いや。死んだ魚なのだから、死んだ魚の目をしていて、ある意味、当然なのだが……。

　ろとのやつが、「シャケの切り身」はあの形のままで海の中を泳いでいる──なんてカワイイことを言いだすものだから、俺は「本物の魚」を食わしてやろうと思った。

　そしてスーパーで丸ごとの魚を買ってきた。

「サンマ」は一本一本が長くて、どうやって焼くのか見当もつかなかった。短いサンマはないのかなと探したら、どうもロングサイズしかないらしい。

　そこで「アジ」を買った。二匹買った。

　焼きかたをネットで調べてみたら、どうも、腹をかっさばいて、「ハラワタ」なるものを取らねばならないらしい。──初心者にはハードモードすぎた。

　あの死んだ魚の目が……。濁にごった目が……。俺をにらんでいる。にらんでいるよう。

「にいさん、これから食うんですかい？　わいのこと、食うんですかい？」

「うっわ！　ばかおまえ！　変なナレーションいれるなっ!!」

　俺は、ろとに叫んだ。

　いまのは、ろとが小声でアテレコしたナレーションだ。

　死んだアジ目線によるセリフであった。

「だってだってー？　きっといま、あのおサカナさん、そう考えてるよー？」

「考えてない!!　死んでるんだから!!　考えるはずがない!!」

　俺は言った。断固として主張した。

「だってー、だって、だってー」

　ろとはいやいやをする。

　いやいやをしたいのは、俺のほうだ。

「さ、サカナは──サカナは俺が始末する！　だからおまえは味み噌そ汁しるを作れっ！」

「う、うんっ！　か、貝さんたち入れて、水入れてっ！　火にかけるだけだよねっ！」

「ああっ！　それでいい！　それでいいはずだ！　YouTube様も教えて！　goo様もそれでいいって言ってる！」

〝本物の魚〟だけでなく、〝本物の味噌汁〟も飲ませてやろうと、俺は今日の昼飯用に、〝貝〟も買ってきていたのだった。

　貝にも色々あって迷った。〝アサリ〟と〝シジミ〟と〝ハマグリ〟と〝ホンビノス〟というのがあって、見慣れた味噌汁に入っていたのは、アサリだったかシジミだったか……。

　アサリを買ってきた。たぶん正解だったと思う。

「火、火ぃ、ひい、ひいひい……」

　ろとは、ひいひい言いながら、ガスコンロの火を点つけた。水を張った鍋なべが、ガスコンロの火にかけられている。

　俺はまだ〝あいつ〟とにらめっこをしている。

　だから俺を見るな……！

　死んだ魚のような目を俺に向けるなーっ！

　貝を入れた鍋は、コンロの上で、だんだんと温まってゆく。

「あついよー、あいつよー、たすけてー」

　ろとがまたナレーション。貝の気持ちの代弁者をやる。

「だーら！　やめろっつーの！」

「だってきっと、貝さんたち、あついって思ってるよー？　おサカナさんは死んでるけど。貝さん。これ、生きてるよね？　生きてるよねーっ！　あついよー、あついよー！」

「思っているかもしれないがッ！　これは仕方のないことなんだッ！　俺たちは昼飯を食わねばならないッ！　だからこいつらには！　死んでもらわねばならないッ!!」

　そう。これは仕方のないことなんだ。食事をするということは、命をいただくということなんだ。

　俺たちが見守るまえで……、鍋の中で……、貝は、ぱくっと、口を開いた。

「さよならです……」

　ろとのやつが、また、ナレーションをいれた。

　俺たちは合がつ掌しようをして、貝たちのご冥めい福ふくをお祈いのりした。
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　　　　◇




　アサリの味噌汁は、うまかった。アジの焼き魚も、うまかった。

　おいしゅうございました。

　アジの〝ハラワタ〟を取るのは、俺には無理だったので……。

　えいっ、とばかりに、焼き網あみに放って、そのまんま、ごーっと火か葬そう……じゃなくて、中火でよく焼いた。

　あとで調べたら、サカナを焼くとき、ハラワタは、取っても取らなくてもいいそうだ。サンマなどだと、内臓を好んで食べる人もいるぐらいだそうだ。
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「ぼくにまかせて！」

　巨きよ大だいな敵を前に、〝勇者〟が立ち塞ふさがる。

　その者──。蒼あおき鎧よろいをまといて、常に人々の前に立つ者なり──。

　勇者は一日一回の使用権を消費して、防ぼう御ぎよ力を最大限に高めるスキルを発揮した。このスキルは同時に敵のヘイトを一身に集める。

　案の定──。どっかん、と、天変地異みたいな攻こう撃げきが振ふってきた。

「きゅう」

　勇者死亡。──だがっ!!

「リザレクト！」

　ＨＰ満タンで復活。

　邪じや神しん官──ではなくて、笑う怪かい物ぶつ、聖者ゾーマの極限回復魔ま法ほうである。対象が死んでいようが生きていようが数字の桁けたが何桁あろうが、ＨＰを必ず満タンにするという極大呪じゆ文もん。

　詠えい唱しように非常に時間のかかるこの呪文を、ゾーマは先がけしていた。
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　数十秒前から勇者の死を予見して詠唱を開始。そして詠唱完かん了りよう。効果発動の瞬しゆん間かんは、敵の攻撃の直後となった。勇者が死んでいた時間は、数秒に満たない。

「ワードナー！　まだか！」

　俺は後方で魔ま法ほう陣じんを展開している美女に声を放った。

　爆ばく炎えんの魔女。赤い悪魔。濡ぬれる両刀使い。──数々の異名を持つ彼女は、我がパーティの唯ゆい一いつの攻撃手段だった。彼女の極大呪文の詠唱こそが、唯一、敵にダメージを与あたえうる。

　勇者も、ちまちま攻撃を繰くり返しているが──。中ボス程度なら一撃のその威い力りよくさえ、このラストダンジョン奈落五〇三階層の階層主には、毛ほどのダメージしか与えない。

「まだまだー！　ぜんぜんかかるわよー！　踏ふん張りなさい！　ロト！　トレボー！」

　美女はニヤリと剛ごう胆たんに笑った。苦境になればなるほど楽しそうになるのが、この女だ。

「来ますぞ！　グラウンドスラムですぞ！」

　ゾーマが警告する。

　敵が大地をぶっ叩たたいた。範はん囲いダメージが、俺たち全員を襲おそった。

「生命の精せい霊れい──アトラに申しあげる！　我らに命の輝かがやきを──!!」

　俺の出番。──森の乙女ドルイドの全体回復魔法だ。

　回復量はゾーマに及およぶべくもないが、全員を一度に回復することができる。

　ゾーマはろとの回復──ていうか〝蘇そ生せい〟が仕事。ワードナーは主しゆ砲ほう。ろとは壁かべ役。攻撃を一手に引きつけて、他ほかの者が〝死亡〟しないようにする役割。

　そして俺は、皆みなの小ダメージをちまちま回復させたり、移動速度やＳＰ回復速度があがる補助魔法をかけたりと、そうしたサポートが仕事。

「ようし!!　ようしようし!!　詠唱九五パーセント完了っ!!　そろそろぶっ放すわよー！　皆の魔力とＨＰをすべてちょうだい！」

「おいちょっと待て！　七炎地獄メギドじゃないのかっ!?」

　予定では──。火か炎えん系の大呪文をぶっぱなしつつ、膨ぼう大だいなＨＰをちまちま削けずって、持久戦で倒たおすという攻こう略りやく法だった。

「うっさい！　よこせ！　これで倒せなきゃどうやったって倒せないわよ！」

　味方識別されている全員のＳＰをすべて使い、ＨＰも１を残してすべて捧ささげることで使用可能な──ゲーム中の究極呪文。

　正式名めい称しようはべつにあるのだが、プレイヤーは〝元気玉〟と呼んでいる。

「みんなのゲンキをオラにくれーっ!!　えーっひゃっひゃっ！」

　高笑いとともに、ワードナーは、巨大なエネルギー球を真下に落とした。

　ものすごいエフェクトが発生する。

　そして敵は……。倒れた。

　俺たちだけが、ＳＰ０、ＨＰ１の状態で──フィールドに立っていた。

『やったー!!　倒したーよー!!』

　ろとが、エリア中に響ひびく大声をあげる。しかし誰だれもお祝いを返してこない。

　このエリアにいるのは……。いま、俺たち四人だけ。過か疎そ化かの激しいこのゲームでは、他人と出会うことが、そろそろレアな出来事になりつつある。

「さあ昼飯にすっかー」

　アイテムの分配はあとにして、俺たちはさくっと移動して、さくっとログアウトした。

　俺のキャラ、森の乙女ドルイドは、集団移動魔法の使い手だ。ダンジョン最奥から街の近くのストーンサークルまで、一発で帰ってこれる。日帰りの遠足感覚で、奈落に行き帰りできる。

　コタツの四つの面のそれぞれで、ノートパソコンが、ぱたりと閉じられる。

　最近のいちばんの違ちがいといえば──。チャットでキーボードを打たなくて済むようになったくらい。なにしろ同じ部屋で顔を合わせているものだから、ぜんぶ会話で済んでいる。

「ああもう。湯。わいてるじゃん。沸ふつ騰とうしまくりじゃん」

　戦せん闘とうのあいだ、かけておいた鍋が、しゅんしゅんと蒸気を噴ふいていた。

「なーに？　まーたスパゲッティ？　金もってるくせにビンボくさっ」

「人んちに昼飯たかりにきておいて文句を言うな。あと、スパゲッティじゃなくて、パスタだぞ」

「おなじでしょーが。なにスカした言いかたしてんのよ？」

「スパゲッティっていうほうこそ、なんなんだよ？　聞かないぞ？」

「昔はそーゆったのよ!!」

「歳としがバレるぞ」

「なんかいった？　なんか聞き捨てならないこといった？　あたしは一八歳だーっ!!　永遠のッ!!」

「ぼくパスタ好きだよー」

「四〇〇グラムでよろしいですかなー。茹ゆでるときに塩を入れると、下味がついて、おいしくなるのですぞ。その際には、海塩や天塩といったものが、おすすめですぞー」

「へー」

「あー。ろと。ミートソース出せ。二つな」

「ぼく。だすよー」

　いつもの賑にぎやかな昼食風景がそこにはあった。

　穏おだやかな時間が、ゆっくりと過ぎていった。
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　世間は年の瀬せ。

　てゆうか。その直前のクリスマスで大おお騒さわぎ。

　俺と、ろとは、地元駅前商店街に買い物に出ていた。

　年末年始に買いこまなくても、コンビニは大おお晦日みそかだろうが元がん旦たんだろうが営業しているし、スーパーだって営業時間が若じやつ干かん変わる程度で、いつでもやってる。年末がくるからといって、食料品も日用品も、買いこむ必要は、まったくないわけだが……。

　まあ、なんとなく、気分であった。

　あと、ここしばらく、ワードナーとかゾーマとかが、しょっちゅうやってきて、食い散らかしていって、蓄たくわえが尽つきた。ひさしぶりの買い出しだ。来年まで外に出なくてもいいくらい、宅配サービスを使って部屋に送り届けてもらうくらい、買いこむ予定だ。

「じんぐるべー♪　じんぐるべー♪　くりすまーす♪」

　俺と繫つないだ手をぶんぶんと振り回して、ろとが歌う。

　歌っているのは、「作詞・作曲：ろと」の「クリスマスのうた」。

　ろとがご機き嫌げんで歌っているので、俺はそれに口笛で伴ばん奏そうをつけてやっている。

　道行く人が、時折、振り返ってきたりする。

　ろとのやつは、ぜんぜん気がついていない。俺は気がついているが、気づかないふり。

　振り返ってきた人たちが、にらんでいるのか、笑っているのか、そこまでは見ていない。べつに迷めい惑わくを掛かけているわけではない。どちらでもよかった。

「あ!!　鶏とりしゃん!!」

「ああ。トリさんだな」

　ろとが指差すので、俺はうなずいてやった。

　うむ。その通り。あれはトリさんだな。

　手を引く。ろとを引っぱってゆく。

「あ!!　サンタしゃん!!」

「うん。サンタさんだな。見事なミニスカだな」

　俺はまたうなずいた。ＪＫかＪＤあたりの女の子が、サンタのコスプレで、この寒空の下、頑がん張ばっている。寒そー。若い子元気だわー。

「おねーしゃんに!!　なんかもらったー!!」

　ろとが捕つかまって、なんかチラシを受け取っている。

　どうでもいいが。ろと。おまえのほうが年上だと思うぞ。〝おねーしゃん〟ではないと思うぞ。

「お水！　タダなんだってー！」

「それはお水がタダなのではなくて、ウオーターサーバーのレンタル料だけがタダなんだな。お水のほうは、クッソ高いんだぞ。お水は蛇じや口ぐちをひねれば出てくるよな。じゃあ、わざわざ買わなくてもいいな」

　俺はそう言って、ろとを諭さとした。

「うん。そうだね！」

　ろとは、すぐにわかってくれた。

　その頭を、なでくりなでくり。

　ろとの髪かみは、ふっわふっわで、撫なで心地ごこちがいい。手入れなんて、なんにもやっていないはずだが、それが逆に功を奏して、痛んでいないそうである。──というのは、美容部員を仕事にしているらしいワードナーの弁。

「あっ!!　ケーキしゃん!!」

　ろとは、またもや──立ち止まった。

　俺が「ああそうだな。ケーキだな」と同意を示してやって、手を引いてやっても、こんどは動かない。

「うー……、ううー……、とれぼー……、ケーキぃ……」

　ろとは俺の引っぱる手に抵てい抗こうしている。体がすっかり斜ななめになってしまっている。

「ふう……」

　俺は、息を吐はき出した。

「あのな。ろと。……いつも言ってるだろ。欲しい物があったら、ちゃんと言葉にだして言えって」

「でも、島とか船はだめだって」

「島とか船は、そりゃ、だめだろ。俺は幸せになるために倹けん約やくしてんの。島とか船は、買ってもたぶん幸せにならないし、おまえのためにもならない。そう思うから、だめだって言うんだ」

「じゃあ……、ケーキは？」

「いつもみたいにプレゼンしてみな。ケーキがあると、どう幸せに繫がるのか」

　俺は最近、この方法によって、ろとを教育中だった。

　ろとのやつが、なにか欲しいと言いだしたら、「それがいかに必要であるのか」を自分でプレゼンさせる。

　ちゃんと筋道だてて説明することができれば採用。そうでなければ不採用。

　必要なものとそうでないもの。ほしいものといるもの。──その区別を、ろとが自分で付けられるようになるといいのだが。

「あのねあのね！　ケーキがあるとね！　クリスマスな感じになってね！　ごちそーいっぱいでね！　とれぼーとふたりで、しあわせになれるの！」

　ろとは頑張ってプレゼンする。

　両手も使って体中で表現する。

　だが俺は、まだまだ、イエスとは言わない。

「どう、しあわせなのか、そこが足りないな」

　冷静にダメ出し。

「みんな！──みんなやってるの！　ごちそーいっぱいなの！　みんなとおんなじなの！」

「みんなと同じが、しあわせとは限らないぞ」

　論理的矛む盾じゆん点を、ただ本人に投げ返す。問答の壁かべ役に徹てつする。

「ぼく……。ぼく……。ずっとひとりだったから……。クリスマスがきても、お祝いとかできなくて、ひとりだと、クリスマス、やっちゃいけないんだよ？　しってた？……でも、こんどのクリスマスは、とれぼーと一いつ緒しよだから、できるんだよ？……だからこれは、必要なものなの！」

　ろとは目を閉じて大声でプレゼン。自分の中で確信に至ったもよう。

「ごちそういっぱいか……。じゃあ、ほかにもごちそうがいるな。トリしゃんとか。シャンパンしゃんとか」

「え……？　いいのっ？」

　頭を撫でられている、ろとは、涙なみだをはらんだ目で、俺を見上げる。

「いいもなにも。必要なんだろ？」

　俺の目的は、ろとにいじわるをすることではなくて、ろとに自分で答えを見つけさせること。

　まあ……。たしかに……。なんだ……。説得力はあったな。ほろりときたな。〝ひとりじゃクリスマスやっちゃいけない〟……か。

　そういや、ワードナーとゾーマのやつ。「クリスマスは行かないから。ろとちゃんと二人でしっぽりおやんなさい」とか言ってたわけだが。

　ぜってーやるか、とか思っていたのだが。

　やつらの言う通りになってしまった。

　まあ……。いいか。

　クリスマスくらい。

　俺はろとと手を繫いで、クリスマスの「素す敵てきなものいっぱい」を買いに行った。




　　　　◇




　本日の出費。

　食料日用品その他ほか。一万五七三二円。（二週間分買い込み）

　トリしゃん。七八〇円×二。

　ケーキしゃん。四号（サービスの子供用シャンパン付き）。一五五〇円。

　お酒しゃん（スパークリングワイン）。一一八〇円。

　クラッカー。二個。一〇八円。

　ミニスカサンタしゃんセクシーコスプレ衣装。七九八〇円。

　クリスマス特別費用合計。一万二三七八円。

　合計。二万八一一〇円。

　現在の俺たちの、財産残り──。

　三億九九七二万三〇四九円。
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「なー。ろと」

「なーにー？」

　二人でノートパソコンの画面に向かいながら、マウスをかちこちやっている。

　朝飯は食ったし。昼飯まではもう少しあるし。

　手近なダンジョンの最深部あたりに直行して、二人で狩かりをやっていた。

　あいつが物理で殴なぐり専門。こっちの主な仕事は回復。ＳＰに余よ裕ゆうがあったら、ＤＰＳを上げるために、攻こう撃げき魔ま法ほうをぶっ放したりもする。

　もちろん本職の魔法使いウイザードには、威い力りよくの面でも、コストの面でもかなわない。

　俺も、ろとも、ゲームの操作は、ほとんど脊せき髄ずいで行えるレベルになっているから、プレイ自体には、まったく頭は使用しない。

　よって、会話の内容は、もっぱら日常的な話題となる。

　やってるゲームの内容と、ぜんぜん無関係なことを話すことがある。

「なーにー？」

　ろとが再び聞いてくる。

　ああ、いまちょっと──操作をわずかにミスって、致ち命めい的てきに立て込んじゃっていて、そのリカバリーに必死で、会話に裂さくリソースが揮発していた。

　物理無む双そうのろとのやつは、殴って殴って、ただ殴っていればいいけど。フォロー役のこっちは大変なんだぞ、と。

　よし片付いた。

　ええと？　なんだっけ？　なんの話をしようとしていたんだっけ？

「ああそうだ。思いだした」

　──と口にしたとたん、またアクシデントが起こった。

　しばらく忙いそがしくなる。

「なーにー？」

　数分もして、ようやく片付いた頃ころになって、ろとがまた言う。

　あー！　あー！　あー！

　俺はまた思いだした。すっかり忘れていたことを、また、思いだした。

　ろと。すげーなー。よく覚えているなー。

　こんどは話を忘れてしまわないように、ＭＯＢのいない安全地帯に移動して、そこで話をはじめる。

「おまえってさー」

「うん」

「四億円あてる前──。俺とこうやって暮らしはじめる前って、どうやって生きてたんだ？」

　素そ朴ぼくな疑問だった。

　一緒に暮らしはじめて感じた、ろとの頼たよりなさは、予想以上だった。

　引きニートなのは知っていた。生活力皆かい無むなことも知っていた。主食がカップ麵めんやコンビニ弁当であろうことも想定内だった。

　しかし、まさか、ここまでだとは、思っていなかった。

「ガッコ行ってたよ。一五歳のときまで」

「へー。高校か？　何年前だ？」

「けっこう前だよー」

　なるほど。ろとは高校中退組なわけか。

「ああ。なるほど。この部屋って、その学校が近いわけか。──んで？　んで？」

「ガッコやめたよー」

「まあ無理だろうな」

　俺はうなずいた。ろとにまともなＪＫが務まるとは思えない。

「あとこれが最大の疑問なわけだが……」

　俺は核かく心しんに踏ふみこんでゆくことにした。

　ろとと暮らしはじめて、もう数週間。たった数週間であるが、これからもずっと暮らしてゆくのだろうと、確信もある。

　だからそろそろ、プライベートなことも、聞いてもいいんじゃないかと思った。

「おまえ、どうやって暮らしていたんだ？」

「このお部屋で暮らしてたよー？」

「ああ。そういう意味じゃなくてだな……。四億円あてる前は、カネとか、どうしてたんだ？」

　バイトをしていたようには思えない。たぶん、どんな仕事も務まらない。

「えっとね……？　賞金？」

「賞金？　なんの？」

「んっとね……？　なんか？　問題？　それの答えを募ぼ集しゆうしていたからー。それハガキに書いて送ったのー。ぼく。答えがすぐわかったから」

「ハガキ？　問題？　なんだそれ？　この文章の中の○○に当てはまる言葉を書いて出す、とかいうやつ？」

「うん？　そうなのかなー？　言葉じゃなくて数式だったよー」

　ろとの言っているのは、たぶん、アレだ。きっとアレだ。

　誰だれにでもわかるような簡単な「○○」を埋うめさせて、ハガキに書いて送るアレだ。

　その○○の部分には商品名や企き業ぎよう名を書かせるわけだ。ヒントも探すと同じ場所に書いてあったりする。

　たとえば、こんなのだ──。





Ｑ．皆みなが笑え顔がおになるＷＩＮＷＩＮ小説は、「異世界○○○○繁はん盛じよう記」。




「○○○○」の四文字をお答えください！






　──とかいうアレだな。クイズの体てい裁さいを取っているだけの懸けん賞しようだ。

「おまえ。じゃあやっぱり、くじで当てたのか」

　四億円当てたのに、その前にも、なにか当てていたとは──。なんという運。

　なるほど。懸賞金が手て許もとにあったので、生活できていたわけか。

　まあ、表に出るのが苦手な、ろとはいえ──。歩いて数分のコンビニくらいまでは行ってこれるわけで。

　お金さえあれば、なんとか一人暮らしをできるわけか。

「くじじゃないよー。六時間ぐらい、考えたよー」

「わはは。あんなの探せばどっかに答えが書いてあるだろ。なにそんなのに六時間もかかってんだよー」

「そうなの？　ぼく自分で考えちゃったー」

「賞金──いくらだったんだ？」

「えっとね──」

　ろとが答える前に、俺は手を振ふって、質問を打ち消していた。

「──ああいいや、いいや。べつに聞いたって意味なし。どうせもう使い切ったんだろ」

　一五歳当時から、何年経たったのかわからない。

　ろとの年ねん齢れいが二十歳そこそこだとして、少なくとも五年や六年になるのだろう。懸賞金なんて、どうせたいした額でないのだろうし、そんなに残っているはずもない。

　だがまあ、いまは四億円があるわけで……。そっちがあるから、問題ない。

「まだすこし残ってるよー。最後に半分使って、Ｌｏｔｏくじ買ったんだよー」

　なるほど。最後に一勝負に出て、まとめ買いをして、それで当てたわけか。

　だとすると、ろとの言う──「四億円で年末ジャンボを買う」という案も、あながち悪い案では──。

　いやいやいや！　ないない！

　だいたい年末ジャンボはもう買えない。発売期間は終わってしまった！　ああよかった！　ああセーフだ！　ほうら！　買わなくて正解！　買えなくて大正解！

「あ。でもね。ぼくね。ぜんぶ答えたわけじゃないの。だから賞金。ぜんぶ貰もらえてないの。ぼくが解いたのは、〝答えは一つはあります〟ってことだけで、解がいくつあるかまでは、書かなかったの。だからその〝なんとか予想〟っていうの、まだ賞金残ってるんだよー」

　ろとはなんか言ってる。いつものことだが、だいたいにおいて意味不明。

　しかし懸賞名も覚えていないとは……。

　くっそかわいいなっ！　ろと！

「ぼくが。解が一個はあることを証明したからー。いま世界中のみんなで、突とつ撃げき中ー」

　なにに突撃しているやら、さっぱり、わからん。

　ろとの話は、いつものごとく支し離り滅めつ裂れつだ。

　くっそかわいいということだけはわかる。

「みんなから、大学きなさいって、言われたんだけどー。ぼく、表に出るの苦手だから、断っちゃったー」

　ん？　高校きなさいじゃないのか？　中退したのは高校だろう。

　ああ。大検でも取って大学行けという話か。

「ぼく。大学……、行ったほうがいいのかな？　とれぼー、どう思う？」

　ろとのやつに、そう聞かれた。

「うーん？」

　俺は返事に困った。

　一いつ般ぱん的に大学というものは、就職するために行くものだと、相場が決まっている。ごくまれに、非常に例外的に、学問とかをやりたくて通うやつもいるみたいだが……。そういうやつらは、卒業しないで、「院」とかに進むらしい。

　ろとの場合は、大検を取って、大学に行くって話になるのか？

　でも「就職」のために学校に行く必要は、俺たちには、もうないわけで……。

「おまえ？　勉強、したいのか？」

「うーん……？　べつに」

　ろとは小首を傾かしげる。腕うで組ぐみをする。
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　俺とおなじポーズを取っているのだと気づいて──くっそかわいいなぁ、もう。

「ぼく。言ったんだー。賞金がほしかったから問題といたんで、べつに〝算数〟は興味ないですってー。でも誘さそわれるのー」

「じゃあ、べつに、やらなくていいんじゃないか？」

　算数かっ！　そこ数学っていわないんだ！

「そだねー。それに学校に行ったらー。とれぼーといる時間が減っちゃうもんねー」

　ろとはそんなことを言った。

　思わぬ不意打ちに、俺はちょっと困った。

　ノートパソコンに顔を伏ふせて、向こうからは見えないようにさせて──。

「ほれ。狩かりの続き。するぞっ」

「うん！」







[image: 相棒兼ヒモ兼執事兼ママ兼飼い主]




「ねー。トレボー。みかん取ってよー」

　こたつにずっぽし埋まった赤毛の美女が、一センチも動かずに、口だけで言ってくる。

　このゴージャス美女は、昼間っからうちに寄って「休きゆう憩けい」とかいって、何十分か居座ってゆく。こたつの一面は、もうほとんど専用となっているくらいだ。

「やなこった。てめーで取れ」

　俺は当然の返事を、あたりまえのように返した。

「みかん取りなさいよ」

「こんどは命令形かよ。お願いとかプリーズとか付ける気はないのか」

「取ってくんなきゃ、いますぐ電話してゾーマ呼んで、取らす」

「それは脅きよう迫はくなのか？　脅迫になるのか？　もしＮＯっていったら、どういうことになるんだ？　本当に実行するんだな？」

　言いあう俺たち二人を、ろとは、右をみて左をみて右をみて左をみて──とやっていたが、自分も口を開いて──。

「ねー。とれぼー。ぼくもミカンたべたーい」

「ああ」

　俺は立ちあがった。台所からみかんを持ってきて、ろとの前に置く。

「わーい」

　お供えされたみかんを前に、ろとは無む邪じや気きによろこぶ。

「ちょっとォ──あたしのみかんはー？」

「その重たいケツを持ちあげて自分で取りにいけよ。好きに食え。代金までは請せい求きゆうしねえでおいてやる」

「まー、トレボーってば、ハードボイルドぉー」

「とれぼー。むいてー」

「ああ」

　俺は、ろとのために、みかんを剝むきはじめた。

「もー、過保護ねー」

「いいんだよ」

　俺は言った。

　べつに甘やかしているわけではない。これは仕方がない。ろとだから。

「で。あたしのみかんは？」

「そんなに意地になるほどのことか？」

「意地をはってんのは、どっちなのかしらー？」

「すくなくとも俺ではないな」

　彼女は携けい帯たい電でん話わを取りだした。なんでか二つ折りのガラケーを、彼女はいまだに使っている。

「これが最後通告よ。ハードボイルドな坊ぼうや。──あんたが取ってくるか、ゾーマに取らせるか、どちらかを選びなさい」

「どちらを選んでも後こう悔かいしそうな選せん択たく肢しだな」

「そうよ。どちらで後悔したいか、選ばせてあげるって言ってるの」

　俺とワードナーが、ハードボイルドごっこをやって、遊んでいると──。

「ねーねー？　わーどなー、ミカン、食べたいのー？」

「そうなの。でもトレボーが、この可哀かわい想そうな継まま母ははをいじめるの」

「だれが継まま母ははだ」

「じゃあ、ぼくが持ってきてあげるー」

　ろとはこたつを出た。たたっと走って、たたっと戻もどってくる。

　たった六畳じよう間のなかでも一いつ生しよう懸けん命めい。

「はい」

　ワードナーの前に、みかんがお供えされる。

「ミカンむくのは、とれぼーが、上手なんだよー」

「あーもう！　ロトちゃん、くっそかわいいわぁー！」

　ワードナーはそう叫さけぶと、がばりと、ろとに覆おおいかぶさった。襲おそいかかった。

「ああもうかわいい！　しんぼーたまんないわ！　犯おかしていい？　ねえ犯していいっ!?　いいわよねーっ！」

　くんずほぐれつ。あっちをもみもみ。こっちをもみもみ。ちゅっちゅっ。

　以前から両刀使いバイの疑ぎ惑わくがあった彼女ではあるが、やはり、噂うわさは真実だったらしい。

「とれぼー、たすけてー！」

　ろとが助けを求めていたので、俺は手て頃ごろな凶きよう器きを探しはじめた。

　うんこれがいいな。

　カラーボックスに挿ささっていた「辞書」を手にして──。

　ごいん、と、ろとに覆いかぶさるワードナーの脳天に落とした。

　頭を押さえて、振ふり返ってきたワードナーは──。

「なによ？──まざりたいの？」

　ケツを蹴けっ飛とばす。

　半分ずりさがった真っ赤なショーツが目に飛びこんでくる。

「とれぼー、こわいよー！　わーどなーが、ハァハァ言ってたよー！」

「おー。よしよし」

　ろとがすがりついてくる。

　ずり上がっておヘソの露ろ出しゆつしていた裾すそを直してやる。プルオーバーのフードも頭にかぶせてやる。ハム耳がぴょんと立つ。

「オバさんはコワいから。おまえ。こっちに座っとけ」

　ろとを違ちがう面に座らせた。ワードナーとの間には、俺が座る。

「あんま、ろとを怖こわがらせんなよ」

「あんた意外と平気なのね。あたしにロトちゃん取られても、いいの？」

　いや取られんし。

「そういえば。あんたと、ロトちゃんって……どんな関係？」

　彼女に言われて、ちょっと考えた。

「トモダチだよー」

　考えていたら、ろとに即そく答とうされていた。

「とれぼーはねー、一番のトモダチー！」

「あたしから見ると、相棒兼ヒモ兼執事兼ママ兼飼い主……ってところに見えるんだけど」

「ヒモは余計だ」

　相棒については異存はない。執事──についても、まあいいだろう。

　ママってところには、若じやつ干かん、見解の相そう違いがありそうだ。

　飼い主……は、言い得て妙みよう？

　俺は、ろとを見た。

　プルオーバーのフードについてる、ハム耳が、ぴこぴこ動いた。

「そういや。あんたとゾーマは、どんな仲なんだよ？」

「うふっ。気になる？　気になるー？　気になるうぅ？」

「べつに」

　俺はそっぽを向いた。

　あー。ほうじ茶が、うんめえ。
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「ねー。とれぼー」

「なんだー」

　テレビを観みながら、こたつでみかん。

　剝いた半分を、ろとのやつにパスしながら、俺は言った。

「小便小僧って、あるよねー」

「あるなー」

　ちょうどテレビのなかでは、天使の石像が立ちション──ではなくて、水をちょろちょろと先っちょから出している噴ふん水すいのようすが映っている。

「じゃあ、大便小僧って……、ないのかなー？」

「は？」

　俺は固まった。

　なんか変なことを言われた。大便……小僧？　小便ではなくて？

「それは──、あれか？　前を向いて、つまんで、ショーッ、ってやるのではなくて──」

「うん。後ろ向きだよ。こっちにお尻しり向けて座っているの。そんでもって──」

「うわー！　うわー！　うわー！　やめろ！　想像する！」

　身み振ぶり手振りで説明しようとする、ろとを、俺は止めた。

　だけど、止まらなかった。

「水もねー。太ふっといのー。ちょろろろ、じゃなくて……。どどどどー、って、流れてくるのー」

「それはー。太そうだなー」

「うん。バナナくらいあると思うよー」

「そうか。バナナくらいか」

　嬉き々きとして、指先で輪っかまで作って、大便の太さを論じる美少女とゆーのは、いかがなものであろうか……？

「ていっ」

「!?」

　おでこに、ちょっぷを入れられて、ろとは、びっくりとした顔になっている。

「えいっ」

　もういちど、ちょっぷ。

「！……？」

　さらに、ちょっぷ。

　連打連打連打。あくまで軽く──「チョップ」ではなくて「ちょっぷ」のほうで、ろとのおでこを成敗する。

　美少女が「うんこ」の話をしちゃいけません。残念すぎます。

「やあ。たあ。とお」

「？？？」

　どうだ。まいったか。

　ろとが、まいったようなので、俺はちょっぷをやめた。

　ろとは無言で、ノートパソコンを引き寄せ──。

　ゲーム画面のなかで、ざっしゅざっしゅと、俺に剣けんを振りはじめた。

「うお！　おまえそれＰＫ!?　やめ！　やめやめ！　ネームが真っ赤になるぞ！」

　俺は逃にげ回った。ゲームの中で。

「まいった。まいったまいった。まいった」

　ろとをゲームの中で殺人者にしないために、俺は逃げ回った。

　追いかけっこが一段落する。

　ろとのやつが無言でぶんぶん剣を振り回さなくなり──。

　すいっと、立ちあがった。

　これはゲームの中ではなくて、現実のほうの話。こたつから立ちあがって、歩いて行く。

「どこ行く？」

「トイレ」

「ああ」

　俺は自分のキャラにヒール、ヒール、ヒール、ろとをＰＫにしないために、自己回復。

　しゃー、ぱたん、とてとてとて、すとん。

　ろとがこたつに戻もどってくる。俺は入れ替かわりに立ちあがった。

「え？　どこいくの？」

「トイレだけど」

　俺は、ろとにそう答えた。トイレに向かおうとすると──。

「だめー！　いま入っちゃ！　だめーっ!!」

　ろとのやつが、俺の足にすがりついてきた。

　重たい。

　しかし、ずるずると引っぱって歩くことはできる。ろとは子供みたいに軽いので、成人男性である俺の歩みを止めることなどできない。
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「だめー！　だめったら！　だめーっ！」

　ろと。しつこい。

　六畳じよう間を出てキッチンまで引きずってきてしまった。人間ぞうきんだ。

「じゃあ、何分したら……、いいんだよ？」

「さ……、三〇分！」

「待てんわ」

「じゃ……じゃあ！　一時間！」

「増えてるし」

　ったく。もう……。

　しかたなく、こたつに戻る。

　さっき大便小僧の話をしていたろ。嬉々として。ぶっとい「うんこ」の話をしていたろ。嬉々として。美少女として失格してたろ。

　なのにだめなのか。

「えい。やあ。たあ」

「うお！　ＨＰ減ってるし！」

　画面のなかで俺のキャラが、びしばし、叩たたかれていた。

「どうだ。まいったか」

　ろとが言う。

　俺は、まいったと、そう言った。




　　　　◇




　一時間も待つと、俺が小便小僧になってしまいそうだったので……。

　近くのコンビニに行って解決した。

　帰りに肉まんを買ってきた。あとミカンも一袋ふくろ補ほ充じゆうした。




　本日の出費。

　肉まん。二個。一二〇円×二。

　みかん。一袋ふくろ。四八〇円。

　合計。七二〇円。

　現在の俺たちの、財産残り──。

　三億九九七二万二三二九円。
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「おい。ろと。ふろ、はいれー」

　かちこちかちこち。

　こたつでマウスを握にぎりしめて、一人で単純作業をやっている。そのろとに、俺は言った。

　風ふ呂ろが溜たまって、しばらく経たつ。

　冷めてしまうから、ろとにそう言った。

「うーん……」

　あー、これは聞いてねえなー。

　返ってきた生返事に、俺はそう判断した。

　俺はそのままテレビを観ていた。みかんをちょうど一個食べおわったあたりで、マウスのカチコチ音が一段落した（たぶん刈かった羊毛を倉庫にしまいに行った）ところで、もういっぺん、声をかける。

「おーい。ろとー。ふろはいれー」

「うーん……、とれぼー、いっしょに、はいろー」

「おお」

　こんどはちゃんと返事が返ってきた。俺は安心して、テレビに向か──。

「──って!?　おい!?　なんだその〝いっしょにはいる〟って選せん択たく肢しは！」

「選択肢、って、なぁに？」

　ろとは、きょとんと首を傾かしげている。ヘッドフォンをずらして、こちらを見やる。

　ああ。さっきの生返事は、ヘッドフォンしてたからか。

　こちらも顔を向けずに話していたから、気づかなかった。

「いや選択肢などない。断じてない。ないったらない。風呂ぐらい一人ではいれ。これまでだって一人ではいれていただろう？」

　ろとは、ほっとくとすぐに風呂をサボろうとする。俺が毎日、きちんと監かん視しして、きちんと言ってやらなければならない。

「一人ではいるとー、洗うのが大変なのー」

「大変かもしれないが。そこは頑がん張ばってくれ」

「とれぼーは、……ぼくのこと、洗いたくない？」

「いや洗いたいか洗いたくないかは、この場合の本質ではなく、洗うか洗わないかという選択肢の問題でさえなく。とにかくだめだ。そこまでは介かい護ごできん。自分で洗ってくれ」

「とれぼーのー、けちぃ」

「いやケチとかそういうのとは話が違ちがうだろ。おまえ、なんだか重要な論点、すっぽりと落っことしてるみたいだが、俺にはそこが肝かん心じんかつ重要なの」

　ろとと一いつ緒しよに風呂にはいるって……。つまりハダカを見るってことだぞ？

　ちゃんと！　そこ！　わかって言ってんのッ!?

「じゃあ、はいるのやめるー」

「おい。話、ちゃんと聞いてんのか？　風呂、はいれ」

「やだー」

「はいれったら、はいれ！」

「やだったら、やだー」

「はいらないと！　風呂抜ぬきにするぞ！」

「いいよー」

「ちがった。それじゃご褒ほう美びだな」

「とれぼーが洗ってくれたら、ぼく、はいるよー」

「洗わん」

「手の一本だけでいいよー」

「足の一本だって洗わん」

「じゃあ。左側ぼく自分で洗うから、右側、とれぼーがやってー。はんぶんこー」

「はんぶんこしない」

「じゃあ。上洗うから、下洗ってー。はんぶんこー」

「そういうはんぶんこは、もっとヤバイ」

「じゃあ……。髪かみ洗って。髪。そこがいちばん大変なのー」

「髪……か？」

　ろとの髪を、じっと見やる。たしかに洗うのは男に比べて大変そうだ。乾かわかすのも大変かもしれない。

　ドライヤーなんて〝オサレ〟なものが、ろとの部屋にあるはずはない。

　俺も気にかけてなかったから、当然、買ってない。こんど買うかな？　あれは必要なものかな？

「髪だけ！　髪だけ！　髪だけ洗って！」

　そこを突とつ破ぱ口こうだと思ったのか、ろとは、手をぎゅっと握りしめて、おねだりとだだを繰くり返す。

「そしたらぼく、我が慢まんしてお風呂はいるからー」

　我慢なのか。

「いやー。しかしなー。一緒にはいる、っていうのはなー。やはりなー」

　どうしよう。この選択肢。

　ろとと一緒にお風呂にはいりますか？　［はい／いいえ］

「とれぼー、はずかしいなら、服着てていいから」

　おいちょっと待て。俺が恥はずかしいことになってんのか。

　てゆうか。おまえ。恥ずかしくないんか。

「とれぼー、ダダこねちゃだめー。ワガママきんしー」

　だからちょっと待て。俺がだだをこねて、わがまま言ってることになってるのか。

　しかし、どうやって一緒に風呂にはいれば……。

「あー。そっか」

　俺は、ぽんと手のひらを打ち合わせた。

　簡単なことだった。

　人間は危機に際して、普ふ段だん眠ねむらせている能力を解放するという。俺の灰色の脳のう細さい胞ぼうも、この〝危機〟に際して、フル回転したようだ。

　名案が浮うかんだ。




　　　　◇




「あー、そこです。そこー。そこー。キモチイイのー。カユイところなのー」

「ここか？　ここか？」

　わっしゃわっしゃ。シャンプーを泡あわ立だてる。

　俺はろとの頭を洗ってやっていた。

　解決策は──こうだった。

　ろとのやつは、一人で風呂にはいらせた。

　そして頭を洗う段になったら、俺が服を着たまま乱入。腕うでまくりした状態で、わっしゃわっしゃと頭を洗ってやるのだ。

　ろとは、ほっとくと〝はだかんぼ〟で湯船から出てきてしまうから、タオルくらいを巻かせた。

　つるん、ぺたん、すってんと、幼児体型のろとなので、それで充じゆう分ぶん、危険度は下がった。もしこれがワードナーあたりであれば、タオルを巻いたくらいで危険度が下がるどころか、むしろチラリズムの原理によって爆ばく上あげしているところだった。あぶないあぶない。

「ねー。つぎのときもー、洗ってくれるー？」

　目を閉じた、ろとは、上じよう機き嫌げんでハミングなんかをしている。

　俺もそのハミングに合わせながら、返事を返す。

「あー。いいぞー」

「やったー♪」

　ワンコを洗ってやるときに、飼い主は、なにも素すっ裸ぱだかになる必要はないのだ。

　俺って……。あったまいー。
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「[image: ～][image: ～]♪」

　クリスマスも終わってしばらくした、いつもの昼下がり。

　突とつ然ぜん、ろとのやつが、歌いはじめた。

　誰だれでも知ってるような童どう謡ようだ。お正月がもうすぐで、楽しみで、正月にはなにをして遊ぼうか、そんな歌詞の歌だ。

　その綺き麗れいな歌声に、俺が耳を傾かたむけていると──。

　歌声が、ぴたりとやんだ。

　聴きいていたのがいかんかったのかな、と、一いつ瞬しゆん思ったのだが──。

「……ねー、とれぼー。このあとって、なーにー？」

「しらんのか」

　俺は言った。知らんのに、歌っていたのか。

「……お正月、じゃなかったっけ？」

「そっかー。とれぼーすごいねー。なんでも知ってるねー」

　ろとはそう言って笑え顔がおを見せ、つづきを歌いはじめる。

「[image: ～][image: ～]♪♪　[image: ～][image: ～]♪♪」

　ろとは調子よく歌っていた。──だがすぐに、また止まってしまう。

　だから知らない歌、歌うなってーの。

「つぎはー？」

　俺はその頃ころには、ネットで検けん索さくして、歌詞の続きを出してやっていた。

　ノートパソコンをくるりとひっくり返して、ろとに見せてやる。

　ろとがまた歌いはじめた。

　俺は指先でリズムを打って、その歌を聞いていた。こいつカラオケとかやらせたら、けっこう、うまいんじゃないのか？　まあやらんのだろうけど。

「……ねー、とれぼー」

「なんだー？」

　こんどはなんなんだ。

　歌詞はぜんぶあるから、もう迷うこともないはずだが。

「……ねー、タコってなーにー？」

「ん？」
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「うたのなかにあるよー。タコあげるんだってー」

「それがどうかしたか？」

「どうやって、タコさん、あげるのー？」

「あー……」

　俺はろとのやつが、なにをどう誤解しているのか、すべてわかってしまった。

　ろと歴数年は伊達だてではない。伊達ではないのだよ。

「おまえ……、タコしらんのか？」

「しってるよー。おいしいよー」

　うむ。ろとであれば、そうだろう。

　だがそれは不正解だ。

「いや。そのタコじゃなくて、タコなんだ」

「だからタコだよね？」

　うーむ……。

　どうやって説明しよう。

　俺は、ろとのほうに向けていたノートパソコンをくるっと回すと、たかたかたかーっとキーボードを打って、Google先生にたずねた結果を画面にだした。画像のほうが、わかりやすくて、いいだろう。

「これが。タコだ」

「これタコなの？……アレはタコじゃないの？」

「あれもタコだが。これもタコだ」

「なんでタコっていうの？」

「えーっと……、それはぁ……」

　またGoogle先生にたずねる。

「へー。関西地方じゃ〝イカ〟って言われることもあんのかー。昔は〝イカ〟って呼ばれてたのかー。ほーへーはー。んで？　なになに？　あがったときの姿が、イカに見えることから、そう呼ばれているという説がある？　ふむふむ。そうだったのかー」

「とれぼー。それ。〝通説〟ってあるよー。ほんとじゃないかもしれないよー」

「おー。そうだな。そう書いてあるなー。よく見つけたなー。じゃあ話半分で聞いとこうなー」

　ろとの頭を、なでくり、なでくり。

　ろとはニコニコしながら、また口を開いた。

「ねー。とれぼー。……コマってのは、なーにー？」

「コマはだなー」

　それも歌詞のなかにあったものだ。俺は答えるかわりに、こたつから立ちあがった。

「ん？　おでかけ？　おでかけ？　おでかけ、するのー？」

「いつものショッピングモールだが。──行くか？」

「とれぼーと一いつ緒しよなら、いくー！」

　いつものショッピングモールに、たしか、駄だ菓が子し屋があった。

　そこにタコもコマも実物があるはずだ。

　あと年末の買いだめもしておかなくちゃならないし。

　しかし……。

　タコはともかく、コマはなー。

　いまでも回せっかなー？

　子供の頃、ジッちゃんとバアちゃんのとこで、やった覚えがあるような、ないような……。

　でもきっと、コマを「ぎゅいいん」と回せたら、ろとのやつが、すんごい尊敬する目で、俺のことを見てくるに違ちがいない。「すごいすごい」を連発するに違いない。

　よし!!　「さすがだよとれぼー」。略して「さすトレ」のために、ひとつ、頑がん張ばることにすっかー。




　　　　◇




　本日の出費。

　タコ。一一八〇円。

　タコ糸。三八〇円。

　コマ。五〇〇円。

　コマの糸。一八〇円。

　ベイブレード。一九八〇円（回せなかったので、買った）。

　その他ほか。年末年始の買い出し。一万三五二七円。

　合計。一万七七四七円。

　現在の俺たちの、財産残り──。

　三億九九七〇万四五八二円──。
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「なぁ。ろと」

「んー。なーにー。……ちゅるん」

　そばをすすって飲みこんで、ろとが返事を返す。

　俺たちは年とし越こし蕎麦そばを食いながら、紅白を見ていた。

「大晦日の歌は、ないのか？」

「ふえっ？」

　ろとは妙みようなかわいい声をあげて、目をぱちくり。

「えっと。えっとえっと。えっと……、お……、おーみそかー、おーみそかー♪　とれぼーとふたりのー、おーみそかー♪」

　ろとは即そつ興きようで「おおみそかの唄うた」を作った。

　作詞／作曲ろと[image: ]。

「でも、そこの歌詞なー。〝ふたり〟じゃないみたいだぞー」

　俺はドアの向こうの気配に、とっくに気がついていた。入ってくるタイミングを計って、ドアを薄うすく開いて覗のぞきこんでいたりいるので、すっかりバレバレだ。

「四人にしとけ」

「うん？　四人にするの？　わかったー。よにんでー、たのしいー、おーみそかー♪」

　ろとが可愛かわいい声でそう歌う。

　その途と端たん──。

「はっぴいぃぃぃー！　にゅーいやぁああぁーっ！」

　奇き声せいを上げて、二人の男女が部屋の中に乱入してきた。

　先頭の女は着物を着ていた。振ふり袖そでだ。しかし裾すそ丈たけだけは、なぜかミニスカだった。

　──いや。ミニスカなんて生やさしいものでなくて、マイクロとかそんな凶きよう悪あくな丈たけだ。

　女はこたつの上に飛び乗ると、扇せん子すをふりふり、激しいダンスをはじめた。

　おい！　年越し蕎麦が！──と思ったのだが、紋もん付き袴はかまを着込んだゾーマが、すすっと、そばの丼どんぶりを待たい避ひさせている。

　まあ、特に実害もないので──。

　ぱんつ見せつける勢いで踊おどる美女が気の済むまで──俺はそいつの好きにさせておいた。

　なんか妙に古くさいノリの、レイブ系ミュージックも流れている。ゾーマがＢＧＭ係もやっている。

　ろとは、小さな手をぱちぱちと叩たたいて、わー、と、踊り狂くるう美女を見上げている。

「ひゅう！」

　曲が終わると、美女はこたつの上で、ポーズを付けて停止した。

「……で。なんなんだ？」

「ハッピーニューイヤー！」

「ですぞ」

「それはもう聞いた。てゆうか。まだ年明けてねえし」

「じゃあ、年越しパーティってことで」

「いまハッピーニューイヤーって言っただろ」

「もう、トレボーってば、そんなにロトちゃんと二人で、しっぽり、愉たのしみたいわけー？」

「ちがうし」

「ゾーマの顔なんか見ていたって、つまんないのよー。あたしたちもまぜてよー。一緒にロトちゃん犯おかしましょうよー」

「しねえし」

　ろとにちらりと目をやる。

　わかってないからいいようなものの、なに口走ってんだこの痴ち女じよめが。

「だいたい、なんなんだ。なんで人んちのこたつの上でレイブすんだおまえは」

　そしてなぜ、ぱんつを見せつける？

　あと、マイクロミニの着物はともかく、その羽根扇子はなんなんだ？

　なにか、見覚えがあるような、ないような……。ひょっとして〝ジュリアナ〟とか〝ジュリ扇〟とかいうやつか？

「小学校の頃ころ、あたし大人になったら絶対あそこ上がって踊るんだーッ！　って思っていたのに、大人になったら終わっちゃってたのよー！　ジュリアナもマハラジャも！　あたしになんの断りもなく！」

「そりゃ終わるだろうなー。断りを入れる必要もないだろうなー」

「トレボーが冷たい！　あたしの味方してくれない！」

「俺はろとの味方であって、おまえの味方じゃないからな」

　俺はまた、ろとを見た。

　突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者にも、ろとは、「わーい」と楽しげだ。

　まー、ろとが喜んでいるなら、こいつらがいても──。

　仏ぶつ頂ちよう面づらで腕うで組ぐみを続けていた俺が、慈じ悲ひの言葉をかけようとしたところで──。

「あっ、そ」

　ワードナーたちは、あっさりと、引きあげていってしまった。

　……えっ？

　おや？　あれ？　帰っちゃうの？

　もう一押しくらい、していかねえの？

　拍ひよう子し抜ぬけした気分で、俺は、ぱたんと閉まってゆくドアを見ていた。

「とれぼー。わーどなー、帰っちゃったよー？　ぞーまもー」

「いや。待て」

　なにか音がする。

　なんか、ごそごそ、がさがさと──。

　ドアの前あたりで……。これは、着き換がえでもやってる音か？

　おいおい。着き替がえてんのかよ。

　外から丸見えだろ。うちのアパートは安アパートだ。よってドアの外は、すぐ廊ろう下かと階段になっていて──。

　しっかし、この寒空で……。

　待つこと、しばし──。

　その間に、ろとと二人で、蕎麦の残りを片付けてしまう。




　　　　◇




「じゃーん!!」

　ようやく出てきたワードナーは、ポーズを付けてモデル立ちをした。

「うおー……」

　思わず声が出た。

　それをめざとく見つけられてしまう。

　ワードナーは、ますます、ドヤ顔になった。

「どや！」

「すっげーな……、それ手作りか？」

　ワードナーとゾーマの着ているのは、俺たちのゲームの──キャラの衣装だった。

　つまりワードナーは、爆ばく炎えんの魔ま法ほう使つかい露ろ出しゆつ狂きようエロ仕様。ゾーマは神官衣だ。

「ふっふーん、知りあいのプロに頼たのんだのよ」

　よくあるコスプレの衣装とは、クオリティからして違ちがう。まるで本物の衣装だ。プロはプロでも、コスプレ衣装のプロではなくて、本物の服ふく飾しよくデザイナーとか、そっちのほうなのか？

「しかし……」

　俺は、じーっと見た。

　ゲームの中で見る分には、気にもならないが……。こうして、リアルで見ると……。

　エロいな。マジで。

　俺の視線をめざとく見つけ、ワードナーは──。

「ふっふーん……♡」

　──赤い唇くちびるを舐なめて、ポーズを変えた。ますますエロく凶悪になる。

　もっと見ていたい気も、しないでもなかったが……。ろとがいるので、そのくらいにしておく。

「あー、まー、おほん。……衣装はすごいと思うが。しかしハッピーニューイヤーで、仮装パーティはやらないと思うぞ。やるならハロウィンとかじゃないか？」

「外国じゃ仮装して楽しむのが普ふ通つうよ」

　俺はすかさずノートパソコンを引き寄せて、Google先生に訊きいてみた。

「うそだな」

「いいじゃんー。ケチぃー」

「いや。ケチとかそういうことではなくてだな──」

　ろとを見る。

　ろとのやつは──。キラキラした目を、ワードナーとゾーマの二人に向けている。

「ろとちゃーん、こっち、いらっしゃーい。ほーら、ろとちゃんの衣装も、あるわよ～？」

「ほんとっ!?」

　ろとが釣つれた。まっしぐらだった。




　　　　◇




　ゾーマと二人で、正座して向こうを向いているうちに、着替えは終わった。

「じゃーん！」

　ろとがいた。伝説の青い鎧よろいを着た、ガチ物理──重戦士が、そこにいた。

　ただしゲームの中とは違って、ひげ面のおっさんではなく、鎧を着ているのは、ロリ体型の外見だけなら〝美少女〟といっても過言ではない少女である。

「おい……、そ、それって……、金属製か？」

「そうよお、ああでも。軽いから。ＮＡＳＡで開発された特とく殊しゆな金属で、見た目よりも、ずーっと軽いから、平気よー」

「とれぼ～、かるいよ～」

　ろとはくるくる回ってから、ぴたっと止まった。

　ああ。これ。ゲーム内で、ろとがよくやるエモーションだ。

「どうおー？　いーいー？」

　ろとが聞く。

　イイ。すごくいい。鎧を着た美少女、すごくイイ！

　俺は「いいね」を押しまくった。

「ねー、トレボー。じつはあんたのもー……、あったりするんだけどー？」

「こ、コスプレとか……、しないっ」

　俺は言った。精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうを試みた。

「ぼく。みてみたいなー。とれぼー。すごく。カッコいいと思うんだー」

「そうか？」

　俺の精一杯の抵抗は、ろとの一言によって、あっけなく、打ち破られてしまった。

　ろとが見たいってゆーなら……、まー……、しかたないなぁ！




　　　　◇




「イイヨイイヨー！　トレボーちゃん、可愛かわいいわよーっ!!　ひゅーひゅー!!　回ってまわってー!!」
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「くっ……」

　俺は恥ち辱じよくに打ち震ふるえていた。

　そう──。

　俺は忘れていたのだ。俺のゲーム内キャラが──「森の乙女ドルイド、ぴちぴちハーフエルフ一五歳美少女」だったということを……。

「スカートめくってめくってー！　めくんなさーい！　てゆうか！　犯させろーッ！」

　痴女が叫さけぶ。

　死ね。死にさらせ。

　てゆうか。いっそ殺して。

　くっ……、殺せ。

　俺は恥辱に震えた。

「とれぼー。だいじょうぶだよー。カッコいいよー」

　ろとの言葉も、ぜんぜん、なぐさめになっていない。

　俺たちの年末年始は、ぐだぐだでポンコツな感じに過ぎていった。
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　お正月の昼。

　いつもとちょっと違う。俺とろととの、大六畳じよう間──。

　ろとは一いつ生しよう懸けん命めい、雑ぞう煮にを食っている。

　べつに正月だから、雑煮を食わなければならない、ということもないはずだ。

　しかし、ろとのやつが、「ぼく、おぞーに、食べたことないのー」とか、不ふ憫びんなことを言うので、飼い主──もとい、執しつ事じ──もとい、ママ──もとい、介かい護ご人──もとい、友達としては、Google先生とYouTube先生の力を借りて、お雑煮を作って、食べさせてやりたいと思うではないか。

　自分で言うのもなんだが、見よう見まねで作ったわりには、けっこう、いい出来だったと思う。

「なー、ろとー」

「ふぁーひー？」

　ろとは、ぐいーんと伸のびるモチと格かく闘とうしている。

「和お尚しようさんが二人いました」

「??」

「おしょうが、ツー」

「ぶはぁっ!!」

　ろとが噴ふいた。盛大に噴いた。めっちゃ噴いた。

　こんなに噴くとは思わなかった。

「おいおいおい。……だいじょうぶか？」

　タオルを持ってきて、拭ふいてやる。

　ろとはしょんぼりしているかと思いきや、キラキラとした目で──。

「すごいよー！　とれぼー！　すごいおもしろいよー！　とれぼー！　天才だよー！」

「え？」

「いまのー！　いまのー！　おしょうさんがツー、っていうやつー！」

「こんなの、ただのダジャレだぞ？」

　しかもオリジナルでさえない。いまのネタは、なんか子供の頃ころ、テレビで観みたやつ。

「もっとやってもっとやってー！　もっともっとー！」

「隣となりの家に、囲いができたんだってねー。へー」
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「ぶはぁっ！」

「カッターを買ったー」

「ひい！　ひいひい！」

　ろとは転げ回ってウケている。

　足をばたばたとやっている。

　ぱんつ見えんぞ。

「そんなしゃれ、よしなシャーレー」

「ひ！　ひ！　ひ！」

　ついに呼吸困難になった。

　このへんで勘かん弁べんしてやろう。──でないと、ろとが死んでしまう。

「おーい。息しろー。息ー。……すーはー。はい、……すーはー、だぞー」

　ふにゃふにゃになってるロトの脇わきの下に手を入れて、持ちあげて、しゃんとさせる。

　深呼吸をさせてやる。

　ろとは笑いすぎて、汗あせびっしょりになっていた。

「そんなウケたかー？　おもしろかったかー？」

「すごいよ、とれぼー！　とれぼー天才だよ！」

　ろとは真っ赤な顔で大興奮。

　いやー……。それはー。……どうだろう？

「ぼく！　お笑い番組とかは、よくわかんなくて、ぜんぜん笑ったことないんだけど。とれぼーのはわかったよ！　すごくおもしろかったよ！」

「あー。あー。あー」

　二人でバラエティ番組見ていても、そういえば笑ってなかった。

　なるほど。そうか。レベルが高すぎたのか。

「布ふ団とんがふっとんだ」

「ひー！　ひー！　ひひぃ！」

　俺はまた、ろとを悶もん絶ぜつさせにかかった。

「イカを食べたイカ？」

「だめー！　だめー！　しんじゃうしんじゃう！」

　足をばたばた。ぱんつ見えんぞ。

　なんかちょっとイケナイ気分になってきた。

　俺はさらにダジャレをぶっ放した。猛もう烈れつにハッスルした。




　　　　◇




「雑煮が冷めちまうなー。このへんにしとくかー」

　俺はそう言った。

　ていうか。レパートリーが尽つきたわけであるが。

「とれぼー。おきれなーい……。おこしてぇ……」

　すっかり甘えた、ろとの脇の下に手を入れて──ぐいーんと持ちあげる。

「そういえば。ろと。知ってっか？」

　お雑煮の残りを食べながら、俺は、ふと思いついて──言った。

「もう笑わすのなしだよー？　ぼく。しんじゃうよー？　ぼくがしんじゃったら、とれぼー、ひとりさみしく、老後をすごすんだよー」

「すんげー気の長い話だなー」

　四億円あれば、残り余生八〇年が安あん泰たいだ──と、いつも言い聞かせているからだろうか。

「笑いすぎちゃうと、おなかいたくなるから──。もう今日はだめ！　ダジャレは一日一五分！」

「しないしない。──てか。一五分はいいのか」

「じゃあ。言っていいよー」

　ろとの許可が下りたので、俺は、さっき思いだしたことを言ってみた。

「モチって年の数だけ食うといいらしいぞー」

「え？　ほんと？」

「あー。なんか福があるんだっけかな？　一年を健康で過ごせるんだっけかな？　たしか、そんなんだー」

「じゃあぼく食べる！　おかわり！」

　どんぶりが突つき出される。

「お？　おお？」

　俺はモチを焼きに行った。




　　　　◇




「らめえ～……、もうたべられないぃ～……、しんじゃう～……、らめえ～……」

　ろとは、よく頑がん張ばった。

　一五個までは食べた。

　ふだん小食のろとであるが、意外と、食えるやつだった。

「ぎぶ～……、きぶでぇす～……、ぎぶで～……、ひとつ～……」

「お、おう」

　あと何個食べれば、ろとの年の数になるのか、それはわからないが……。（そういえば、ろとの歳としは知らなかった）

　まあ年ねん齢れいと同じ数を完食するのは、無理だろう。

　俺なんか、はじめから諦あきらめてかかっている。二十数個も食えるかっつーの。

　誰だれだこんな風習はじめやがったの。




　　　　◇




　余談だが……。

　あとでGoogle先生に訊きいてみたら、歳の数だけ食うのは、正月の「モチ」ではなくて……。節分のときの「豆」のほうだった。

　すまん。ろと。

　すまんかったわー。
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　正月二日目の大六畳じよう間は、かなり賑にぎやかだった。

「ロト殿どの。おモチは。いくつにしますかな？」

「ぼく、じゅう──」

　今日もがんばろうとしている、ろとの口を塞ふさいで──。

　俺は台所に立つゾーマに言う。

「ろとは三つ。俺は四つで」

「了りよう解かいいたしました」

　ゾーマが来ると、鍋なべだけでなく、キッチンも仕切られる。

　俺も、ろとのために料理はするが、べつに得意というわけではない。

　手伝ってもいいわけだが、ゾーマは嬉き々きとしてやってる感じなので、今日は任せっきりにしている。

　あれ？　ワードナーには聞かねえの？　モチの数？

　なるほどー。

　ちょっと考えたら、その理由はわかった。

　その事実は……、深いなぁ。

　そのワードナーは、正月のバラエティ番組を見ながら、あはははは、とか笑っている。

　のっし、と、重たげなおっぱいが、二つほど──コタツの上にのっかっている。

　俺はカゴからミカンを取り出した。

　二つの山にわけて、自分の前に積み上げてゆく。

　同体積を作りだすには、左右、それぞれ、ミカン四個ずつのピラミッド構造が必要となった。

　けっこーデカイな。

　ミカン四個ずつを重ねて、両方の手のひらで、もみもみと、やっていると──。

「そういえばさー」

　と、ワードナーが言った。

「なにかな？」

　積み上げたミカンを、ずびっと崩くずして──俺は聞いた。

「今朝──っていうか、昨夜？　へんな夢みたのよねー」

　ミカンを一個持っていって、ワードナーは言う。

「夢？　初夢っていうやつか？」

「とれぼー。はつゆめって、なーにー？」

　ろとが会話に入ってきた。

　さっきまで、ワードナーと一いつ緒しよに、テレビの正月特番を、じーっと集中して見ていた。ワードナーが、「あははは」と笑うところで、ワードナーとテレビとを交こう互ごに見比べていたりしたから、ダジャレ以上の、高レベル「お笑い」を習得しようと頑張っているところなのだろう。

　俺は剝むいてやったミカンの半分を、ろとにパスした。

　半分は自分で食べる。

「初夢ってのは、一月二日の朝起きたとき、覚えてた夢のことだな」

「はじめて見る夢なら、一月一日の夢なんじゃないのー？」

「え？」

　あれ？　言われてみれば……、たしかに？

　ささっとノートパソコンを引っぱってきて、Google先生に訊いてみた。

「いや……、一月二日の夢で、あってるらしーぞ」

「なんでー？」

「さあ……、なんでだろうなー。──で、初夢が、どーしたって？　どんな夢をみたんだ？」

　俺はワードナーに顔を向ける。誓ちかって言うが、おっぱいは見ていない。顔を見ている。

「それがさー。こたつでロトちゃんとトレボーと、あんたら二人と、ミカン食ってる夢なわけ」

　美女はそう言った。手をぱたぱたと動かすから、そこへミカンを一個のせてやった。これで、元・右乳部分は、もう一個しか残っていない。

「かなったじゃないか。その初夢。正夢になったぞ」

「よかないわよー。そんなの、わざわざ夢に見るようなもんでもないでしょー」

「ねー？　ぞーまは、いないのー？」

「ああ。……そういえば。いたよーな。たしか雑ぞう煮に作ってたっけ」

「いま作っておりますぞー。もうすぐ出来ますぞー」

　ゾーマは仕上げに入っている。なんか味み噌そとか入れている。

　あれじゃ味み噌そ汁しるか豚とん汁じるに思えるが……。

　雑煮の作りかたにも色々あるんだなー。ちなみに、我がろと家は鶏とりガラの清すんだスープで作る醬しよう油ゆ味の雑煮だ。

「ぼくも、なんか、夢みたよー。おぼえてるよー」

「へー。どんなんだ？」

「んっとね……」

　唇くちびるに指先をあてて、ろとは天てん井じようを見る。

「わーどなーと、とれぼーがねー、……ぷろれす？　やってる夢ー」

　ギクギクギクー、と、俺は身を強こわばらせた。

「ほうほう。それはそれはぁ」

　ワードナーは大変面おも白しろそうな顔で、ニマニマと笑っている。

「──で、どっちが勝ってた？　その夜のプロレスっ？」

　聞くな。やめとけ。

　こっちがどうやって話題を逸そらすか一いつ生しよう懸けん命めい考えているのに、このアマ、すこしは火消しに協力しやがれ。

　だが無む駄だなようだ。

　俺が全力で回かい避ひしたいと思う話題も、セクハラ上等のオヤジ的感性を持つ彼女にとっては、すごく関心のある話題なのだろう。

「えっとねー……、とれぼーの、勝ちー！」

　ぜんぜんわかっていない、ろとは、あっけらかんと言う。

「わーどなーはー、負けちゃってー、泣いてたよー。すすり泣きー」

「あっはっはっは！」

　ばしばしと畳たたみをぶっ叩たたいて、ワードナーが超ちようウケている。

「あたし？　負けてんのー？──えっひゃっひゃ!!　ないないない。二〇年はええわ。あたしがどんだけ年季積んでると──おおう！」

　ワードナーが妙みような声をあげる。俺がコタツの中で足を蹴けった声だ。

　そしたら、蹴り返された。

「いてっ」

　俺は蹴った。蹴った。

　蹴りっく。蹴りっく。

　蹴られた蹴られた。

　──うおおおい！　ヘンなとこに足あてんな！　この痴ち女じよめえぇ！

「なにしてるのー？」

　ろとがコタツの布ふ団とんをめくる。

　そのとき俺は、足をつかまえられて、ワードナーに技わざをかけられつつあるところだった。

「痛いててててててて！　ギブ！　ギブギブ！」

　俺は畳をばしばしとタップした。だがワードナーは、力を緩ゆるめず、ギリギリと締しめ上げてくる。

　たしかこれ、〝４の字固め〟とかいうやつ。プロレス技の一つ。

　片足が、ワードナーの股こ間かんとおっぱいとに押しあてられていたりするが、そんなもん、気にすることができるような状じよう況きようではない。

「ぷろれす？　ぷろれす？」

　ろとが聞いてくる。

　だが答えることもできない。

「痛い痛い痛い！　マジ痛い！　折れる折れる折れるって！　すいませんした！　ナマ言ってすいませんしたあああぁ！」

「お雑煮がー。できましたぞー」

　レフェリー・ゾーマがやってきて、ようやくブレイクで、切り離はなしてくれた。

　あー。ひでえ目にあったー。

「ほらー、ねっ？　ロトちゃーん？──泣いてるの、トレボーのほうでしょー？　あたしじゃないでしょー？」

「ほんとだー」

　ほんとだー、じゃねえよー。

　まあ、しかし──。

　ろとが夢でみた「ぷろれす？」が、すっかり本当のプロレスの話になっていて、よかったよかった。

　安全かつ安心だ。
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　いつもの大六畳じよう間。いつもの午後の光景。

　テレビの番組は、まだ通常シフトに戻もどっていなくて……。世間様もなんとなく、正月気分から抜ぬけ出していない。

　俺はコタツの上でミカンクラフトに勤いそしんでいた。

　特別に買ってきたＬＬサイズのミカンを、四つ──ピラミッド形に並べたこいつは、ワードナーだ。

　左右それぞれで二山ほど。

　計八個の出費は、けっこう痛くはあったものの……。Ｍサイズのミカンが四つでは、どうにも再現不能なのだ。あの物体は。

　よってＬＬサイズは絶対に必要なのだ。これは必要な出費というやつだ。

　それにミカンはどうせ食うわけだし。

　うん。まったくもって、問題はないなっ。

　あと、ＳＳサイズのミカンも一袋ふくろほど仕入れてあった。

　こちらは、ろと用。

　ミカン一個ずつだと、どうにも違い和わ感かんがでてしまうのだ。体積的に。

　ＳＳサイズでも大きすぎる。現実とまったく見合っていない。

　ＳＳサイズのミカンを、半分ずつに割って、右と左に置いた感じが……、ぴったりなのだ。

　ちょうど、ろとサイズだ。

　実際にさわったことはないが、チラって見えたり、ぎゅーって抱だきつかれたりしたときの感かん触しよくからして、誤差数パーセント以内で現実と合がつ致ちしている蓋がい然ぜん性は、非常に高いと言わざるを得ない。

「ねー。とれぼー」

　テレビに顔を向けていた、ろとが──ぽつりと言った。

　俺は慌あわててミカンを崩くずした。

　ワードナーの右乳編と左乳編を崩し去ったのちに、速すみやかに──可か及きゆう的てき速やかに、ろとの右乳編と左乳編の、証しよう拠こ隠いん滅めつを図はかった。

　もっきゅ。もっきゅ。

　ＳＳサイズとはいえ、一個分まるごとを口にすると、ハムスターになってしまった。

「ふぁー、ふぁひふぁふぁっ？」

「たべてからでいいよー」

　もぐもぐ。ごっくん。

「な、なにかな？」

　俺が聞くと──。

　ろとのやつは、きっちりと正面を向いてきて──。

「とれぼーって……」

　なぜか、そこで溜ためて……。

「……おっぱい、好き？」

「い、いやべつに。そんな取り立てて言うほど好きなわけではないぞ。まあ一いつ般ぱん的に言って男子の八五パーセント──いや九五パーセント以上は、好きか嫌きらいかで答えれば好きのほうに含ふくまれるんじゃないか。だから俺が仮に好きだったとしても、それは平均的というだけであって、べつにおかしくもなければ変でもない。むしろここで嫌いと言ったりするほうが不自然というものではないかな。俺はそんな自意識の肥大した答えなんてするつもりもないし、そんなふうに斜しやに構えることをカッコいいと称しようする意識は、すくなくとも中学二年生の時点において卒業していたことは、これはもう明らかであり明白な事実である。なんなら高校時代の同級生の証言を取ることも可能だが、そんなことをする必要はもちろんないわけだ。……わかるな？」

　ろとは俺の話の途と中ちゆうから、ミカンを剝むきはじめていた。

　ワードナー左乳編の先っちょが欠けてしまった。また買ってこなければ。

　あ。おわった？──という顔で、ろとが、こっち向いた。

「とれぼーって、おっぱい、好きなの？」

「いやだから何度も言っているように、俺はべつに大小で区別や差別をするつもりもなければその予定もない。大も小も貴き賤せんなしというのが俺のポリシーでありマニフェストでもあるわけだ。これは俺の個人的意見というよりは世間一般的な共通観念の話になるので、誤解しないで聞いて欲しいのだが、まあその種の永遠の命題に関しては「是ぜ」と答えるのが一般解であろうと俺は思う。しかしこの問題は高度に政治的な要素もはらんでおり、血で血を洗う闘とう争そうの原因でもあって、巨きよ派と貧派とは永遠の闘争を繰くり広げる間あいだ柄がらでもあるわけだ。さらに昨今においては、〝無派〟と〝微び派〟が参戦してきたこともあって、全体的な傾けい向こうでいえば〝貧派〟のほうが分解能が高い。よって世間的には人気なのは貧派であるといえなくもないわけだ。まあ対する巨派のほうには美派と魔ま派があったりするので、分解能もしくはミームの闘争としては、拮きつ抗こうしているともいえるが。そして貧派の一派においては〝虚きよ派〟なるものまであるわけだが、俺はそこについては懐かい疑ぎ的だ。しかし微と貧ならぜんぜんありだぞ。……だから希望を持て。な？」

　ろとはまた別のミカンを食べていた。

　こんどはワードナー右乳編の先っちょから、一個を持っていっている。だからなんで先っちょだけなんだ？

　あ。おわった？──という顔で、ろとが、こっちを向いた。

「とれぼーは、おっぱい好き？」

　俺が口を開こうとすると──。

「もう、長いの、めっ……だよ？」

　めっ、されてしまった。

　しかたがないので、俺は、正直に白状することにした。

「……好きだけど。いけないかよ」

「べつにいけなくないよー」

　ろとは言う。

　うっわー。フォローされてるよー。俺ー。どうしようどうしよう。

　ワードナーのおっぱい、見てること、バレてたのねー。

　あと、ろとのおっぱい、たまに見てることも、バレてたのかなー。

　うわー。うわー。うわー。

　ごめんなさい。

　生まれてきてごめんなさい。男の子でごめんなさい。

　もうカンベンしてください。

「そっかー」

　ろとは、にぱっと明るく笑った。

　話は、そのまま、そこでおしまい。

　ろとは「納なつ得とくいった」という顔で、テレビのリモコンでチャンネルを変えている。

「あれ？　いいの？」

　俺は聞いた。

「え？　なにが？」

　ろとは聞き返す。

「いや……、てっきり、俺は、責められるものかと……」

「なんでー？」

「いや……。なんで……って、だっておまえ……？」

　俺は、ろとを見た。まじまじと見た。

　ろとは天使の笑え顔がおを浮うかべている。

「ぼくがきいたのはー、わーどなーが、言ってたからだよー」

「ワードナーが？　なにを？」

「〝おとこはみんな、おっぱいがすきー〟なんだってー」

「あんのクソアマビッチ」

「あ。そうだ」

　ろとは、こたつから出ると、こっちを向いた。

　畳たたみの上に正座で座って──。深々と、頭を下げてくる。

「ぼく。おっぱいなくてー。ごめんなさい」

「いえ。こちらこそ」

　俺も同じように正座で深々と礼を返した。

　おっぱいスキーでごめんなさい。




　　　　◇




　本日の出費。

　買い出しあれこれ数日分。五三〇四円。

　ミカンＬＬ。二袋。五三〇円×二。

　ミカンＳＳ。一袋。四八〇円。

　合計。六八四四円。

　現在の俺たちの、財産残り──。

　三億九九六九万七七三八円。







[image: 一個のからあげ]




　いつもの昼どき。いつもの大六畳じよう間。

　正月の空気もすっかりどこかに流れ去っていって──。

　テレビの番組も通常ローテーションに戻もどった感じの、そんなある日の昼食タイム。

　世間様は仕事始めになっているが、ろと家は、まったくふだん通り。

　働く必要は一いつ切さいないので、朝起きて朝ごはんを食べて、昼には昼ごはんを食べて、夜には夕飯を食べる。

　そんな生活。

　午後には二人でログインして、いつものネトゲをやることもある。

　ワードナーとゾーマがログインしてくることもあるし、ゲーム内でなくて、リアルで押しかけてきて、夕飯が鍋なべにかわるときもある。

　今日の昼飯のメニューは、昨日の残りだ。

　たいしたものは並んでいない。

　お総菜コーナーの、きんぴらゴボウとマカロニサラダ。出来合いのコロッケが、俺と、ろととで、一個ずつ。

　あと、からあげが一個。これは昨日の夕飯の残りだったので、一個しかない。

　ろとが、からあげを、ぷすっと箸はしの先で刺さした。

　ろとはどうもうまく箸を使えない。子供握にぎりで持っている。

　その二本束ねた箸の先で、からあげを、ぷすっとやって──。

　もぐもぐと美味おいしそうに食べている。

　無心に食べている、ろとを見ながら、俺がなにを考えていたかというと──。

　からあげおいしいかー。よかったなー。とか。

　こんど先割れスプーンを買ってきてやろう。とか。

　だいたい、そんな感じのことだった。

「あっ？……あーっ!!」

　ろとが、急に大声をあげた。

「どうした？」

　俺は慌あわてず騒さわがず、落ち着いて聞いた。

　一いつ緒しよに暮らすようになって、ろとのオーバーリアクションには、だいぶ慣れた。そしてよく聞いてみれば、じつは、たいしたことではないことが多い。

「ぼく！　ぼく！　食べちゃったー！」

「なにを？」

「からあげ！　からあげ食べちゃったのー！」

　そうだな。食ってたな。

「ああ。楽しみにとっておいたわけかー。最後に食べようと思っていたんだなー。それは残念だったなー」

　俺は言った。そんなことぐらいで喜き怒ど哀あい楽らくをあらわにできて……。ろと、くっそかわいいなー、もう。

「ちがうの」

　そうか。ちがった。

「じゃあ、じつは鶏とり肉にくが、キライ……、だったとか？」

「ちがうよ。トリさん好きだよ」

　そうだよなー。

　ろとは、あんまり好き嫌きらいはなくて、ぱくぱくと、なんでも、しあわせそうに食べるのだ。

　鶏肉料理はこれまで何度も出しているし。食ってるし。

「えーと……、じゃあ？　なんだ？」

　お手上げだ。

　ろと学の第一人者である、この俺にもわからない。つまり、全人類の誰だれにもわからないということだ。

「あのね！　あのね！　からあげね！　一個しかなかったから……」

「ああ。一個だけだったな」

　俺はうなずいた。だから、ろとに食べさせたわけだが──。

「だから！　とれぼーと！　はんぶんこしないと、だめだったのー！」

　ろとは目をぎゅっとつぶって、そう叫さけんだ。

「あー……」

　俺はなんと言えばよいのか困って、言葉に詰つまった。

　その発想は……、なかったなー。

　ろとは、しょぼーん、としている。

　からあげを独り占じめしてしまったことで、落ちこんでいる。半分を俺に分けられなかったことで、本気で、しょげかえっている。

　そんな、くっそかわいい、ろとに対して、俺は──。

「なー。ろと」

「なーにー？」

「あとで買い物行くかー？」

「？」

「今日の夕飯は、からあげだー」

　暗かった、ろとの顔が、ぱあっと明るくなった。

「そっかー！　お夕飯のとき、とれぼーのほう、一個多くすれば、いいんだねー！　それでおんなじだねー！　とれぼー！　すごーい！　あたまいー！」

　いやー。べつに、おまえのほうが、一個多くても、二個多くても、べつにいいんだがなー。

　それで、おまえの気が済むんだったら、俺は、なんだってするさー。




　　　　◇




　本日の出費。

　からあげ。数個。四七二円。

　菜っ葉。一二八円。

　チョコ。お菓か子し。二五二円。（いつのまにか、カゴに入っていた）

　牛乳。一七八円。（ろとは最近よく牛乳を飲む）

　合計。一〇三〇円。

　現在の俺たちの、財産残り──。

　三億九九六九万六七〇八円。
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「なー。ろと」

「なーにー？」

　いつもの大六畳間。いつもの夕方。

「なんで、ヘッドフォンつけたままなんだー？」

　ろとがヘッドフォン娘むすめになったまま、ぱたぱたと、部屋のあっちこっちを動いていたりするので、俺はそう聞いた。

　ゲーム中は音が混ざるので、ヘッドフォンをしていることもある。

　でもいまはべつにゲームはしていない。

「しらない？　ヘッドフォンつけてると。超能力ーっ、つかえるんだよ？」

　ろとは、ない胸を張って、あたりまえのように、そう言った。

「うーん？　超能力？」

　俺は腕うで組ぐみをして、考えた。

　ろとのいうことは、論理の飛ひ躍やくが激しすぎて、たまについていけないことがある。

　アホなのか天才なのかどっちかだ。まあどっちでもいいのだが。

「……して？　そのココロは？」

　わからないので、素す直なおに聞いてみる。

「マンガにでてくる超能力者さん、みんな、つけてるよー？」

「そうか？　そうなのか？　本当にそうなのか？」

　そこ〝みんな〟っていうところ。突つっこむべきところだな。

　ほんとにそうか？　そうなのか？

「このあいだ、よんだマンガー、そうだったよー？」

　ろとは言った。

　そう言えば、ふたりで駅前の漫まん画が喫きつ茶さに入ったっけ。「ここ、なにを売ってるお店？」って、ろとが、首を四十五度に傾かしげて聞くので、なんとも説明がしがたくて──。二人で入った。狭せまい個室で、ろとを体の前でだっこする形で、二人で積み上げたマンガを、黙もく々もくと処理した。

　なるほど。その読んだマンガのなかでは、そうだったわけだな。

　なるほど。ろとにとっては、たしかに「みんな」だな。

　ちなみに……。

　はじめ、ろとは、「マンガの読みかた」を教えてやらねばならなかった。右上から左下に順番に読むんだぞー、とか、教えてやった覚えがある。

　ろとはマンガを読んだこともなかった。──どんだけだ？

　ろと、くっそかわいい。

「とれぼーは、超能力ー、つかいたくないのー？」

「うーん」

　俺は腕組みをして考えた。

「中２の時には、使いたかったような気もするなー。異能に憧あこがれたっけなー」

「でしょー」

　ろとは、にっこりと笑った。

　この笑え顔がおを見ていると、細かいことは、まあいいか、という気になってくる。

「それではー、超能力をー、つかいまーす……」

「お？　お？　お？……使うのか？」

　俺は身構えた。

　ろとのやつは、両手を突きだして、目をかたくつむって、む[image: ～][image: ～][image: ～]、と、なにやら全身で念じている。

「お？　お？　お？　なんの能力だ？」

「て……、てれぱしー！」

「ん？　テレパシー？　それはどんな異能だ？」

「あいてのー、かんがえていることがー、わかるー！　超能力ーっ！」

　なんだか地味な能力だなー。それもマンガにあった異能なのかなー。

　まあそのへんはいっかー。

「じゃあ、俺はいまなんて考えているー？」

「ろと、くっそかわいい、テラオカス」

「それはワードナーがいつも考えていることだなー。別の人の思考を読んでしまったなー」

「しまったー」

「あと、ろと、おまえ、〝テラオカス〟って、意味わかってる？」

　俺が聞くと、ろとのやつは、目をぱちりと開いて──。

「ううん」

　──首を横に振ふってきた。

　うん。だよねー。

　ろとが、〝オカス〟の意味を知ってて言ってたら、こわいわー。

「つぎの超能力ーっ、いきまーす！」

「お？　お？　お？　まだあるのか？」

　ろとは、またも手を突きだして、うーんとうなる。

　目をつむって、念を込めるポーズ。

「お？　お？　お？　こんどはなんだっ？　どんな能力だっ？」

「さいこきねしすー……！　物をー、うごかすー、能力ーっ！」

　またなんか地味な能力きた。

　異能とは違ちがうのか？　超能力って、地味なもののことをいうんか？

「なにを動かそうとしているんだ？」

「ミカンー……、ミカンー……、ミカンー、こっち、こーい……」

　ろとは、〝サイコキネシス〟とかいう能力で、ミカンを引き寄せようとしていた。

　俺は、コタツの上のミカンを手にとって、ろとの手のうえに、ぽんと置いてやった。

「やった！　ミカン！　きたー！」

「うむ。きたな」

「さいこきねしすー、つかえたよー」

「でもどっちかっていうと、サイコキネシスというよりは、トレボーネシスとか、そんな感じだったがな」

「つぎ。てれびー、つけるー、むむむむー」

「あいよ」

　俺はテレビのリモコンを押した。

「みらいよちー！　三〇分後に！　ピザがくるのがみえます！」

「あー。きょうの夕飯は、ピザ食いたいんだなー。おっけー。おっけー」

　俺は、ＷＥＢからピザのデリバリーを手配した。

　ろとの未来予知通りに、三〇分後にピザが届いた。

　人見知りする、ろとが、めずらしく──自分で玄げん関かんまで駆かけていった。




　　　　◇




　本日の出費。

　ピザ。Ｍサイズ。二一六〇円。

　現在の俺たちの、財産残り──。

　三億九九六九万四五四八円。
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「あー。ロトちゃん。今日もくっそかわいいわー。犯おかしていい？　犯していい？」

「言っておくが。そんなエモーションはないからな」

「テラ犯す!!」

「口で言うだけかよ」

　かちかち。こちこち。マウスの音が大六畳じよう間に響ひびきわたる。

　弁当を食べに来たワードナーが、〝食休み〟と称しようして、そのままネトゲに参加。なんでか三人で、オーバーキル気味に狩かりをやっている。

　大六畳間には、ゲスト用のノートパソコンが、いつのまにか二台ほど常備されている。

　ゲスト用ＰＣのうちの一台は、俺の元の部屋から持ってきた物。

　あちらは契けい約やく解除したので、そろそろ荷物をすべて処分しに行かねばならない。

　この大六畳間に運びこむと手て狭ぜまになってしまうから、あらかた捨てることになるだろうが……。さてどうしたものか。

「あー!!　ロトちゃんの肉の壁かべに突っこみたい!!　テラ犯す!!」
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「うっせえ」

　下品なことを口走る痴ち女じよの脚あしに、コタツの中でリアル攻こう撃げきを行う。

　まあたしかに、ゲーム内の、ろとのキャラは、物理無む双そうで──肉壁といえば肉壁だが。

　そんなことをやっていたら、プレイのほうがおろそかになってしまった。

　ラストダンジョンの中層を、前衛、中衛、後衛、の三人だけで攻こう略りやくするのは、不可能とはいわないものの、ワンミスで命取りとなりかねないマゾゲーだ。

「ちょっとここ、話もできねーから。移動すっぞ。次やったら、転移かけるから」

　その〝次〟というのと戦っている最中に、緊きん急きゆう脱だつ出しゆつ呪じゆ文もんを詠えい唱しよう開始。

　倒たおしきるのと、呪文詠唱が完かん了りようして発動するのとは、ほぼ同時。わずかに倒してアイテムが落ちてくるのが先。

　安全地帯まで戻もどって、緊きん張ちようを解いて、ほうっと──息を吐はく。

「なぁに？　トレボーってば、あたしと話がしたいワケ？」

　赤く塗ぬった唇くちびるを、にいっと歪ゆがめて、髪かみを払はらって、ワードナーが言う。

　ろととまったく違って、こいつは、いつも服とメイクの〝完全武装〟を忘れない。〝オンナ〟って感じがする。玄関に転がされている靴くつも、ハイヒールっていうよりもピンヒールだし。赤いスーツの胸むな元もとはがっぱりと開いて、上乳と中乳を見せまくりだし。時代とか流行とか季節とか無関係に激げき丈たけのミニスカだが、それがまた似合っていたりもするし。

　なんの仕事をしているのか（美容部員と言っていたが、このあいだ聞いたら保険の外交員になっていた）、年ねん齢れいも幾いくつなのか（一八歳と言っていたが、あれは永遠の一八歳という意味だ）、まるでわからない。

　ゲームの中で友人だったのでなければ、きっと、一生縁えんがない人間なのではあるまいか。

「なーにー、リーダーってば？　あたしの顔、じいっと見て？──惚ほれた？」

「アホいえ」

　ほんと、アホなことを言うワードナーに、そう返す。

　えっひゃっひゃ、と、彼女は笑う。

「俺っつーよりも……、ろとなんだが」

　俺はこたつの隣となりの面に座る──ろとに、目を向けた。

「そうなの！　そうなの！　わーどなーとお話ししたいのー！」

　ろとが握にぎった手を上げ下げして、しきりに訴うつたえかける。

「おまえ。いつもウチくると、食ってるか寝ねてるかゲームしてるか、ひり出しているかの、どれかだろ」

「駅のトイレ汚きたないのよー。コンビニのトイレって混こんでるのよー」

　俺は顔をしかめた。

　ごく普ふ通つうにナチュラルに切り返された。

「聞いてねえし。スルーしろよ」

「スルーしてほしけりゃ、こっそり毒盛りつけんな」

　ワードナーはろとのほうに顔を向け──。

「いいわよー。ろとちゃーん。お姉さんといっぱいお話ししましょうー」

　そして、ろとに、がばっと抱だきつきに行った。

「あ。そうだ。トレボー。お布ふ団とん敷しいてくれる？　ロトちゃーん。お布団のなかで、い～っぱい、お話ししましょうね～？」

　俺が、家の中でいちばん分厚い「辞書」に手を伸のばすと──。

「ああ。うそうそ。冗じよう談だん冗談。──やだもー？　冗談だってわかるでしょー？　一いつ般ぱん常識的に考えてみてもー？」

「本気かどうか判断つかねーんだよ。その一般常識がおまえには通用しねーんだよ」

「あら。あたしは常識あるのよー？　ＴＰＯをわきまえて、大人として振る舞まうべきときには、しっかりできるのよー。なにしろぉー、お、と、な、ですからーっ」

　髪を払って、にっこりと微笑ほほえむ。

　痴女とは思えない、落ち着いた人格者の顔が、一いつ瞬しゆんだけ、浮うかぶ。

「で。ロトちゃん。なにを聞きたいの？」

「んっとね。んっとね。えっとね」

「質問、そのいち。──おまえとゾーマって、どういう関係？」

「なんであんたが聞いてくるのよ」

「し、し、しつもーん！　しょのにー！　どうすればそんなふうに、きれーになれますかー!?」

「それはいい質問ねー。ロトちゃーん。あとでじーっくり、おしえてあげるからねー」

　そういえばワードナーの仕事のひとつに、美容部員ってのがあったっけ。

　たしか、化け粧しよう品の実演販はん売ばいをするお姉さんだ。

「トレボー。あんたの質問。ロトちゃんと関係ないでしょ。ロトちゃんをだしにして、あんた、自分が聞きたいことを、言ってるだけでしょ」

「いいだろ。まえから気になってんだよ」

「それはゾーマが気になるっていう意味？　あたしが気になるっていう意味？」

「言った通りの意味だ。二人の関係が気になるっていう意味だ。……なんだよ？　ゾーマが気になるって？」

　まあ、ゾーマもゾーマで、正体不明で──。気になるっていえば、気になるわけだが。なんか、前に一度、ワードナーが「役員」とか言っているのが聞こえてきたことがあるが……。役員って、会社役員のこと？　エラい役職？

「ゾーマは……、あいつ、そっちの気って……。あったっけかなー？」

「いや。それは聞いてない」

　おいおいおい。いったいなんの話をしている？

　天てん井じようを見上げて、むふふー、とか含ふくみ笑いをしているワードナーが、俺とゾーマのカップリングを思い浮かべているであろうことは、ヘッドフォンがなくても、〝てれぱしー〟が使えなくても、俺にだってわかった。

「あたしだったら、べつに、相手が男でも女でも挿いれるのでも挿れられるのでも、ヘテロで男なんだけど特とく殊しゆ趣しゆ味みで、あたしが挿れる側とかだったりしても、ぜんぜん、オッケーだから」

「聞いてない。ますます聞いてない」

　変態性の話題へと、ずんずん突つき進んでいく。

「ふたりのなれそめはー？」

　──と、ここで、ろとが援えん護ご射しや撃げき。

　ワードナーは、長い睫まつ毛げをぱちくりとさせて、考えはじめる。

　ないす。ろと。

「馴なれ初そめ？　えーっとぉ……。そーんな、ドラマチックなもんじゃないのよー？　気づいてたら、つるんでいたっつーか、いわゆる、世間一般的に言うところの〝幼おさな馴な染じみ〟とかいうカンケイ？」

　彼女は、そこで、うつむき加減になって、顔を赤らめた。

「なんか……、普通すぎて恥はずかしいんだけど」

　恥ずかしいのか。

　ワードナーの羞しゆう恥ちポイントは、正直、まったく、わからんわー。

　あと、ワードナーの恥じらう表情とか、はじめてみたわー。

　下ネタ全開で、えっひゃっひゃっとか、豪ごう快かいにオヤジ笑いをするところしか、見たことなかったわー。

　いちおう〝恥はじ〟という概がい念ねんは持っているわけだな。ちょっと常人と恥じらいポイントがズレているというだけで。

「もうっ、ゾーマのことは、もういいでしょおぉー。……ほかになにか、ききたいことないの？」

　赤毛をくるくると指先に巻き取りながら、ワードナーは言う。

　おもろい。もっときいてやろ。

「幼なじみってわりには、歳としが離はなれすぎてるように思うんだけど」

　女の年齢はわかりにくいとはいえ、ゾーマとワードナーが、同い年ってことはないだろう。

「そういえば、昔は……、〝お兄ちゃん〟って、呼んでたときもあったわねぇ」

「お兄ちゃん──!?」

　愕がく然ぜんとなった俺は──つい、大声を張りあげてしまっていた。

「なによ変な声あげて？……近所に住んでたわけよ。だいぶ年上なんだから、そりゃ、言うでしょ。──お兄ちゃん、って」

「い、いえ──べ、べつに、おかしくはないと思います。ど、どうぞ。先をお続けになってください」

「なんで敬語？」

　そう言われる。

　ショックのあまり、俺は敬語になってしまっていた。

「中学生にあがって、高校受験の時かな？　そうよね。受験だったんだから中学のはずよね。おに……ゾーマに、家庭教師やってもらってたわけよ」

「家庭教師？」

「あいつ、頭はいいのよー？　東大出てんだから」

「と、東大っ!?」

　俺は驚おどろいた。

「ええと。東京工業大学のことでしょうか？」

「また敬語。……ちがうわよ」

「ええと。では東洋大？」

「ちがうってば」

「くいず？　くいずー？」

「わかった。東海大学ですね？」

「あのね」

「そうか！　東大阪大だっ！」

「……だからね。六大学の東大だっつーの。日本の最高学府の東大だっつーの」

「本当に東大だったーっ!!」

「なにをそんなに驚いてんのよ？」

「いえ……。東大出の人とか、リアルではじめて見ましたので」

「東大ぐらい、あたしも出たわよ？　ああ出てないか。途と中ちゆうで辞やめてハーバードに入り直したから」

「えええええーっ!?」

「あはは。うーそ。トレボーのその顔、おもしろーい。敬語も面おも白しろいから、もっとやって、もっとー」

「ちっ。なんだ。うそかよ。ざけんな」

「あー、戻もどっちゃったー」

　ワードナーは、面白そうに、にまにまと笑っている。

　遊ばれた。遊ばれた。遊ばれた。

「ゾーマが東大ってのはホント。けど学歴なんてどーでもいいでしょーが。起業家に学歴なんて関係ある？　ないわよね」

　ないんだ。てゆうか。会社役員とかじゃなくて、起業家とかだったんだ。ゾーマは。

　そんな人間が、なんで鍋なべ奉ぶ行ぎようをやってんだ。いや鍋奉行はこのさい関係ないか。

「そんな人間が、なんで鍋奉行やってんだ、ってカオね？」

「──!?」

　ずばり考えを言いあてられて、俺は絶句した。

「あんたは次に──考えを読むな！　と、そう言う」

「考えを読むな──って！　言ってない！　言ってない！　いまのはノーカン！　ノーカウント！」

「あははははは！　あははは！　ハッハー！」

　ワードナーは腹を抱かかえて笑っている。

　遊ばれた。遊ばれた。遊ばれた。──遊ばれたーっ！

　ゲラゲラと笑いながら、ワードナーはガラケーを取り出した。

　どこかに電話する。

「──ああ。ゾーマ？　なんかおもしろいから。あんた。来なさい。──え？　今日は無理？　なにいってんのよ。三秒できなさい！……ほんとにムリ？　え？　約束？　なにそれ？　じゃあ夜！　夜には来なさいよね！」

　電話が切られる。

　いつものように問答無用の口ぶり。

　そしてゾーマは来ることになった。幼なじみで、中学生と大学生ぐらいに年が離れているのに、どうしてこうも、頭があがらないのだろうか？

「……ふふん。夕飯は鍋なべかしら。肉かしら。──やっぱ肉よね。肉」

「おにくー！」

　ろとが喜ぶ。

　さっきから話には、全然ついていけていないが、こういうところだけは、きちんと聞いていて、反応する。

「そうそう。さっきの話の続きだったっけ。なんで頭あがんないのあいつ？──って、あんた、いまそう思っていたでしょ？」

「読むな」

「おに……、うおっほん！──ゾーマはね。中学生のあたしを、家庭教師していて、そんで──色々とあったわけよ。んで、あいつは、あたしに一生頭があがんないワケ。……わかった？」

　おい！　いまなんか端折はしよったぞ！

　大事なとこ！　ごっそりと省略したぞ!!

　色々と、どんなことがあって──一生頭があがんなくなってしまったのか!?

　三秒で来いと呼び出されて、頭があがんなくなるような、いったい！　どんなことがあったのかー!?

「夜にはゾーマ来るんだから。聞いてみなさいって──」

　そしてワードナーは、ウィンクをひとつ。

「今夜は焼き肉よー♪」
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　いつもの夕飯どき。いつもの大六畳じよう間……ではなくって。

　なんか。きらきら。ぴかぴかしている店の中。俺はあまり落ち着かない気分で、席に座っていた。

　四人掛がけのボックス席に座るのは──。

　俺と、ろと。ゾーマとワードナー。

　テーブルの真ん中には、丸い穴が空いていて、ごんごんと燃えさかる真っ赤な炭が、熱気を放っている。

「とれぼー。とれぼー。あったかいよー。これあったかいよー」

　ろとのやつは、手をかざして暖を取っている。

　なんつーか……。物もの怖おじしてない。知らない人と会うのは苦手なのに、知ってる顔ぶれでありさえすれば、場所はどこでも平気らしい。

「ロト殿どのは、焼き肉は、はじめてですかな？」

　そう聞いてきたゾーマに、ろとは──。

「──知ってます！」

　びしぃ！　と指を突つきつけた。

「牛かるびさんと、牛ろーすさんは！　もとは牛さんだったのです！　かるびと、ろーす、という生き物ではないのです！」

　ドヤ顔になって言う。

　ああなるほど。シャケの切り身が、あの形で海の中を泳いでいると思っていた、ろとのことだ。牛肉と豚ぶた肉にくも、スーパーで売られる──その形のままで、生きていると思っていたわけね。

「あー。ロトちゃん。焼き肉ははじめてなのねー。きょうはいっぱい食べるといいわよー。ここ。けっこう美味おいしいから」

　ワードナーが微笑ほほえみながら言う。もうビールに口を付けている。店に入った途と端たんに席にもつかず、「とりあえず中生と枝豆ね」とか頼たのんでいたから、酒だけはもう出てきている。

　ろとだけでなくて、俺もはじめてに近いんだけど。

　焼き肉なんて。昔。一回だけ連れて行かれたくらいで──。

「ロトちゃん。なに食べたい？」

「かるびしゃん！　ろーすしゃん！」

「ではカルビをとりあえず四人前で。あとロースも四人前で」

　店の女の子を捕つかまえて、ゾーマが注文をする。

「あたし。タン塩ないとだめな人。最初は絶対タン塩って決めてんの。それがルールなの」

「タン塩も四人前で」

　四が単位で、ばんばんと、肉が注文されてゆく。

　女の子が別のテーブルに呼ばれて、駆かけて行くのを見送って、俺は顔を上げてゾーマに向けた。

「いやー……、でもー、こういうところってー、高いんだろー？」

　きょろきょろと店の中を見る。

　チェーン店の焼き肉屋っぽいが……。それなりに高そう？

　ちなみに、ワードナーとゾーマは慣れているのか、メニューも開かずに注文をバシバシ決めている。

「四億円持ってるやつが、なーに言ってるんだか」

「うち倹けん約やく志向なんだよ。余生八〇年持たす予定なんだよ」

「資産運用なら相談に乗りますぞー」

「そそ。ゾーマ。そーゆーの詳くわしいのよ」

「いやー。まあ。うちは手て堅がたく元本保証でいく予定なんで。増やすことより、減らさない方針なんでな」

「そうですか。では必要がありましたら、いつでも」

　そう言うと、ゾーマは仏の笑え顔がおで、にこにこと笑った。

　俺はその彼に、聞いてみた。

「ところで……、よかったのか？　ろとと俺まで、お邪じや魔まして？　なんか二人で、食う予定だったんだろ？」

「いえいえ。かまいませんよ。ちょっと、一仕事が、片付いたお祝いをしようと思っていただけでしたので。私事でロト殿とトレボー殿を煩わずらわせるわけにはいかないかなと思いまして、遠えん慮りよしていました。一いつ緒しよに祝って頂けるなら、こんなに嬉うれしいことはありません」

　仏の笑顔で、にこにこ。

　これはまあ社交辞令ではなくて、本心なのだと思うようにする。

「きーてない！」

　だん、と、ワードナーが、中生のジョッキをテーブルに落とした。

「ぜんぜんきーてない！　そりゃ、今夜空けとけって言われてたけどさぁ忘れてたけどさぁ──でもそれが、よりにもよって？　焼き肉ぅ？　バーくらい連れてきなさいよね？」

　うっわー。

　真っ赤なゴージャス美女は、焼き肉でも、ご不満のご様子だった。

　ひえー。

「で？　なんのお祝いだっつーのよ？」

「……なんのお祝いなんです？」

　つい思わず敬語になってしまった俺を──。

　ろとが、じーっと、見つめてくるので──。

　俺は咳せき払ばらいをひとつして──。

「……なんのお祝いなんだよ？」

　いつもの口調で、そう言った。

「これ、です」

　ゾーマは、ひとつうなずいて、そう言った。

「これ？」

「あん？　なによ？　これって？」

「どれー？　どれー？　ぞーま、どれー？」

　皆みなは、一様にわからないといった顔を浮うかべる。

「ですから、これです」

　したり顔で、ゾーマは、もういちど同じことを言った。

「うん……？」

「くいずー？　くいずー？　それ？　くいずー？」

「あたしにクイズ出すなんざ十年早い！　ゾーマのくせに！」

　皆で腕うで組ぐみして首を捻ひねった。

　最初に気がついたのは、ワードナーだった。

「あ──。なーる。この店か」

「そう。ここなのですぞ」

　ワードナーが言って、ゾーマがうなずく。

　それでなんか話はおしまいになった。

　なんか二人の間で、話は解決をみたっぽい……？

「おーい。ぜんぜん、俺ら、おいてけぼりなんだけどー」

「答え、いわないくいずは、だめなくいずなんだよー」

「ほら。前、この店──、っていうか、この焼き肉屋チェーン。だいぶ落ち目だったでしょ？」

「そうなん？」

「この店だって、ガラガラだったわよー」

「いや知らんけど」

「やっぱ味よね。焼き肉店は」

「いい肉にしたのですぞー。これだって。オーストラリア産ですが、運んでくるあいだに、勝手に熟成肉になってくれます」

　ワードナーが言う。ゾーマがうなずく。

　てか。いつのまにか、肉！　きてた！　焼いてた！

「とれぼー。おにく。焼けてるよー」

　ろとが俺の皿に肉を〝おそなえ〟していった。

　俺！　ろとに介かい護ごされてた！

「そういや。ゾーマ。鍋なべのときは仕切るのに、焼き肉のときは、なんも言わないんだなー」

「いえ。仕切ってなどおりません。もっとも美味しい鍋の食べかたを提示しているだけですので」

　ゾーマは笑顔を浮かべると、そう言った。俺にはその笑みが〝邪じや神しん〟の笑いに見えてならないのだが……。

「いい肉に……〝した〟とか、さっき言ってたか？　いい肉に〝なった〟じゃないのか？　まるで自分が変えたみたいな──」

　肉を食いながら、俺は言った。なーんか、さっきから話に違い和わ感かんを覚えている。

「そうよ？　ゾーマが変えたのよ」

「へ？」

「おや。そういえばまだ説明しておりませんでした。ちょっと傾かたむきかけていたこのチェーンを買収しまして。そして建て直しおわりまして、この度たび、売ばい却きやく先が決まりました」

「へ？」

「ふだんはこういうことは、あまりしないんですが。〝買収してくれ〟って知人からの、たっての嘆たん願がんでして。まあ買収とかいっても、そんな物ぶつ騒そうなことや、阿あ漕こぎなことはしていないですよ。事業を買収された方も、売却先の方も、店で働く従業員の方々も、常連客のお客様も、そしてもちろん、私わたくし、ゾーマも、皆、笑顔になれるＷＩＮＷＩＮなお仕事でして」

「へ？」

「とれぼー。おにくー。やけたよー」

　ろとが肉を運んできてくれる。また介護された。

　肉をもぐもぐと食べながら、俺は考えた。

　いっぱい。考えた。

「ええっと……、つまり……？」

「もう。まだわっかんないの？　ゾーマがこの店──チェーンの、オーナーだってこと」

「今夜までですよ。二四時からは、他人の店となります」

「ということは……、つまり……？」

　俺は考えた。いっぱい考えた。

「つまり……、ゾーマの店ってことは……。いくら食べてもいいってことか!?」

　ずびっと、手を挙げた。

　店員の女の子に声を投げつける。

「カルビ四──いいや！　八人前！　おかわりっ！」

「オーナーであっても、代金は、きちんと払はらわなくてはなりませんぞ？　そうでないと国税庁から脱だつ税ぜいの嫌けん疑ぎをかけられますぞ」

「と──取り消しでっ！　カルビ八人前は取り消しでえっ!!」

「まあ株主優待券で払うわけですが。現金は使いませんが」

　ゾーマはジャケットの内ポケットから、分厚い商品券の束みたいなものを取り出した。

「やっぱり八人前でええ!!」

「とれぼー。おもしろいよー。もっとやってー」

　ろとが喜んでいる。

「どうせなら、もっと、ばーんと行きなさい。八じゃなくて一六で。──じゃんじゃん持ってきて！」

「いきなり二倍になった!?」

「あとビールも二つ！」

「ビールも二倍だ!?」

　その夜、俺は、はじめて知ったゾーマの素す顔がおに驚おどろきながらも、肉をいっぱい食った。

　ゾーマの仕事の成功を、皆で賑にぎやかに、お祝いした。




　　　　◇




　本日の出費。

　焼き肉食い倒だおれ。〇円。（ゾーマのおごり）

　ホットおしるこ。一二〇円×二。（帰り道で、ろとと二人で、ふーふーいいながら飲んだ）

　ミカン補ほ充じゆう。四八〇円。（いつものコンビニ）

　合計。七二〇円。

　現在の俺たちの、財産残り──。

　三億九九六九万三八二八円。
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「ねー。とれぼー」

　いつもの大六畳間。いつもの昼すぎ。

　ろとが、とことこと歩いて、なにかを持って玄げん関かんから戻もどってきた。

　さっき、ピンポーンと鳴って、はーいと、ろとが、とことこと出ていって──。

　通つう販はんは頼たのんでないから、きっと郵便だろう。

「なんかー。てがみー？　きたよー」

「手紙？」

「はんこ、くださいって言われたけど……。はんこ、なかったら、名前書けばいいんだってー」

「判子？　サイン？　書留かなんかか？」

「……？　わかんなーい。はいこれ」

　ろとから手紙を差し出される。

「配達証明」だとか、赤字で、でかでかとスタンプが押されていて、なんか禍まが々まがしい香かおりがぷんぷんしたが、とりあえず中を開いてみようと──。

「ろと。カッター取ってくれ」

「ぼく。とれるよー」

　受け取るポーズで手を伸のばしたまま、封ふう筒とうの宛あて先さきのところをみる。

　へー。これ。ろとの本名か。かーいー名前じゃん。

　手の上に、ぽんと、なにかが置かれたので、俺は封筒の封を切ろうと──。

「──これは割り箸ばし。カッターちがう」

「ひゃっひゃっひゃっ。──ひっかカッター！」

「ダジャレはいいから。ほい。カッター持ってくる」

「はーい」

　後ろ手からカッターがすぐに出てくる。なんだ。ちゃんと持ってきてたんじゃねーか。

　俺は封筒を開いた。なかの文面を読む。

「おてがみ。なんて書いてあるのー？」

「まだ読んでないって」

「読んで読んでー」

　握にぎった手を、上げ下げして、ろとはおねだりする。

「ええと……」

　俺は、読んでやった。

「──なになに。貴き殿でんは再三の催さい促そくにも拘かかわらず契けい約やく更こう新しんに応じることなく、現状、賃ちん貸たい契約は結ばれていません。よって、現在、貴殿は、不当占せん拠きよの状態です」

　え？

　俺はまばたきを繰くり返した。

　その先を読む。

　こんどは、声に出さずに読んだ。

『弊へい社しやが所有することになりました、当アパート（以後、甲こう物件と呼こ称しようする）は、○月○日をもって取り壊こわしを行います。よって、×月×日までに、すべての荷物と共に、退去して頂きたく──』

　え？　え？　え？

　頭の中が真っ白になった。

　文面がまるで頭に入ってこない。

「とれぼー。なんて書いてあるのー？」

「いや……、わからん」

　俺は手紙を、ろとに渡わたした。

　ろとはしばらく手紙を読んでいた。ろとが読んで、理解できるとも思えなかったが……。

　いったいどう説明すればいいのだろうか。

　ろとに、どう言えばいいのか……。

「出ていけって、そう書いてあるみたいだよー？」

「え？　読めたの？　わかるの？」

「とれぼー。ぼくのこと……、ばかにしてたりする？」

「いや。ごめん。いや。わるい。ろとは、もうちょっと……、その……」

「もうちょっと？」

　じっとりとした目で見つめられる。

「もうちょっと……、つまり、あれだ……。ろとだよなー、って」

「それ。答えになってないよー」

　ろとはそう言うと、ぎゅっと俺にしがみついてきた。

　俺はちょっと驚いたが、ろとを抱だき返してやった。その背中を、ぽんぽんと叩たたいてやる。

　ろとの小さなからだは、すこし、震ふるえていた。

　それは、手紙に書かれたことが、ちゃんとわかっているという意味だった。
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　期限の日までは、まだすこしあった。

　俺は本を買ってきて読んでみたり、ネットで調べてみたりしたが──。

　結局──。

「ワードナーとゾーマを頼たよろう」

　その結論を、口に出して言う。やっぱ。それしかない。

「わーどなーと、ぞーま、いるよー？」

　ノートパソコンに向かっていたろとが、そんなことを言った。

「え？　いるの？」

「うん。いるよー。いま狩かり終わったところー」

　そういえば、しばらく前から、ろとはネトゲにログインしていた。

　キーボードをかちゃかちゃと打っていた。過か疎そっているゲームのこと。ログインしてくる人間といえば、ワードナーとゾーマの二人ぐらいしかいるはずがない。ろとがチャットでお話をする相手も、その二人以外に、いるはずがない。

「じゃあ、ちょっと話があるって言って──」

「あ、行っちゃったー」

「呼び止めろー！」

　時すでに遅おそし──。

　ワードナーとゾーマはログアウトしました、というシステムメッセージが見えるだけ。

　タッチの差で、行ってしまった。

　しまった！　困った！　二人に連れん絡らくをつける手段がなくなってしまった。聞いてないのだ。二人の連絡先は。携けい帯たい番号でも、ＬＩＮＥのＩＤでも、交こう換かんしとけばよかったー！

「あー。もう！　どこ行きやがった！」

「お昼休みおわりだから、しごとって、いってたよー」

「でかした！」

　俺はコタツから立ちあがった。ゾーマの仕事場はわからないが、ワードナーの仕事場なら、なんとなく聞いていた。駅前のデパートっぽい百貨店の化け粧しよう品売り場だ！




　　　　◇




「いらっしゃいませー。お客様。本日はどのようなご用件でしょうか」

「あの。内容証明がきてさ──」

「そうですねー。こちらのお嬢じよう様さまは、肌はだがとても綺き麗れいでいらっしゃいますからー。ナチュラルメイクとかがお勧すすめですね」

「いえ。ですから……。あのですね」

　営業スマイルを浮うかべる美女につられて、俺も、ついつい丁てい寧ねい口調になってしまう。

　これ誰だれこれ？　本当にワードナー？

　服も顔も体もいつものワードナーなのだが──。立ち居い振ふる舞まいは、まったく普ふ通つうの人で──。完かん璧ぺきに〝偽ぎ装そう〟しきっているというか。

「どうでしょう？　お試ためしされていかれますか？」

「いえ。あのその」

　ワードナーは営業スマイルを浮かべて迫せまってくる。

　仕事時間に仕事場に押しかけてきたのがいけなかったろうか。迷めい惑わくだったろうか。

「さあさあ。こちらにお座りください」

「いえあの。帰ります……」

　俺がそう口にしたときだった。

（座れ、っつってんのよ）

　ドスの利きいた声が、一いつ瞬しゆん、響ひびいた。その声の迫はく力りよくに、俺は動けなくなって──。

　ろとは、「わーい」と、椅い子すに座った。

「まー、お嬢様ー。お肌。本当に綺麗ですわねー。きちんとお手入れされていますわねー」

「なんにもしてないよ？」

「まー、若いって、いいですわねー」

「わーどなー。なにするのー？　おけしょーするの？」

「ワードナーではなくて、渡わた辺なべですわー」

　Ｆ99を誇ほこるバストのところについた名札には、「渡辺」と書かれている。

　意外と普通の名前だった。ぜんぜん似合ってねー。

「お嬢様は、お化粧が初めてのご様子ですから、今日は軽～く全体的にやってみますわ」

　化粧品の瓶びんや蓋ふたをいくつも開いて、何種類もの道具を使いこなして──。

　彼女は、ろとの顔に色々なものを塗ぬりたくっていった。

　さすがプロ。手て際ぎわがいいことだけはわかる。一つ一つのプロセスで、なにをしているのかは、まったくわからないが……。

「お兄様と一いつ緒しよにお買い物ですかー。いいですねー」

　彼女が言う。
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「いや。あの……」

　わかってくるくせに。なんでそんなことを。

　あと、俺たちは、世間一いつ般ぱん的には、兄と妹に見えるわけか。……ほんとか？　そうか？　そうなのか？　なんかちょっとショック。

（もー、仕事中に、なんなのよー）

　ろとの顔に試供品を塗りたくりながら、ワードナーは、ようやく聞こえる小声で、そう言った。

（いや。ちょっと相談したいことがあって……）

（夜でいい？　それともいますぐ？　それ緊きん急きゆう？）

　緊急なら仕事を抜ぬけてくれるという意味か。そこまで切せつ羽ぱ詰つまっているわけでもない。

（あ。ああ。うん。だいじょうぶ。夜で……）

（じゃあ九時に。ゾーマと行くから）

（ああ。うん。たのむ）




　　　　◇




　その後、彼女は──。「美容部員のお姉さん」を立派に勤めあげた。

　俺たちは、「美容部員渡辺のおすすめコスメ基本セット」を買わされ──。

　美少女度が一ひと桁けたくらい跳はねあがった、ろとを連れて、俺は家に帰った。

　ろとは家につくなり、ばしゃばしゃと洗面所で顔を洗って、すべてを洗い流してしまった。俺が残念そうな顔をしていると、「ん？」と、ろとのやつは、まったく分かっていない顔……。一日ぐらい観賞していても、よかったのだが……。

　まあ、いまはそのことよりも、目先の問題だ。

　俺たちは、ワードナーとゾーマの二人を待った。




　　　　◇




　本日夕方までの出費。

　基き礎そ化粧品。九七八三円。

　ベースメイクコスメ。一万一三八二円。

　ポイントメイク。二万四五三八円。

　道具他。七二三五円。

　合計。五万二九三八円。（化粧品、たっけえええええええ！）
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「きたわよー」

「お邪じや魔ましますぞー」

　ワードナーとゾーマがやってきた。

　俺たちは空の土ど鍋なべだけをガスコンロの上に置いて、コタツの席で正座待機していた。

「なに？　あんたたち？　もう全ぜん裸ら待機してんの？」

「へ？　全裸？」

「はだか？　はだかにならないとだめー？　ぼくー、ぬぐー？　ぬぐー？」

　ほっとくと脱ぬぎだしかねない、ろとの頭を、こつんとやって、止めておく。

「おお。鍋ですな。鍋がよいですなー。冬は鍋で決まりですなー。今夜はよい貝がありましたからー。海かい鮮せん鍋とまいりましょうぞー」

　ゾーマは、全裸待機しているガスコンロと土鍋を見て、にこにこと聖者の笑えみを浮かべている。

「ご飯だけ。もう炊たいてあるから」

「おお。ご配はい慮りよ。痛み入ります」

　ゾーマを接待するには、鍋を作らせてやるに限る。ぜったい、食材持参だと思ったし。

　食事がはじまった。

　ことことと、煮にえる鍋を、俺と、ろととは──ちまちまと食べて。

　いや。食が進まないのは俺だけか。ろとは、いつものように、おいしー、おいしーと連発して、子供のように喜んで食べていた。「ほんびのす」とかいう貝を、はじめてたべるー、とか、喜んでいた。

　ワードナーは、いつものように、「ぷっはー」と缶かんビールをいくつも空けていた。

　彼女が飲むのは、いつも決まってヱビスの金缶。資源ゴミの日まで、大量に空き缶が溜たまることになる。

「さて。……なにか困りごとということでしたが？」

「えー？　そうらっけー？　あたしたちー、鍋に呼ばれたんじゃないっけー？」

　ワードナーはすっかり出来上がっている。すっかり酔よっ払ぱらいだ。

　ゾーマはすこし飲んでいるが、ワードナーの付き合い程度で、ほとんど素面しらふ。

　すっかり酔っ払いのワードナーをよそに、俺は、ゾーマに封ふう筒とうを渡わたした。

　読んでもらったほうが早い。

　ゾーマは、一枚きりの、簡素だが重要なことの書かれている書面に、ざっと目を通して──。

「ふむ。なるほど……」

　顎あご鬚ひげを撫なでながらうなずいた。

　俺もゾーマと同じように顎を撫でた──が、こちらには、顎鬚はなかった。

　ちぇっ。

「ところで、この部屋の契けい約やくは？　どうなっておりますかな？」

「それは──」

　俺はろとに視線を送った。

「けーやく？」

　きゅるんと、小首を傾かしげる。ハムスターのような仕草をする。

「とれぼーが、やってくれてるよ？」

「俺が来る前のことだろ」

「じゃあ……。しらないよ？」

　俺は手を水平に広げた。

　ろとのやつは、こんなやつだった。

　マズった──と、自分でも思う。

　ろとの部屋に転がりこんだときに、当然、そのあたりから始めるべきだった。

　家計の管理だけはやっていたが、そこまで頭が回らなかったというか、ちょっと発想の外にあった──。

　しかし──。重要な郵便物も、ダイレクトメールも、ぜんぶ一緒くたにしてゴミ箱に放ほうりこんでいるとか──そのくらい、想定して然しかるべきだった。

　ろとだし。

「そうしますと……。部屋の賃ちん貸たい契約は、完全放置で、更こう新しんされていないのであれば、法定更新ということになっているはずですが……。ところで、家賃のほうは？　滞たい納のう状態であったり？」

「それは、こっち」

　こんどは通帳を出す。年金や国保と一緒に、引き落としされているという記録だけは出てきていた。

「ふむ。ちゃんと払はらってますね。じゃあ契約上は問題ありませんが。しかし、やはり不利なことにはかわりないですよ。居住権のセンで粘ねばるとしても……」

　ゾーマは顎鬚を撫でて考えこむ。

「なになに？　裁判すんの？　あたしが弁護してあげましょーか？　民事？　刑けい事じ？」

「弁護？　誰だれに？　どこに？」

　もー、ヨッパライは静かにしていてほしい。

「もちろん。法ほう廷ていでよ」

「なんでだよ？　そーゆーの、弁護士とかの仕事だろ？」

「そうよお。だからあたしの出番なんでしょ？」

「あーもう。静かにしててくれよ。よっぱらい」

「なにようー。酔ってるけど、シラフよおー。弁護士の資格ぐらい持ってるわよー」

「え？　ウソ！……マジで？」

「ふっふーん……。さーて、──どうかしらー？」

　ワードナーは謎なぞめいた笑みを浮うかべた。思わずゾーマを見る。困った顔で苦笑い。

　冗じよう談だんなのかマジなのか、その表情からは、どうにも判断がしがたい。

「まあ仮に民事裁判をやったとして、どんな敏びん腕わん弁護士が担当したとしても、せいぜい、退去まで最大六か月の猶ゆう予よが勝ち取れるだけですな。あとは、退去費用を何十万か出させられる程度で……」

「金の問題じゃないんだよなー」

　俺はため息をついた。

　金なら、四億円、持ってる。

　退去費用とかは、ぶっちゃけ、どうだっていい。

　そう。金の問題ではないのだ。

　ろとと二人で、ずっと一生、ここに住んでゆくつもりだった。

　慣れ親しんだこの部屋を離はなれるストレスを、ろとに与あたえたくない。

　ハムスターとかウサギとかは、巣箱ケージが変わると、ストレスで円形脱だつ毛もう症しようになったりすると聞く。

　俺は円形脱毛症になった、ろとの姿を見たくない。

「ぼく……。とれぼーと一いつ緒しよだったら、どこでも平気だよ？」

　ろとが、そんなことを言う。

「ろと……」

　俺は、じーんとなった。

「ぼくね。ぼくね。……このあいだの、マンガきっさ？　あそこのお部屋に住むのでも、ぼく、ぜんぜん、へいきだよ？　とれぼーの膝ひざのうえ、すっごくいいよ？」

「あんたらカップル席でなにやってんのよ？」

「やってない！　やってない！　マンガ読んでただけ！」

「ほんとかしら？」

「まあ。それはともかく──としてだ」

「そうね。でも、マン喫きつはないわー。ないわー。ないわー。ろとちゃんが、かわいそうよ」

「俺だって、そのつもりはないから」

　ワードナーが、ずっと黙だまりこくっているゾーマに顔を向ける。

「なによゾーマ。さっきから黙りこくって。カンジわるーっ。……あんた。なんか言いなさいよ？」

　ゾーマは鬚を撫でていた。

　皆みなの視線が集まるなか……。

　ゆうに、数分にわたって、鬚を撫でつづけていた。

　そして、数分経たって──。

　ゾーマは──。

「……ここはひとつ、私わたくしに任せてくれませんかね？」

　そう、言ったのだった。
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　退去の期日がやってきた。

　朝がやってきても、俺たち二人は、布ふ団とんから這はい出す気力がなくて──。

　頭から布団をひっかぶって、二匹ひきの布団オバケとなって、ぼーっと、座りこんでいた。

　六畳間には、ふたつ布団を敷しいている。

　ろとの布団と、俺の布団。

　こたつをすこし脇わきによけて、二つの布団を直角に敷いている。

　一つの布団でいいよー、と、ろとは言うのだが──。

　ろとのほうはそれで良くても、俺が困る。めっちゃ困る。ワードナーがしょっちゅう口走っているような、「テラオカス」とかいう事態になりかねない。

　だから布団は、絶対に、二組が必要なのだった。

　俺たちはいま、布団と布団の境界線を越こえて、手を繫つなぎ合っていた。

　手を繫ぎ合っているだけでは足りなくて──、そのうち、どちらからともなく、ぎゅううっと、お互たがいの体を抱だきしめあった。
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　ワードナーがいつも口走っているような「テラオカス」とかいう意味合いでは、もちろんない。

　不安だからだ。怖こわいからだ。

「とれぼー……」

「ろと……」

　ゾーマは「私に任せてくれませんか」と言っていた。だから任せた。

　しかし期日の日の、今日になるまで、連れん絡らくはなくて──。

　こちらから連絡をするのも、なんだか気がひけて──。てゆうか。またうっかりしていて、携けい帯たい番号聞きそびれていたし、ＩＤの交こう換かんもしてないし。ログインしてこないし。

　駅前百貨店のワードナーのところにまた押しかけると迷めい惑わくだろうし、化け粧しよう品買わされるし。

「まあ……、だいじょうぶだって。なんとかなるさ。ここに住めなくなったって、どっかに住めばいいさ」

「とれぼー。ぼくね。……とれぼーと、一緒だったら、どこでも平気だよー？」

　ろとは、そう言う。だが、その小さな体は──震ふるえている。

　住む場所、それ自体については、どうにかなると思っている。

　また違ちがう部屋を借りればいい。現住所がなくなってしまうと、新たに部屋を借りるのは難しくなるだろうが……。それでも最悪の場合には、借りるのでなくて、買ってしまえばいい。中古の一いつ軒けん家やなり、マンションの一室なり、あまり選ばなければ、数百万ぐらいから、いくらでも見つかる。

　この部屋を出なくてはならないことが、問題なのだった。

　この大六畳間が終わってしまうことが──。

　そうして──。

　ろとと抱きあって、ただ怯おびえるだけの時間を、どれほど過ごしていただろう。

　不意に、足音が聞こえた。

　大勢の人間が歩く足音が、廊ろう下かから聞こえてくる。どんどんと近づいてくる。

　俺は、ろとをぎゅうっと抱きしめた。ろとも、俺のことをぎゅうっと抱き返してくる。

　ついにはじまったのだろうか……？

　強制退去させられてしまうのだろうか……？

　どんどんどんどん！

　急に部屋のドアが乱暴に叩たたかれて、俺と、ろとは、びくっとなった。

「ひいっ！」

「だいじょうぶだから。だいじょうぶだから。だいじょうぶだから」

　俺はろとの耳元で、そう言いつづけた。

『あー、そこの部屋はいいですから。他ほかの部屋のほうをお願いします。ここ以外、他は、すべてリフォームですので』

　ん？

　ドアの向こうから聞こえてきた声には──、聞き覚えがあった。

「ぞーま？」

　ろとが言う。

　俺もうなずいて返した。

「ゾーマだよ」

　二人で──、布団オバケになったままで──、そうっと、ドアを開けて、廊下の様子を窺うかがう。

　灰色の作業服を着た大勢の人たちが、まず見えた。

　そしてゾーマは──いた。

「やあ。トレボー殿どの。ロト殿。──起こしてしまいましたかな？」

「いや。起きてたけど……。ええっと？　これは──？」

　作業服を着た大勢の人たちは──工務店とか、そういうところの作業員さんたちのようだ。

　ゾーマはその皆に指示を出していて……。

「なに……してんの？」

「ああ！」

　ゾーマは、ぽん、と、手を打ち合わせた。

「そういえば。ぜんぜん連絡していませんでしたな。お伝えしておりませんでしたな。いやぁ。すいません。すいません。いろいろと手て筈はずを整えるのに忙いそがしくて、すっかり忘れておりました」

　ゾーマは、すごく明るい顔をして、にこにこと笑っている。

「えーと……？」

　俺は、ろとと抱き合ったまま──、布団オバケになったまま──、立ちつくしていた。

「もう心配いりませんぞ。すっかり。解決いたしましたぞ！」




　　　　◇




「それではー。みんなビール持ったわねー？」

　ワードナーが音おん頭どを取って、乾かん杯ぱいが行われる。

　今夜ばかりは、俺も、ろとも、ゾーマも、ビールのコップを手にしている。

　ろとは、ビールとか、いいんか？──という感じであるが、まあ、運うん転てん免めん許きよは持っているというし、見た目がいかにＪＳであっても成人しているはずだ。信じらんないんだけど。

「それではー。大六畳間の存続を祝しましてぇー！　乾杯ーィ！」

　カンパーイ。ごくごく。

　隣となりを見ると、両手でコップを抱かかえ持った、ろとが、口をつけて──。

　だーっ……。

「うわっ！　リバースしたっ！　ふきんふきん！　台ぶきん！　タオルでいいから！　それ取ってそれ！」

「とれぼー……。にがいよー……。にがいよー……。これー、にがいよー……」

　ろとはそう訴うつたえかけてくる。

　ビールを飲むのは、はじめてか。

　クリスマス用の子供用シャンパンがまだ一本残っていたから、それを持ってきて、ビールと取り替かえてやった。ノンアルコールだが。ろとにはこっちのほうがいいだろう。

　それでもろとは、まだビールに未練があるのか、泡あわだけを、ちびちびと舐なめている。

「まあでも。よかったじゃない。出ていかなくて済んでさ」

　ワードナーが言う。

　手て酌じやくで二杯はい目を、コップにどぼどぼ注いでいる。

「こいつもたまには役に立つのよねー！」

　ゾーマの背中を、ばしばしと叩いている。

　ビールを飲むことができずに、ゾーマは困った笑え顔がおをうかべていた。

「どうやったのか、もういっぺん、説明してあげなさいよー。ロトちゃん、きっとわかってないわよー」

　いや。ろとは何回説明してもわかんないんじゃないかと思う。

　ゾーマは、一体どうやって強制退去を防いでくれたのか──。

「いや。このあいだの焼き肉チェーンの買収に比べれば、ぜんぜん、小さな買い物でしたよ」

　ゾーマは照れたようにそう言う。

　つまりは。こうだった。

　──このアパートをまるごと、買ってしまったのだ。

　一部屋とかそういう単位ではなくて、何部屋もあるアパート物件、まるごとを、お買い上げになってしまわれたわけだ。

　なんと大だい胆たんな解決法か。

　現オーナーとの交こう渉しように数日。所有権の書き換かえと登記に数日。改築プランとリフォーム会社の選定にも数日。──などなど。ここ数日は忙しくて、連絡を忘れていたということだ。

　いまこのアパートのオーナーは、ゾーマである。

　つまり大家がゾーマだ。取り壊こわしはなくなった。よって俺たちは出ていかなくてよくなった。

「でも。すげえ悪い気がしてならないんだけど……。俺たちのために、そんな──」

「──ストップ」

　俺がそう言いかけると、ワードナーが手をかざして、言葉を止めてきた。

「こいつが、いくら友達のためとはいえ……。損になるようなこと、するわけがないでしょ？」

「そうですよ。ＷＩＮＷＩＮが、私わたくしの理念でしてね。誰だれかに損を押しつけるのもよくないですし、もちろん、自分が損をかぶるなんていうのは、もってのほかです。私が商売をするからには、関かかわった人には、全員、笑顔になっていただきます」

　笑う聖者は、そう言って、笑った。

「だけど、こんなボロアパート買ったって……、得なんて……あるのか？」

「ええ。たしかに今現在は空室だらけですがね」

「だらけ、っつーか……。俺たちしか住んでないけど」

　俺と、ろとは、顔を見合わせた。

　人っ気のないボロアパートだなー、と思っていたが、なんと、ほかに住人は一人もいなかった。

「立地自体は悪くないんですよ。駅も近いですし。たしかに古いですが。でも賃ちん貸たいの場合には、一軒家と違って築年数を気にする方も、これが意外と少ないんです。リフォーム、あるいはリノベーションを行って、見た目を新しくすれば、入居者は充じゆう分ぶんに見込めます。私の試算では、建て直すよりも安く済みますし。表面利回りはなんと三〇パーセント。実質利回りでも──」

「──ああ。ストップ。ストップ」

　俺は手をかざした。

　専門用語が出てきても、俺には、よくわからない。

　ろとには、きっと、もっとよくわからない。

「まあ。ゾーマが損していないってことがわかれば、充分だよな？──ろと」

「ぞーま。ありがとねー」

「まあ、しばらくは工事で騒さわがしくなるのはご容よう赦しやください。あと、今後、ここには、外国人の方とかお年寄りの方とか母子家庭の方とか、色々な方々が入ってくるでしょうから、そのへんにつきましても、ご容赦ください」

「この部屋がこのままになるなら、なんだっていいって」

　俺はそう言った。

「あたしも引っ越こしてこようかなー。ここ。家賃。安くするんでしょ？」

「くんのかよ」

「ああ。いま嫌いやそうな顔、したでしょ！　したでしょ！」

「してないよ」

「いいや！　ぜったいした！」

「それでは乾杯もご説明も終わったことですし──。鍋なべとまいりましょうか。鍋っ♪」

　ゾーマが笑った。ここからが鍋なべ奉ぶ行ぎようの本領発揮だ。

　俺たちは「おー！」と言いながら、箸はしを持った手をつきあげた。

　大六畳じよう間の夜は、賑にぎやかにふけていった。







　あとがき







　スニーカー文庫では二冊目となります。新あら木き伸しんです。

　今回の「四億円当てた勇者ロトと俺は友達になってる」ですが──。

　すでにご存じの方もいらっしゃると思いますが、「小説家になろう」というＷＥＢの小説投とう稿こうサイトに連れん載さいされている作品です。

　このたび、スニーカー文庫様より書籍化していただきました。





「もうケッコンしちゃえばいいのにこの二人」

「ろとくっそかわいいよ、ろと」

「トレボーもげろ」






　──と、連載時には、こんなような内容の感想をいただいております。

　ゆっる～い二人のポンコツ同どう棲せいライフに、そんな感じのツッコミでも入れながら楽しんでいただければ、作者としては、幸いです。

　この二人、残り余生八十年を、こんな感じに、スローに過ごしてゆくのでしょうねー。




　なお作中に出てくるＭＭＯＲＰＧには、特定のモデルはありません。

　ラグナロクオンラインとマビノギとＦＦ11とEverQuestあたりを足した感じ──ぐらいに思っていただけると、イメージできるかもっ？




　さて。取とり扱あつかい説明書というか、作品解説はこのあたりにしまして──。

　ここから宣伝です。すいません。「スローライフ小説」と称しようしまして、新木は他ほかにもいくつか作品を連載しております。「皆みなが笑顔で幸せでＷＩＮＷＩＮ」「ストレスフリー」「エロくない」「悪人が出てこない」「いい人ばかりの世界」──と、そうした共きよう通つう項こうを持つ小説が、最近の新木の作風である模様です。「面白い」ことよりも「楽しい」のほうを、重点的に、皆様にお届けできればと考えています。




「四億円当てた勇者ロトと俺は友達になってる」

「薪割りから始める勇者ハーレム」

「異世界Ｃマート繁盛記」

「文明崩壊後の世界を女の子をバイクの後ろに乗せて旅している」




　こちらの連載作品などは、安心して楽しめるスローライフとなっております。

　よろしければ、こちらの二次元バーコードよりお越こしください。また読者アンケートなどもやっておりますので、ご意見ご感想など、お聞かせください。
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　「小説家になろう」新木伸の作者ページ

　http://mypage.syosetu.com/605697/（２０１６年２月現在）
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　「四億円当てた勇者ロトと俺は友達になってる」１巻アンケート

　http://www.araki-shin.com/araki/4loto1.htm（２０１６年２月現在）
















カバーイラスト／佐嶋真実

カバーデザイン／枡野考平（LUCK'A Inc.）










四よん億おく円えん当あてた勇ゆう者しやロトと俺おれは友とも達だちになってる








新あら木き 伸しん
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